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学部】看護学
部看護学科

計

（35）

人

（36）

0 5

35

新

設

分

既

設

分

（7）

00 0

0 26

（0）

同一設置者内における変更状
況

（定員の移行，名称の変更
等）

（0）
　　　　　　教育学専攻（修士課程）

2 3 0
（2）

教

員

組

織

の

概

要

計

文学研究科　英語英米学専攻（修士課程）

0 3
（5）

（2）

（5）

0

2

1

(26)（0）

（0） （3）

14条特例の実
施
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平成23年4月
第1年次
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計

技 術 職 員
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教
員
以
外
の
職
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の
概
要

計

（0）
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事 務 職 員
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7

（3）
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（0）

0
（5） （6） （0）（0） （0）
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人

30単位

人

9 6 1 0 20

助手

　　年　月
第　年次

学位又
は称号

入学
定員

12 修士
（看護学）

人年次
人

フ リ ガ ナ

記 入 欄

大 学 の 目 的

事 項

学校法人茨城キリスト教学園は、キリスト教の信仰に基づき、人格の陶冶を行い、社会に有為な人材
を育成する教育を施すために、幼稚園、中学校、高等学校、短期大学に続き、昭和42年度に大学文学
部を設置。以降茨城キリスト教大学は、茨城キリスト教学園における一貫教育の最高機関として、現
代社会の要望に応え、それにより深い貢献をなすことのできる人材の養成を目的としている。

設 置 者

収容
定員

卒業要件単位数
実験・実習

地域医療との連携をはかり、看護職者の教育・研究支援を通じて高度な看護が提供できる
人材の養成を目指す。

所　在　地
修業
年限

開設時期及
び開設年次

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

大 学 の 名 称

研究科の設置

茨城キリスト教大学大学院（ Graduate School of Ibaraki Christian University ）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　茨城キリスト教学園

基　本　計　画　書

新設学部等の名称
講義

大 学 本 部 の 位 置

学　部　等　の　名　称

看護学研究科　看護学専攻

6 －

新
設
学
部
等
の
概
要

教育
課程

26科目

（0）（7） （1）

計

（0）

（9） （6） （1）

（8）

人

基 本 計 画

計 2 6 － 12

茨城県日立市大みか町6丁目11番1号

編入学
定　員

2

（16）

16

（0）

0

（20）

人

14科目 1科目 41科目

専任教員等

人

計

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

（Graduate School of
看護学研究科

（Master's Course of

  Nursing）

看護学研究科　看護学専攻（修士課程）

開設する授業科目の総数

人

助教

人

准教授

演習

教授

（1）

平成23年4月　経営学部経営学科設置予定（平成22年5月認可申請）

平成23年4月　大学院生活科学研究科設置予定（平成22年5月認可申請）

講師

（0）

兼 任
教 員

1

（0）

16 7
（16）

そ の 他 の 職 員

（1）

（2）

46
（46）

人

4

0

111

（0）（0）

260

（1）

24 21
（21）（24） （0）

0

11

人

5
（11）

兼　　任

88

  Nursing）

生活科学研究科　食物健康科学専攻（修士課程）

（0）
0

5

（2）
2

42

CNSコースでは、
卒業要件単位数
が34単位以上で
ある。

電話交換手

45 36 81

20

（45） （81）

（2）
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大学全体

文学研究科

英語英米文学専攻

教育学専攻

文学部

現代英語学科 ※平成23年度より
入学定員30名減。

児童教育学科

文化交流学科

生活科学部

人間福祉学科 ※平成23年度より
入学定員30名減。

修士（文学）

修士（文学）

大学全体での共用
分を含む
図書約25万冊
学術雑誌約500種
視聴覚資料約1万点

2

－千円

－千円

3年次5

3年次10

10

－

－

（24,823.62㎡）

開設
年度

－千円

倍

－千円

第１年次 第２年次

4 2年次5
3年次15

605

－千円

年次
人

学士（文学）

学士（文学）

140

20

20

4 90

0.93

学士（文学）

100 2年次5
3年次5

425

250

380

1.08

1.19

学士
（生活科学）

0.91

4 60

大 学 の 名 称

年

入学
定員

学 部 等 の 名 称

4

2

10

人

－千円 －千円

所　在　地
定　員
超過率

－千円

検定料・補助金・資産運用収入等

人

〔うち外国書〕

(10,188冊〔1,640冊〕)

種

5種〔2種〕　

（5種〔2種〕）（86種〔24種〕）

10,188冊〔1,640冊〕　 86種〔24種〕　

〔うち外国書〕

電子ジャーナル

茨城県日立市大みか
町6丁目11番1号

昭和57

平成10

86種〔24種〕　

面積

3,278.12㎡

第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次 第５年次

平成12

67室

演習室

図書

専 任 教 員 研 究 室

教室等

新設学部等の名称 〔うち外国書〕
図
書
・
設
備

冊

講義室

看護学研究科

(10,188冊〔1,640冊〕)
計

10,188冊〔1,640冊〕　

開設前年度 第１年次 第３年次

（469）

260,000冊

ミニグラウンド

378席

（55）

第６年次

（225）

55

（5種〔2種〕）

体育館
テニスコート

面積

3,654.39㎡

4695種〔2種〕　

図書館

（86種〔24種〕）

計

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

225

225469

（225）

（61,550.76㎡）

語学学習施設

15

情報処理学習施設

（469） （55）

55

点

151,747.87㎡

92,230.08㎡

点 点

視聴覚資料

（補助職員　2人）

標本

室

室　　　数

共　　用

0㎡

3,407.76㎡

11,515.18㎡

校 舎 敷 地

180,168.02㎡2,092.18㎡

59,517.79㎡
校
　
　
地
　
　
等

専　　用

0㎡

区　　　分

159,045.37㎡

校　　　舎

11,515.18㎡

小 計

そ の 他 147,530.19㎡

合 計

（36,727.14㎡）

30,587.54㎡

専　　用

運 動 場 用 地

－千円

－千円

－千円

図書費には電子
ジャーナル・デー
タベースの整備費
（運用コスト含
む）を含む。

－千円

－千円

－千円

－千円

収容
定員

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

350千円

2,000千円

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 1,300千円 1,000千円

設 備 購 入 費

区　分

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

350千円

2,000千円

872千円

昭和42

第３年次

－千円

学位又
は称号

0.20

－千円872千円

平成70.35

茨城キリスト教大学

第４年次 第５年次

－千円500千円 500千円

第６年次

23,117千円 －千円 －千円

学術雑誌

実験実習室

看護学研究科

新設学部等の名称

10室
2室

計

5,499.94㎡

共用する他の
学校等の専用

大学全体

30,545.65㎡

共用
名称：茨城キリス
ト教学園高校、収
容定員：1,065人、
校地面積基準：
56,160㎡、
名称：茨城キリス
ト教学園中学校、
収容定員：480人、
校地面積基準：
20,806㎡
名称：認定こども
園みらい、収容定
員：140人、園地面
積基準：786㎡
借用面積：
11,515.18㎡
借用期間：20年

5室

167,370.58㎡ 331,915.89㎡

80,714.90㎡

56,110.03㎡

共用する他の
学校等の専用

55,411.16㎡

機械・器具

申請研究科全
体

平成7

5,001千円

34室
（補助職員　3人）

0㎡ 24,823.62㎡

（0㎡）

136,824.93㎡ 3,407.76㎡

共　　用
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食物健康科学科

看護学部

看護学科

目的：本学園及び地域社会に開かれた保育・保健・医療・福祉に係る教育研究、実践活動に従事する。

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1

設置年：2010年

規模：大学3号館5階1室

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1

設置年：2000年

規模：大学7号館4階

名称：附属子ども未来研究所

設置年：1967年

規模：大学3号館4階1室

名称：附属情報センター

目的：情報ネットワークを中心とした情報利用環境の提供・整備を行なう。

規模：131,207.9㎡

名称：附属言語文化研究所

目的：世界の諸言語・それらの背景をなす諸文化及び異文化間交流に関する研究を行なう。

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1附属施設の概要

名称：附属カウンセリング研究所

目的：本学園及び地域社会に開かれたカウンセリングの研究、実践と教育活動に従事する。

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1

設置年：1955年

規模：264.99㎡

名称：附属自然学習センター

目的：労作教育を取り入れ、実践的・体験的指導のできる者の養成を目指す。

所在地：茨城県日立市十王町友部字上台3067-10

設置年：1986年

1.144 学士
（看護学）

320

32080

4 80

－

－

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

学士
（生活科学）

1.14 茨城県日立市大みか
町6丁目11番1号

平成12

平成16

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 0 1 0 0 0 兼6

1前 2 ○ 5 オムニバス

1前 2 ○ 1 兼2 オムニバス

1前 2 ○ 1 1 オムニバス

1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼2 オムニバス

－ 6 8 0 7 3 0 0 0 兼6

1後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1～2通 8 ○ 2

－ 0 16 0 2 1 0 0 0 兼2

1前 2 ○ 1 1 オムニバス

1前 2 ○ 1 1 オムニバス

2前 3 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼2 オムニバス

2前･後 3 ○ 2 オムニバス

1前 2 ○ 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 1 3 兼1 オムニバス

1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1～2通 8 ○ 2 2

2前･後 2 ○ 1 2 共同

2前･後 6 ○ 1 2 共同

－ 0 36 0 2 3 0 0 0 兼4

1前 2 ○ 2 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

1前 2 ○ 2 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 2 兼2 オムニバス

1後 2 ○ 2 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 2 兼2 オムニバス

1～2通 8 ○ 3 1

－ 0 20 0 4 0 1 0 0 兼7

1前 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 1 1 オムニバス

1～2通 8 ○ 1 1

－ 0 14 0 1 1 0 0 0 兼2

－ 6 106 0 9 6 1 0 0 兼26

備考

課題研究

慢性疾患看護学援助特論Ⅰ

慢性疾患看護学演習Ⅰ

慢性疾患看護学援助特論Ⅱ

成人・老年看護学演習

地域看護学特論-地域組織活動論-

栄養生理学特論

応用看護技術学演習

小計（5科目）

ヘルスプロモーション特論

小計（7科目）

専
門
科
目

発達支援看護学特論Ⅰ

基
礎
看
護
科
学
分
野

慢性疾患看護学特論

慢性疾患看護学実習

発達支援看護学特論Ⅱ

発達支援看護学演習Ⅰ（小児）

共
通
選
択
科
目

保健統計学特論

看護倫理特論

教育方法学特論

発達心理学特論

カウンセリング特論

小計（6科目）

専
門
共
通
科
目

コンサルテーション特論

看護理論特論

実
践
看
護
学
分
野

看護学特別研究（生活支援看護学）

地域ヘルスケア演習

慢性疾患看護学演習Ⅱ

成人・老年看護学特論

精神看護学演習

看護学特別研究（精神看護学）

＜生活支援看護学領域＞

臨床精神看護学特論

合計（41科目）

－

－

発達支援看護学演習Ⅱ（母性）

看護学特別研究（発達支援看護学）

－

ペリネイタルケア特論

＜精神看護学領域＞

小計（4科目）

精神保健学特論

小計（7科目）

－小計（12科目）

＜発達支援看護学領域＞

ウィメンズヘルスケア特論

－

授業形態

－

応用看護技術学

看護管理学特論

看護生体情報学演習

授業科目の名称
配当
年次

看護形態機能学

看護学研究法特論

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

看護生体情報学特論

単位数

障害者支援特論

看護学特別研究（基盤実証看護学）

（看護学研究科看護学専攻）

＜基盤実証看護学領域＞

専任教員等の配置

1



　合は，この書類を作成する必要はない。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

学位又は称号 修士（看護学）

・看護学研究科を卒業し修士の学位を得るためには、看護学特別研究8
単位、看護専門科目8単位以上、専門共通科目8単位以上、共通選択科
目6単位以上、看護学特別研究8単位の合計30単位以上を修得しなけれ
ばならない。

・CNSコースの場合は、看護専門科目12単位以上、専門共通科目8単位
以上、共通選択科目6単位以上、看護学実習6単位、課題研究2単位の合
計34単位以上を修得しなければならない。

授業期間等

学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

２期

１５週

９０分

（注）

１学年の学期区分

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

１時限の授業時間

１学期の授業期間

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 4 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

－ 4 2 0 0 0 0 0 0 兼2

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 0 0 0 0 0 兼16

1前 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

－ 0 5 0 0 0 0 0 0 兼2

1通 4 ○ 兼1

2通 4 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

全
学
共
通
科
目

中国語ⅠＡ

中国語ⅡＡ

中国語ⅡＢ

コリアンⅠＡ

フランス語ⅠＡ

英語コミュニケーションⅠ

総合英語Ⅰ

中国語ⅠＢ

自然環境論Ⅰ

海外語学研修Ｂ

海外語学研修Ｃ

運動と健康

＜留学＞

海外語学研修Ａ

経済と人間

政治と人間

日本語ⅡＡ

総合英語Ⅱ

総合英語Ⅲ

＜健康スポーツ＞

コリアンⅠＢ

コリアンⅡＡ

コリアンⅡＢ

日本語ⅠＡ

フランス語ⅡＡ

フランス語ⅡＢ

－

－

産業社会と人間

小計（5科目）

＜環境＞

日本国憲法

－

ドイツ語ⅡＡ

ドイツ語ⅡＢ

フランス語ⅠＢ

ドイツ語ⅠＡ

ドイツ語ⅠＢ

備考

＜外国語科目＞

生命科学Ⅰ

生命科学Ⅱ

日本語ⅠＢ

英語コミュニケーションⅡ

日本語ⅡＢ

小計（25科目）

海外語学研修Ｄ

異文化体験

体育実技

健康科学

小計（3科目）

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

キリスト教概論Ⅰ

単位数

＜キリスト教概論＞

小計（2科目）

（看護学部看護学科）

配当年次

キリスト教概論Ⅱ

専任教員等の配置

授業科目の名称

1



1後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 0 0 0 0 兼5

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

－ 5 14 0 0 0 0 0 0 兼9

1前 2 ○ 兼1

1通 3 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 3 ○ 兼1

－ 15 1 0 0 0 0 0 0 兼8

2前 1 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

カウンセリング技術 3前 1 ○ 兼1

－ 6 1 0 0 1 0 0 0 兼3

1後 2 ○ 兼1

保健統計 3前 1 ○ 1

－ 3 0 0 1 0 0 0 0 兼1

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1 1

1後 1 ○ 1 1 2

2後 1 ○ 1 3

2前 1 ○ 1 2 2

2前 1 ○ 1 2 2

1後 2 ○ 1 1 1

2前 2 ○ 1 1 1

2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

基礎看護学実習 2前 3 ○ 1

－ 18 0 0 3 1 1 6 4

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

－

コンピュータ基礎Ⅰ

コンピュータ実習Ⅰ

精神保健（発達段階と場に応じたメンタルヘルス）

－

薬理学

疾病治療論

＜健康現象の疫学と統計＞

病理病態学

栄養・代謝学

食物健康実習

感染と防御（微生物学）

－

学
科
科
目

小計（16科目）

＜健康支援と倫理・社会＞

＜人体の構造と機能、疾病の成り立ちと回復の促進＞

人体構造学

人体生理機能学

生化学

援助技術論Ⅰ（日常生活の援助技術）

看護関係法規

学
科
科
目

疾病治療と看護（成人）

疾病治療と看護（小児・母性）

疾病治療と看護（精神・老年）

専
門
科
目

－

＜看護展開の基礎＞

小計（8科目）

コンピュータ実習Ⅱ

＜情報＞

自然環境論Ⅱ

＜看護学の基本＞

人間関係論

－

コンピュータ基礎Ⅱ

小計（4科目）

健康教育論Ⅰ（理論）

援助技術論Ⅱ（診療に伴う援助技術）

小計（14科目）

人間と哲学

キリスト教福祉

福祉文化論

社会学

生活と自然環境

科学的思考基礎演習Ⅳ（EBNの基礎）

小計（2科目）

看護学概論

科学的思考基礎演習Ⅰ（看護学へのアプローチ）

科学的思考基礎演習Ⅱ（ヘルスアセスメント・ベーシック）

小計（10科目）

疫学

学
部
基
礎
科
目

科学的思考基礎演習Ⅲ（ヘルスアセスメント・アドバンス）

科学的思考基礎演習Ⅴ（看護理論と看護過程）

専
門
科
目

生命倫理

健康教育論Ⅱ（実践）

早期看護体験実習

生涯発達心理学

生命科学の基礎（化学・生物含む）

法学

専
門
基
礎
科
目

－

医療・看護倫理

社会保障制度論

保健福祉行政論

保健医療看護経済学

小計（5科目）

－

2



2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

家族看護論 2前 1 ○ 1

－ 12 0 0 6 2 0 0 0

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

3後 4 ○ 1

3後 3 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1

地域看護学実習Ⅱ 4前 2 ○ 1

－ 38 0 0 9 3 2 0 0

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

4前･後 2 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4前 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

総合実習 4前 2 ○ 1

－ 9 8 0 9 0 1 0 0

－ 110 119 0 9 6 4 6 4 兼49

地域看護学Ⅴ（健康政策とヘルスプロモーション）

地域看護学Ⅱ（活動の展開方法）

小計（21科目）

学位又は称号

看護マネジメント（医療安全含む）

看護教育学

科学的思考基礎演習Ⅵ（OSCE）

研究方法論演習

看護教育方法論

＜看護学の発展＞

・1～4学年次の1年間に履修登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目に
おいては50単位未満で、総単位数は60単位以内とする。

リハビリテーション看護

がん看護

放射線障害と看護

代替療法と看護

・看護学科を卒業し学士の学位を得るためには127単位以上を修得しなけれ
ばならない。

小計（15科目）

学士（看護学）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は学科の分野

母性看護学Ⅱ（ペリネイタルケア）

精神看護学Ⅱ（心を病む人の看護）

合計（141科目）

全学共通科目11単位以上修得、学部基礎科目9単位以上修得、
学科科目のうち専門基礎科目24単位修得、専門科目79単位以上修得

老年看護学実習

小児看護学実習

母性看護学実習

国際看護論

地域看護学実習Ⅰ

研究方法論

精神看護学Ⅰ（心の健康とセルフマネジメント）

小児看護学Ⅰ（健康な小児の生活支援）

成長期看護論

母子の健康とソーシャルサポート

小児看護学Ⅱ（小児の健康障害と看護）

在宅看護学

－

＜看護展開の応用＞

成人看護学Ⅰ（セルフケア）

授業期間等

－

－

老年看護学Ⅱ（高齢者の健康障害と看護）

成人看護学Ⅱ（ペリオペレイティブケア・クリティカルケア）

在宅看護学実習

小計（11科目）

地域看護学Ⅲ（組織と制度・政策）

地域看護学Ⅳ（学校保健）

精神看護学実習

母性看護学Ⅰ（リプロダクティブヘルスケア）

成熟期看護論

老年看護学Ⅰ（高齢期の保健と看護）

地域看護学Ⅰ（活動の基礎）

健康危機管理論（災害看護含む）

ターミナルケア論

成人看護学実習

－

保健衛生学関係（看護学関係）

看護生体情報論

科学的思考基礎演習Ⅶ（卒業前総合演習）

２期

１５週

９０分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

3



（注）

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　合は，この書類を作成する必要はない。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

保健統計学特論

科学的根拠に基づいた地域保健医療を推進するためには，集団の保健に関
わる統計資料を的確に読み取り，その背景にあるさまざまな要因を分析・
解析する能力が求められる。本科目では，これらの能力を高めるために必
要な保健統計について学ばせる。
〔オムニバス方式／全15回〕
（14　栗盛須雅子／9回）国や県の統計資料の読み取り方，社会調査の必要
性と理論，および統計パッケージを用いたデータの分析・解析の仕方を理
解させる。
（22　岩井浩一／6回）保健統計学の基礎，推定と検定，相関・回帰等の基
礎的知識を理解させる。

オムニバス
方式

教育方法学特論

人間が培ってきた種々の教育方法の理念と実践のあり方を歴史縦断的かつ
文化横断的に概観する力，及びそこから現在と将来において有効な教育方
法モデルを抽出・考案してゆく力を養う。講義の後，質問や感想の時間を
作り，問題を共有する。

発達心理学特論

人が生まれてから死に至るまで，どのような生涯発達過程をたどるのか，
また，各発達段階においてどのような問題に出会うのかということを，発
達心理学･発達臨床心理学の観点から学ばせる。『臨床発達心理学[5] 発達
臨床心理学』を教科書としながら，人間の心が生涯を通じてどのように発
達してゆくのか，またどのような問題に出会うのかについての理解を深め
る。その際，最新の研究についても取り上げ，それらを通して，発達心理
学や発達臨床心理学が，個々のリサーチ･クエスチョンに対して，どのよう
な手法により解明してゆくのかも理解させる。

カウンセリング特論

カウンセリングの基本と思われる，ロジャースと精神分析を包括するアプ
ローチを中心に学ぶ。治療的かかわり方のみならず，対人援助の基盤にあ
る，他者理解（分かる），他者とのかかわり（聴く･伝える）についても学
ぶ。
学生が事前に配布資料等を読み，発表－講義－討論の形で進める。学生に
よる，カウンセリングのロールプレイングも行い，カウンセリングについ
て学修する。

栄養生理学特論

ヒトと栄養素がこれまでどのように関わってきたのか，さらにはヒトの生
理機能と栄養素の関連について理解することを目的とする。
歴史的に見て栄養素が不足傾向であった戦後，さらには栄養素の過不足に
よりさまざまな生活習慣病が引き起こされている現在，どちらの環境でも
ヒトは環境に対応し生きているが，様々な疾病が起きている。栄養素とヒ
トがどのように関わってきたか，その歴史を踏まえ，さらには栄養所要量
や食事摂取基準の策定といった施策の背景にある科学的根拠から理解す
る。また生活習慣病などの病気の発症メカニズムを理解し，栄養学的側面
から病気の改善を促すその重要性について理解を深める。

障害者支援特論

障害者福祉の基本的な考え方（人権尊重，権利擁護，自立支援，地域生活
支援等）を概説し，関連する組織・専門職・地域住民の役割，そしてネッ
トワーキングや社会資源の活用･調整･開発等を論じる。さらに，日常生活
上の支援が必要な人に対する権利擁護活動がどのように行なわれているの
か，現在の先進的な実践事例を紹介する。

科目
区分

共
通
選
択
科
目

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（看護学研究科看護学専攻）

1



看護学研究法特論

看護における研究の意義をふまえ，看護を研究する上での特殊性・倫理性
を理解し，妥当で信頼性の高い研究のプロセスとそこで必要とされる思考
過程を学ぶ。
そして系統的に文献を検索し，論文をクリティークできる力を養い，研究
計画の立案を目指す。[オムニバス方式／全15回]
（1　山本真千子／3回）実験研究デザインについて教授する。生体反応を
指標とした看護技術の評価等の実験研究に関する論文の論文クリティーク
において，ディスカッションに参加する。
（5　石鍋圭子／3回）看護学の発展と看護研究の意義，また研究における
倫理的配慮について論ずる。成人･老年看護学及び慢性疾患看護学領域を中
心とした研究論文クリティークにおいて，ディスカッションに参加する。
（3　栁澤尚代／3回）調査研究デザインについて教授する。地域看護学領
域を中心とした量的研究に関する研究論文クリティークにおいて，ディス
カッションに参加する。
（2　津田茂子／3回）研究プロセス，および系統的な文献検索について教
授する。母子看護学領域を中心とした研究論文のクリティークにおいて，
ディスカッションに参加する。
（4　坂江千寿子／3回）質的研究デザインについて教授する。精神看護学
領域を中心とした研究論文のクリティークにおいて，ディスカッションに
参加する。

オムニバス
方式

看護理論特論

看護理論の歴史的変遷と，看護理論や概念の看護実践・教育・研究の発展
における重要性を理解する。さらに理論分析の基礎を学び，諸理論が看護
の発展にどのように関わってきたか，その構造・特徴及び限界を理解す
る。そのうえでロイ適応モデルの理論構造、構成、モデル化の過程を学
び、さらにその理論構築と活用の実際を理解する。これらの学習過程を通
して自らの看護の理論的構築を検討し、発展させる基盤とする。
〔オムニバス方式／全15回〕
（①長吉孝子／7回）主要な看護理論の歴史的変遷，及び発展と理論構造に
ついて論ずる。また看護理論の理解に必要な周辺理論について教授する。
研究疑問や看護実践の分析に看護理論がどのように役立つかについて，学
生と共に検討する。
（23　田代順子／4回）看護実践･教育･研究における理論の重要性について
論ずる。科学･科学哲学の歴史的概観をふまえ，論理的推論による理論の分
析について教授する。
（④大島弓子／4回）ロイ適応モデルの哲学的基盤、理論構造とその発達過
程を教授し、看護実践・研究への適用について検討する。

オムニバス
方式

看護倫理特論

看護倫理の歴史，医療と社会情勢を学び，現在と将来の看護実践場面で直
面する倫理課題を考察する。また専門職としての看護倫理の必要性を学
ぶ。
〔オムニバス方式／全15回〕
（10　山岸千恵／9回）看護と社会の関係を，法律から考察し，看護の実践
場面での倫理課題を多面的に学修する。
（6　小松美穂子／6回）医療倫理，看護倫理の歴史を概観し，看護倫理の
必要性を考察する。また，専門職業人として，研究者としての倫理を教授
する。

オムニバス
方式

看護形態機能学

基礎教育で学んだ人体の構造と機能の知識が，看護実践においてどのよう
に生かされてきたかを確認し，人体の仕組みを看護の視点からより深く学
ぶ。その知識を看護現象の理解や看護実践にフィードバックするにはどの
ような探求が必要となるか学ぶ。
[オムニバス方式／全15回]
（1　山本真千子／8回）人体の構造と機能の知識が，看護実践においてど
のように生かされてきたかについて論ずる。人体の構造と機能の知識が，
看護現象や看護実践にフィードバックするにはどの様な探求が必要となる
かについて，呼吸･循環器系を中心に学生と共に検討する。
（24　菱沼典子／7回）ホメオスタシスと中心概念に置いた人体の調節機能
について論ずる。さらにホメオスタシスを中心とした人体の調節機能と，
看護現象や看護実践とのつながりについて，学生とともに検討する。

オムニバス
方式

ヘルスプロモーション特論

地域看護活動を理解する上で、新しい公衆衛生と言われるヘルスプロモー
ションの学習は不可欠である。ヘルスプロモーションの視点は、「健康を
つくるという視点」であり、よりよい生活やヘルシーライフスタイルを目

指した行動でもある。これは、QOLの決定要因や精神的・霊的な状態を包
含するポジティブで包括的な健康概念を提案している。授業では、ヘルス
プロモーションを具体的に理解できるよう、実践事例のディスカッション
を中心に進めていく。

[オムニバス形式／全15回]
（3　栁澤尚代／8回）日本における健康づくり活動の実践例を紹介し、
ディスカッションの素材とし深める。

（14　栗盛須雅子／7回）ヘルスプロモーションがWHOで提唱された背景
や健康概念について概観し、考え方の枠組みを整理する。

オムニバス
方式

専
門
共
通
科
目
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コンサルテーション特論

チーム医療の中でコンサルテーションの機能と役割が果たせることを目標
とする。さらに，看護の専門領域の特徴をふまえ，家族や大切な人を喪失
した悲嘆から，うつ状態に陥っている人々など幅広い対象者へのコンサル
テーションの機能や役割，活用できる資源，具体的な方法や技法と評価方
法を習得し，専門看護師としての役割を開発する能力を養う。授業形態は
講義と演習を組み合わせた授業となる。
　健康を維持・増進・回復する為に必要な理する論及び実践方法を探求す
る。また，オムニバス方式をとることによって，広範囲からの多様性を加
味した考え方を修得できる。
[オムニバス方式／全15回]
（13　栗原加代／5回）コンサルテーション，コーディネーションの基礎理
論を学習しながら，対象者とのアプローチに必要な理論を理解する。ま
た，コンサルテーション，コーディネーションの概要を理解し自己の実践
方法を探求する。
（4　坂江千寿子／2回）選択理論を基盤としたカウンセリングの手法を学
び，臨床現場での実践に活用できる方法を模索する。
（25　板垣昭代／8回）講義の中で学んだ実践をもとに，実際の臨床現場で
行われているコンサルテーションの実際を理解する。自分なりの，コンサ
ルテーション方法の構築を図る。

オムニバス
方式

看護管理学特論

看護管理を管理システムと専門職育成の側面よりアプローチし，看護管理
の在り方を学ぶ。
[オムニバス方式／全15回]
（6　小松美穂子／2回）看護管理の変遷と現状について，これまでの研究
成果から考察する。
（26　服部満生子／7回）システムについては看護管理を過程として捉え，
その基礎知識を教え，そのプロセスでの課題を提示し，ケアの質保証，組
織づくり，医療安全等について考察する。
（27　西山賢一／6回）専門看護職の育成については最近の発達領域理論を
基本に現場の学びから組織やチーム医療の在り方と変革に向けての討議を
する。

オムニバス
方式

看護生体情報学特論

看護におけるアセスメントや基礎看護技術研究に必要な，ヒトの生理学的
機能測定法を活用できる能力を養う。
ここでは看護職が利用可能な生体情報収集手法の基礎を，非侵襲的な呼吸･
循環指標を中心に学ぶ。さらに得られた生体情報の看護への適応について
も学ぶ。
[オムニバス方式／全15回]
（1　山本真千子／13回）看護職が利用可能な，いくつかの非侵襲的な呼
吸･循環指標，生体への刺激･負荷について教授する。学生が選択した生体
からの情報を得るための指標について，また医療においてその指標がどの
ように評価されているかを学生と共に検討する。
（28　佐伯由香／2回）看護生体情報学の･定義･意義とその概要について論
ずる。

オムニバス
方式

看護生体情報学演習

看護生体情報学特論で学んだ手法の実際を学ぶ。
生体機能の変化を，非侵襲的指標を用いて測定し，その結果を分析する力
を養う。そして看護によってもたらされる効果を科学的に説明し，根拠あ
る看護技術を中心とするすべての医療技術の実証研究への応用について学
ぶ。
[オムニバス方式／全15回]
（1　山本真千子／10回）看護生体情報学の医療技術への実証研究への応用
について論ずる。心臓血管系･呼吸器系及び自律神経系の非侵襲的指標を用
いて学生が実際に測定する際の指導と，その分析について指導する。さら
に非侵襲的指標による生体機能の変化の分析結果を医療技術の実証研究に
いかに応用していくか論ずる。
（12　佐藤都也子／5回）抹消循環及び自律神経系の非侵襲的指標を用いて
学生が実際に測定する際の指導と，その分析について指導する。そして医
療技術の実証研究への応用について，学生と共に検討する。

オムニバス
方式

応用看護技術学

看護技術研究の発展の経緯を理解し，看護技術及びその研究の現状や課題
を学ぶ。
ここでは看護技術の効果を，生理･心理学的評価に加え，コストパフォーマ
ンスや看護の専門性など，総合的に評価する視点を養う。さらに現在実践
されている看護技術について，総合的に評価し，看護技術の精選や開発な
どの応用について学ぶ。
[オムニバス方式／全15回]
（12　佐藤都也子／13回）看護技術の効果を評価する方法について教授
し，より総合的に評価する方法や視点について，学生と共に検討する。さ
らに学生が選択した看護技術について，これまでの研究結果をふまえ，総
合的な評価により，看護技術をどの様に応用していくか，学生と共に検討
する。
（24　菱沼典子／2回）看護技術研究の発展の経緯，看護技術及びその研究
の現状や課題について論ずる。

オムニバス
方式

専
門
科
目

基
礎
看
護
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応用看護技術学演習

応用看護技術学での学びから，既存の看護技術を検証し，創造性を発揮し
てそこに存在する問題を解決する方略を探求する力を養う。
看護技術の効果を総合的に評価するための新しい視点を探究し，それらの
視点を用いてどのように看護技術を評価するかについて考える力を養う。
さらに新たな視点も用いて既存の看護技術を検証し，改善策や新たな技術
開発を試みる。
[オムニバス方式／全15回]
（12　佐藤都也子／9回）既存の看護技術の検証と創造的な問題解決の方略
について論ずる。リラクセーションを促す看護技術の現状と，それらの生
理心理学的評価について論じ，さらに新たな評価の視点を学生とのディス
カッションにより探求する。そして，それらの評価の視点の活用も用いた
既存のリラクセーションを促す看護技術の検証，改善策や新たな技術開発
についても，学生と共に検討する。
（1　山本真千子／6回）心臓血管系･呼吸器系及び自律神経系の指標による
看護技術の効果の評価について論じ，さらに多角的な技術評価と，それら
による類似する技術の比較検証や既存の看護技術の是非について学生と検
討し，新たな技術開発を目指す。

オムニバス
方式

看護学特別研究（基盤実証
看護学）

学生が選択した研究領域の中から，指導教員の指導のもとに決定した研究
課題について，研究計画を立案し，その計画に従い研究を実施し，研究結
果を修士論文として作成する。
（1　山本真千子）看護技術の科学的実証研究，中でもリラクゼーションを
促す看護技術の生理心理学的指標を用いた研究指導，さらに看護技術の開
発に関する研究指導を行う。
（①長吉孝子） 社会心理調査法を用いて，看護技術能力の開発やそのプロ
セスなど，専門性の育成に関する研究指導を行う。

慢性疾患看護学特論

慢性疾患を持つ人々や家族が抱える解決困難な問題とその背景について概
観し，慢性疾患を持つ人々の行動を理解するために必要な諸理論を教授す
る。
[オムニバス方式／全15回]
（5　石鍋圭子／8回）慢性疾患を持つ人々とその家族が抱える解決困難な
問題と背景および慢性疾患を持つという体験について教授する。
（②　直成洋子／7回）慢性疾患を持つ人々の疾患の経過と行動の特徴およ
びその人と家族について理解を深めるための諸理論を学習し，臨床実践に
活用できる理論について検討する。

オムニバス
方式

慢性疾患看護学援助特論Ⅰ

慢性疾患を持つ人々に適用される医療・福祉の制度や体制を諸外国と比較
し,問題点について教授する。
[オムニバス方式／全15回]
（5　石鍋圭子／8回）慢性疾患を持つ人々の治療環境や地域社会支援など
を諸外国と比較し問題点を明らかにする。
（②  直成洋子／7回）慢性疾患を持つ人々の治療環境，家族支援や地域社
会支援など支援方法にに関する研究方法やその成果について学習する。

オムニバス
方式

慢性疾患看護学演習Ⅰ

慢性疾患を持つ人々の治療環境，専門職によるフォーマルサポート，家族
支援や地域社会支援などについて，先行研究や実践報告のレビューを行
い，QOLの高い生活に向けて調整する方策を探求する。
[オムニバス方式／全23回]
（5　石鍋圭子／13回）先行研究や実践報告のレビューにより，慢性疾患を
持つ人々の治療環境や地域社会支援などQOLの高い生活に向けて調整する方
策について検討する。
（②　直成洋子／10回）糖尿病など慢性疾患を持つ人々とその家族の現状
を把握し,治療環境，専門職の連携によるフォーマルサポート，看護専門職
（専門看護師，認定看護師，糖尿病療養指導士）などの具体的なセルフケ
ア支援教育についての実際を検討する。

オムニバス
方式

慢性疾患看護学援助特論Ⅱ

慢性疾患の経過と変化に応じて,その複雑な状態の人々と家族のセルフケア
に関する包括的なアセスメントを学習する。
[オムニバス方式／全15回]
（39　石川演美／6回）病態を理解するために，病変を変性･萎縮･壊死と
いった細胞障害，再生や修復，循環障害，炎症，腫瘍などのカテゴリーに
分け，これらについて最新の知見を交えて概要を教授する。
（38　藤村茂／6回）薬物と生体との相互作用，及び薬物の作用機序につい
て，関連領域の知識をふまえて，その概要を教授する。
（②　直成洋子／3回）病態学や薬理学の知識を活用し，慢性疾患を持つ複
雑な状態の人々の経過や変化に応じてセルフケアに関する包括的にアセス
メントする。
 

オムニバス
方式
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慢性疾患看護学演習Ⅱ

慢性疾患を持つ人々とその家族の身体・心理・社会面を含めた包括的なア
セスメントに基づき，慢性疾患を持つ人々への支援技術の現状と問題点に
ついて明らかにする。また,諸理論や先行研究に照らし合わせて検討し,新
たな具体的アプローチを構築する。
[オムニバス方式／全23回]
（②　直成洋子／15回）慢性疾患をもつ人々の複雑で解決困難な問題点を
明確にし,セルフケアを維持・向上させることができるように，多職種と連
携したセルフマネジメントについて検討し，自己の研究課題を明確にす
る。また，慢性疾患を持つ複雑な状態の人々とその家族の経過を把握し，
変化に応じたセルフケアに関する支援技術とその評価を検討する。
（10　山岸千恵／8回）慢性疾患の急激な変化に対応して，生活の場を変化
させる人々に対して問題点を明確にし,その調整方法を検討し、自己の研究
課題を明確にする。

オムニバス
方式

成人・老年看護学特論

成人期・老年期にある看護支援を必要とする人々は, 様々な健康障害や生
活障害を抱えている。それらを概観しその動向を捉えて，成人期・老年期
の生涯発達および障害受容の視点から諸理論を学習する。
［オムニバス方式／全15回]
（5　石鍋圭子／8回）老年期にある看護支援を必要とする人々の健康障害
や生活障害についての動向を捉え,障害受容に関する諸理論を教授する。
（②　直成洋子/7回）健康障害や生活障害を抱えている成人期にある人々
の動向を捉え,生涯発達の視点からその特徴や行動を理解するための諸理論
を学ぶ。

オムニバス
方式

成人・老年看護学演習

成人期・老年期にある人々とその家族の現状を把握し，包括的にアセスメ
ントおよび具体的アプローチについて検討する。また，成人期・老年期に
ある人々とその家族の生活の調整・再調整や再構築について理解し，先行
研究などを通して自己の研究課題や研究方法を探索する。
[オムニバス方式／全15回]
（②　直成洋子／4回）生活習慣に関連した健康障害をもつ人々とその家族
を包括的にアセスメントし，生活の調整・再調整やその支援技術について
理解し，研究課題と研究方法を探求する。
（5　石鍋圭子／4回）成人期・老年期にある複雑で困難な状況にある人々
とその家族の現状を理解し，生活の再構築に関するケアマネジメントにつ
いて理解し，研究課題と研究方法を探求する。
（10　山岸千恵／3回）認知症などの在宅で療養する人々とその家族への支
援技術と支援システムの在り方を理解し,研究課題と研究方法を探求する。
（11　久保川真由美／3回）老年期の要介護者の特徴的な看護問題とケアに
ついて検討する。また,要介護者を支える介護者の困難な現状を検討し,生
活支援システムを理解し，研究課題と研究方法を探求する。
（18  渡辺敦子/1回）成人期・老年期にある健康・生活障害のある人々の
食生活を多角的に検討する。
 

オムニバス
方式

地域看護学特論
　‐地域組織活動論‐

地域住民の健康増進をはかるために行う保健師の地区活動を、効果的に展
開するための必須な技術のうち、グループ活動、地域組織活動などの技術
論を考察することによって、地域看護学の基本的な考え方を整理する。地
域組織活動の支援事例を用いて検討するとともに、地区活動として行うグ
ループ援助、ヘルスケアチームづくりなど活動方法についても効果的な支
援方法を探求する。
[オムニバス方式／全15回]
（3　栁澤尚代／10回）保健師が行う地区活動における効果的な支援方法を
探求する。
（③　清水洋子／5回）ヘルスケアチームづくりおよび効果的な評価方法を
考究する。

オムニバス
方式

地域ヘルスケア演習

特定地域の実践的な地域看護診断演習により、具体的な健康課題の抽出を
はかり、地域看護活動に活かすことができるよう、計画・実践・評価技術
の向上をはかる。このような地域看護診断演習のために特定地域のフィー
ルド調査を通して、地区活動の新たな方向性、地域ケアシステムや他機関
及び他職種との連携のあり方を探求する。
[オムニバス方式全15回]
（3　栁澤尚代／9回）実践的地域看護診断技術を応用したフィールド調査
により、看護現象を考究する。
（③　清水洋子／6回）PDCAサイクルにそって、地域看護診断技術が活用で
きるようマネージメントに関する理論を教授する。

オムニバス
方式
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看護学特別研究（生活支援
看護学）

学生が選択した研究領域の中から，指導教員の指導のもとに決定した研究
課題について，研究計画を立案し，その計画に従い研究を実施し，研究結
果を修士論文として作成する。
（5　石鍋圭子）重症障害者が医療機関を積極的に活用しながら在宅で生活
するシステムの開発や, 効果的な支援のあり方に関する研究指導を行な
う。
（3　栁澤尚代）地域看護学領域における地域看護活動方法の開発，地域看
護活動の評価，住民の保健行動の分析，保健師記録に関する習熟方法の開
発，家族支援に関するアセスメント指標の開発等に関する研究指導を行な
う。
（②　直成洋子）生活習慣に関連した健康障害をもつ人の健康状態の経過
に応じた生活の調整・再調整に対する質の高いセルフケア支援に関する研
究指導を行なう。
（11　久保川真由美）要介護高齢者の語りからの分析による，看護のあり
方に関しての研究や，老親をひとりで在宅介護する介護者の支援システム
に関する研究指導を行なう。

課題研究

慢性疾患を持つ人々のQOLの向上に資するために，慢性疾患看護学特論，援
助特論Ⅰ・Ⅱ，演習Ⅰ・Ⅱで習得した理論を基盤にして，慢性疾患看護学
領域における専門的な知識や技術を深めるための研究課題を研究的アプ
ローチに基づいて，論文として作成する。
研究課題については，看護実践に寄与する課題選定の論理的な根拠，概念
枠組み，文献検討を十分に行い，研究方法の選択，結果および考察におけ
る専門看護師の視点を明確にする。

共同で担当

慢性疾患看護学実習

慢性疾患を持つ人々のQOLの向上に資するために，慢性疾患看護学特論，援
助特論Ⅰ・Ⅱおよび演習Ⅰ・Ⅱの学習を統合して，慢性疾患看護学を中心
に，専門看護師として必要な高度の実践能力を養う。同時に専門看護師の6
つの役割（卓越した実践，教育，相談，連絡調整，研究，倫理的問題の調
整）を強化開発する能力を修得する。病院において，慢性疾患専門看護師
のスーパービジョンのもとに慢性疾患看護学実習を行う。

共同で担当

発達支援看護学特論Ⅰ

小児は年齢に応じた発達課題をもち，健康障害をもちながら，常に発達し
続ける存在として看護しなければならない。小児看護は小児期からキャ
リーオーバーした成人期までの人々を対象とし，療養生活や家庭生活，学
校生活などあらゆる場面における健康問題に関連した現象を統合的にとら
えるために必要な理論的構築を深める。さらには，これらの人々をとりま
く家族や集団・社会との関連や周囲からの影響について考察し，生涯にわ
たり発達を支援するための援助方法を理論的に探求する。
[オムニバス方式／全15回]
（2　津田茂子／5回）小児看護における看護理論の位置づけと，適用され
る理論に基づいた看護のあり方について理論的考察を深める。さらに，小
児看護に適用される諸理論（発達理論，適応理論，セルフケア理論）に基
づき，対象に即した看護援助について教授する。
（7　藤村真弓／5回）健康障害をもちながら社会生活を営む小児と家族の
看護を探求するために，家族支援について教授する。
（29　土田昌宏／5回）小児医療の歴史と現況から，現代の小児医療をとり
まく課題や問題について理解を深める。

オムニバス
方式

発達支援看護学特論Ⅱ

小児看護は乳児からキャリーオーバーした人たちを対象とし，さまざまな
健康障害をもちながらの生活を支援していかなければならない。社会生活
を営みながら成長し続ける小児を対象とし，発達支援を必要とする人とそ
の家族の健康問題について統合的にアセスメントし，高度な看護を実践す
るための知識を深める。対象に起こっている問題を理論的に解決するため
の看護の思考過程を深め，さまざまな事象における解決方法について理解
し，実践するための応用力を養う。
[オムニバス方式／全15回]
（2　津田茂子／5回）急性的に展開する健康障害をもちながら療養を続け
る小児と家族の問題の解決にむけて支援し，より人間的な成長・発達を促
進できるような介入について教授する。
（15　松澤明美／5回）小児期に発症した健康障害，とくに重症心身障害児
の看護に焦点をあて，小児と家族が社会生活をよりよく過ごすための看護
援助について教授する。
（30　亀山千里／5回）さまざまな健康状態にあり療養生活をすごしている
小児と家族の看護に焦点をあて，専門看護師としての立場から臨床場面に
おける事象について教授する。

オムニバス
方式
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ウィメンズヘルスケア特論

リプロダクティブヘルスの観点から思春期，成熟期，更年期女性の発達特
性と健康ニーズを理解するために必要な概念と諸理論を学習する。また，
生涯を通じて女性のリプロダクティブヘルスを維持･増進するための看護の
実践方法について科学的根拠に基づいて考察し，理論や研究成果の応用方
法を学ぶ。
[オムニバス方式／全15回]
（9　坂間伊津美／6回）保健行動理論やライフスキルに関連した知識を理
解する。また，成熟期女性の発達特性を理解し，育児に伴う困難と育児支
援方法あるいは生殖器がんなどの健康問題とその看護方法について学習す
る。
（6　小松美穂子／7回）リプロダクティブヘルスの歴史的背景と概念を理
解する。また，思春期女性の発達特性，月経や性に関する健康問題とその
看護方法について学習する。
（31　跡上富美／2回）更年期女性の発達特性，更年期障害をはじめとする
健康問題とその看護方法について学習する。

オムニバス
方式

ペリネイタルケア特論

周産期にある母子とその家族の発達特性や主要な健康ニーズを理解し，科
学的根拠に基づいた高度な看護実践を行うために必要な諸理論や知識を学
ぶ。また，ハイリスクの母子と家族についての対象理解を深め，看護の実
際に諸理論を活用する方法を学習する。
[オムニバス方式／全15回]
（6　小松美穂子／6回）妊産褥婦の健康ニーズに対応するためのアセスメ
ントとケアに関連した理論や知識を学ぶ。また，周産期における倫理的課
題や周産期医療システムの現状，母子と家族をケアする看護専門職として
のあり方について学習する。
（9　坂間伊津美／5回）正常およびハイリスク新生児の健康ニーズに対応
するためのアセスメントとケアに関連した理論や知識を学習する。
（32　清水純一／2回）医学的管理を必要とする新生児の疾患と症状，初期
対応の具体的方法と家族へのケアについて学習する。
（33　福井トシ子／2回）糖尿病を合併した妊産褥婦の健康ニーズに対応す
るためのアセスメントとケアに関連した理論や知識を学習する。

オムニバス
方式

発達支援看護学演習Ⅰ（小
児）

あらゆる健康障害をもちながら社会生活を営む小児と家族のより高い生活
の質を保証し，より発達を促進させるための支援に関連した研究の動向を
探るために文献クリティークを行う。研究の背景や研究内容について理解
を深め，自己の研究課題を明確化する。
[オムニバス方式／全15回]
（2　津田茂子／4回）発達支援看護学特論Ⅰ，Ⅱにおいて学んだ理論から
小児看護場面に適用される理論から看護のあり方について討論し，自己の
研究課題に取り組む。
（7　藤村真弓／4回）子どもと家族が直面する問題に関連した理論的考察
を深め，家族に焦点をあてた研究の取り組みについて討論し，自己の研究
課題として取り組む。
（15　松澤明美／4回）心身に障害を持ち社会生活を営む小児と家族に関連
した問題について研究的に取り組み討論し，自己の研究課題とする。
（30　亀山千里／3回）健康障害をもつ小児が直面する生活上の課題に研究
的にとりくみ討論し，自己の研究課題とする。

オムニバス
方式

発達支援看護学演習Ⅱ（母
性）

母性看護学領域の国内外の文献の精読やクリティークを通して,女性と子ど
も，家族の発達に関連する研究課題とその背景、および研究方法について
学習する。また,その知見の看護実践への適用について討議する中で，自ら
の研究課題を多角的に探求し，明確化できる能力を養う。
[オムニバス方式／全15回]
（6　小松美穂子／5回）ペリネイタルケアに関する研究課題および用いら
れている研究方法について学習する。
（9　坂間伊津美／6回）ウィメンズヘルスケアに関する研究課題および用
いられている研究方法について学習する。
（34　島田智織／2回）人間の関係性や活動を質的に分析する一方法のシー
クエンス分析を学び，母性看護学領域の課題分析への適用について学習す
る。
（35　秋山美紀／2回）母子とその家族の発達に関連した地域医療における
コミュニケーションと支援システムづくりについて学習する。

オムニバス
方式
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看護学特別研究（発達支援
看護学）

学生が選択した研究領域の中から，指導教員の指導のもとに決定した研究
課題について，研究計画を立案し，その計画に従い研究を実施し，研究結
果を修士論文として作成する。
（2　津田茂子）さまざまな健康障害をもちながら社会生活を営む小児とそ
の家族の，より高い生活の質を保証し，小児や家族の発達を促進させるた
めの支援に関する研究指導を行なう。
（6　小松美穂子）障害新生児の家族の看護介入に関して，インタビュー･
事例研究等からの分析に基づく介入研究指導を行なう。
（9　坂間伊津美）乳幼児を育てる母親と家族の身体的･心理社会的ストレ
スの構造分析と支援環境の構築に関する研究，リプロダクティブヘルスの
課題解決を目指す看護方法の開発に関する研究指導を行なう。
（15　松澤明美）障害を持つ子どもと家族を取り巻く制度，それに基づく
子どもと家族に対して、家族中心ケア･サービスの概念及び支援に関連する
研究指導を行なう。

精神保健学特論

精神看護の基盤となる対象理解に関する諸理論，特に，精神力動論に基づ
いて自我機能と防衛機制について理解を深め人間の心理と行動の関連性を
探求する。さらにリエゾン精神看護の機能と役割と現状を理解し，対人関
係理論，セルフケアモデル，障害受容モデル，危機理論を生かして対象や
現象の理解と介入方法を学ぶ。オムニバス方式をとることによって，広範
囲から多様性をもった考え方を修得できる。
[オムニバス方式／全15回]
（4　坂江千寿子／2回）精神看護の基盤となる対象理解に関する諸理論，
人間の心理と行動の関連性について教授する。
（13　栗原加代／7回）精神看護の基盤となる対象理解に関する諸理論を教
授し，対象や現象の理解と介入方法を学ぶ。また，臨床実践に活用できる
理論とは何かを討議する。
（36　三ヶ木聡子／6回）リエゾン看護師として実践するために必要な基礎
理論を教授し，基盤となる理論を活用した看護介入の実際を模索させる。

オムニバス
方式

臨床精神看護学特論

精神保健福祉看護の領域における今日的課題について概説し，わが国にお
ける実践および研究の課題について探求する。また，精神的な問題を抱え
る対象者とその家族の特徴，ケア提供者自身の対人関係のあり方を学び，
倫理的感受性を養う。さらに，当該領域の専門的ケアに必要とされる医学
的知識に関して，実践の場で出会う主な疾患の診断とその治療法を理解
し，多彩な精神症状を呈する対象者のアセスメントと専門的なケアを提供
できる方法を修得する。
授業は医師と看護師のオムニバス方式を取ることによって，多角的な視点
を修得する。
[オムニバス方式／全15回]
（4　坂江千寿子／9回）精神保健福祉看護の領域における今日的課題につ
いて概説し，わが国における実践及び研究の課題について概説する。ま
た，精神的な問題を抱える対象者ととその家族の特徴，ケア提供者自身の
対人関係のあり方について教授する。
（37　太刀川弘和／6回）実践の場で出会う主な疾患の診断とその治療法，
及び多彩な精神症状を呈する対象者に看護ケアを行うためのアセスメント
の方法について教授する。

オムニバス
方式

精神看護学演習

文献講読とディスカッションを通して精神看護学領域の研究の現況や課
題，研究知見の実践への応用方法を探究する。精神科救急医療や地域ケア
の実践の場にも触れながら精神的問題をもつ人々を支援するために必要な
対象アセスメントやケアの学びを深める。学生間の討議の過程で，自らの
研究課題の明確化に取り組む。
[オムニバス方式／全15回]
（4　坂江千寿子／8回）精神保健福祉看護の領域における今日的課題，特
に，精神科救急医療の看護実践や倫理的課題に関する研究テーマと研究方
法を探究する。
（13　栗原加代／7回）精神看護学領域における悲嘆やうつ病患者への介入
の現状を学習する。看護介入を行うために必要なアセスメントについて，
実際の場での演習を通して理解を深め，実践の質の向上のために必要な研
究テーマと研究方法を探求する。

オムニバス
方式
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看護学特別研究（精神看護
学）

学生が選択した研究領域の中から，指導教員の指導のもとに決定した研究
課題について，研究計画を立案し，その計画に従い研究を実施し，研究結
果を修士論文として作成する。
（4　坂江千寿子）精神的な問題を抱える対象者（家族）の理解及びケア，
看護師の判断内容に関する研究テーマ等に関して，介入･評価を行う事例研
究及びインタビュー等の質的分析を主な手法とした研究指導を行なう。
（13　栗原加代）うつ病患者及び家族に対する看護，喪失・悲嘆の強い患
者及び家族への看護，またリエゾン看護に関連するテーマに関して，イン
タビュー手法を用いた記述的因子探索的な研究指導を行なう。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等

　の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書

　類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。
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㸱㸱㸱㸱㸬㸬㸬㸬┳ㆤ┳ㆤ┳ㆤ┳ㆤᏛ◊✲⛉タ⨨Ꮫ◊✲⛉タ⨨Ꮫ◊✲⛉タ⨨Ꮫ◊✲⛉タ⨨ࡢࡢࡢࡢ㊃᪨ཬ㊃᪨ཬ㊃᪨ཬ㊃᪨ཬࡧࡧࡧࡧᚲせᛶᚲせᛶᚲせᛶᚲせᛶ    

 

┳ㆤࠊࡾࢃࢪ࣮ࢸࢫࡿࡺࡽ࠶ࡢࣝࢡࢧࣇࣛࡣࡢண㜵ࠊᗣቑ㐍ࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠊ

㏆ᖺ࡛ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋᒎ㛤ࢆάື࠸ᖜᗈᏛᰯࠊᴗ⏘ࡸᆅᇦ♫ࠊಖ་⒪タࡽどⅬࡢࣥࣙ

ᑓ㛛࡞㧗ᗘࡾࡼࠊࡿࡅ࠾ሙࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡵࡓࡿࡍᑐᛂࢬ࣮ࢽᗣࡢ♫ࡿࡍከᵝࡋቑࠊࡣ

ⓗᐇ㊶⬟ຊࡢ㛤Ⓨࡀồྠࡿࢀࡽࡵࠊ┳ㆤᏛࡢᏛၥⓗゎ᫂ࡴ⤌ࡾྲྀ◊✲⬟ຊࡀᚲせ࡚ࢀࡉ

Ꮫࡿ࠶ࡢᑵᴗ⤒㦂ࡢ་⒪ಖタ࡛࡚ࡋࠊࡋ⩦᪤ࢆ♏ᇶࡢㆤᏛ┳ࠊࡣ࡛⛉✲◊ᮏ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡍᣦ┠ࢆಟᚓࡢᩍ⫱⬟ຊ✲◊㧗ᗘ┳ㆤᐇ㊶⬟ຊࠊ㇟ᑐࢆ⏕

◊✲⛉タ⨨ࡢᚲせᛶࢆ᫂☜ࠊࡵࡓࡿࡍⲈᇛ┴≉┴ཬࡧ⚟ᓥ┴㏻ࢆࡾ୰ᚰᮏ◊✲⛉ධᏛ

ᕼᮃ⪅ࡢ᥎ᐃಟ⏕ࡢ㐍㊰ཬࡧேᮦ㟂せᗘ࡚࠸ࡘㄪᰝࠋࡓࡋ 

ᮏᏛ┳ㆤᏛ◊✲⛉ࢆタ⨨ࡓࡋሙྜࡢ㐍Ꮫᕼᮃ⪅ᐇែᢕᥱ༞ᴗᚋࡢ⥅⥆ᩍ⫱ࡢᶵࢆᥦ౪ࡿࡍ

㝿ࡢ᪉⟇᳨ࢆウࠊࡵࡓࡿࡍⲈᇛ┴ෆ་⒪ಖタ┳ㆤ⫋⪅ࢆᑐ㇟ࠊ࡚ࡋⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ┳ㆤ

Ꮫ㒊Ꮫ㝔㐍Ꮫᕼᮃ㛵ࢬ࣮ࢽࡿࡍㄪᰝࠊ࠾࡞ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⚟ᓥ┴ࡣ㞄᥋┴࡛ࡘ┳ㆤ⣔Ꮫࡀ㸯ᰯ

ࠊ࠼⪄࠸㧗ࡶᛶ⬟ྍࡿࢀࡉ㑅ᢥ࡚ࡋ㐍Ꮫඛࡢሙྜࡓࡋ㛤タࢆᏛ㝔ࡀᮏᏛࠊࡵࡓ࠸࡞ࡋᏑᅾࡋ

⚟ᓥ┴㏻ࡶࡾᑐ㇟ᆅᇦࢬ࣮ࢽࡢࡇࠋࡓࡵྵㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊࡿࡵࡲࢆᮏᏛᏛ㝔ࡢ㐍Ꮫࠊࢆ

2009ᖺⅬ࡛ᐇ㝿ࠊ4ྡࡀࡢࡶࡿ࠸࡚࠼⪄ᑗ᮶ᕼᮃྍࡿࡍ⬟ᛶ117ྡ࡛⪅ࡿ࠶ࡀᅇ⟅⪅ᩘ༙ࡢ⛬

ᗘࡀ㐍Ꮫ⫯ᐃⓗ࡞ពぢࢆᣢࠋࡓ࠸࡚ࡗᕼᮃ⪅ࠊࡣỈᡞ㏆㞄ࠊ┴ࠊ┴༡ᗈࡃᒃఫࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ

⚟ᓥ┴㏻ࡢࡽࡾᕼᮃ⪅ࡶከࡀࡇ࠸᫂ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞ࡽᚋ㐍Ꮫྍࡿࡍ⬟ᛶࡿ࠶ࡀᅇ⟅

㐍ࡀࡃ㏆ᩘ༙ࡢ⪅༞ࠊࡿࡳᏛṔู࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋᕼᮃࡀ40㸣⛬ᗘࠊࡃ࡞㛵ಀࡣ⫋ࠊࡣ⪅ࡓࡋ

Ꮫࢆᕼᮃࡀࢇࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋᮏᏛࡢ㐍Ꮫᕼᮃ⪅࡛ࡢࡇࠋࡓࡗ࠶⤖ᯝࡣ㸪ᮏᏛ༞ᴗ⏕ࡀከ࠸

ุ᫂ࡀࡇ࠸㧗ࡣࢬ࣮ࢽ࡞ᅾⓗ₯ࠊࡃከࡀ⪅༞ࡿ࠸࡚࠼⪄ࢆ㐍Ꮫᑗ᮶ⓗࠊࡢࡢࡶࡿࡁ࡛ ᥎

࠸ࡘ࡞㛫☜ಖࡢࡵࡓࡢᏛᴗࡸⓗၥ㢟῭⤒ࠊ࡚ࡋࡇࡿࢀࡉ༴㝿ࡢ㐍Ꮫࠊࡋࡋࠋࡓࡋ

ࠊ⏝ࡢクඣᡤࡢࡵࡓࡢඣ⫱ࠊ㓄៖ࡢ㛤ㅮ㛫ࠊຓ⿵ࡢ㈝Ꮫࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡓࡗከࡶ⟆ᅇࡢ࡚

㏻ࡢ౽ࡢࢫࣃࣥࣕ࢟ࢺࣛࢸࢧࡢࡵࡓ࠺⿵ࢆࡉタ⨨ࡸᑵᴗᮇ㛫ࡢᘏ㛗ࠊ࡞୧❧⬟ྍࢆ

⤖ࡀࡇࡢ࡞ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍഛᩚࢆᨭయไࡢᏛ㝔㐍Ꮫࠊ➼ᮇ㝈ᘏ㛗ࠊ࡚ࡋ⟇᪉ࡢࡵࡓࡿࡍ

ᯝࠋࡓࢀࡉ♧࡚ࡋ 

㈨ᩱ㸫㸯 Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ┳ㆤᏛ㒊Ꮫ㝔㐍Ꮫᕼᮃ㛵ࢬ࣮ࢽࡿࡍㄪᰝ 

 

ࡢࡾᓥ┴㏻⚟ࡧࡼ࠾Ⲉᇛ┴ෆࠊ࡚ࡗࡓ࠶ࡿࡍලయࢆ㐃ᦠࡢᆅᇦ་⒪タᮏᏛࠊࡓࡲ

㝔タ┳ㆤ㒊㛗ࡢពぢ㸦ྛタࡢゼၥ㸧ࢆᐇࠋࡓࡋ ゼၥ10ࡓࡋ㝔ࡿࡅ࠾┳ㆤ㒊

㛗ពぢࡵࡲࡢཬࡧᮏᏛࡿࡅ࠾ᚋࡢㄢ㢟ලయ⟇ࡣ௨ୗࠋࡿ࠶࡛ࡃࡈࡢ①Ꮫ㝔㐍Ꮫᕼᮃ⪅

ᅾᏯࠕࡣࡃࡋࡶᛶ┳ㆤᏛࠖ៏ࠕࢆࢫ࣮ࢥ㹁㹌㹑(ᑓ㛛┳ㆤᖌ)②(↷ㄪᰝཧࢬ࣮ࢽ㈨ᩱ㸫㸯)ࠋࡿ࠶ࡣ

┳ㆤᏛ࡛ࠖ タ⨨ࡇࡿࡍ㛵ࡰࡣ࡚ࡋ㝔࡛㈶ྠࢆᚓࠊ࡚ࡋ⏤⌮ࡢࡑࠋࡓ་⒪ἲᨵṇకࠊ࠸

㝔ෆᅾ⡠ࠊࡋᆅᇦࡢ㛵ಀࢆㄪᩚࡿࡍ┳ㆤᖌࡀᚲせࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᛴᛶᮇЍᅇᮇЍ៏ᛶᮇࢆ
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୰ᚰࡓࡋᅾᏯ(ࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢿ࣐)ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢ⌮ゎࡿࡍᑓ㛛ᐙࡢ⫱ᡂࡀồࠋࡿ࠶࡛ࡽࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

③ㄆᐃ┳ㆤᖌྲྀᚓࡢไᗘࡰࡣ㝔࡛ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ᩚ࡛ࡍࠊᑓ㛛┳ㆤᖌ(㹁㹌㹑)࡚࠸ࡘ

ࡣไᗘࡢ㹁㹌㹑ྲྀᚓࡿࡅ࠾㝔ྛࠊࡢࡢࡶࡿ࠶ࡣ⪅ᕼᮃࠊࡎࡽ࠾ࡋⲈᇛ┴ෆ࡛㸵ྡ⛬ᗘࡔᮍࡣ

༑ศ࡛ࠊࡾ࠶ᚋ᳨ࡢウࡀᚅࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿ࠸࡚ࢀࡓ④Ꮫ㝔㐍Ꮫ㛵ࠊࡣ࡚ࡋఇᴗไᗘࡸ⤒

῭ⓗ⿵ຓࡢⅬ࡛ࠊಶูᑐᛂࡿࡍ࠸ࡓࡁ࠸࡚࠼⪄ࢆពぢࡶከࠋࡓࡗࠊࡤ࠼ఇ⫋2ࡣᖺࠊ(⤥↓)࡛ࡲ

ᑵປ⥅⥆ࡘࡘࡋ㐌ᮎ㏻Ꮫ2⛉✲◊ࡓࡲࠊᖺ┠ࡣ㛫ປാࡽࡀ࡞ࡋᑵᏛࡢ࡞ලయⓗᕼᮃࠋࡓࡗ࠶ࡀ

ኪ㛤ࠊ࡚ࡋ⟇ᑐࡿࡅ࠾㛫ⓗㄢ㢟①ࡣ⟇ලయㄢ㢟ࡢᚋࡿࡅ࠾ᮏᏛࠊࡽពぢࡢࡽࢀࡇ

ㅮࠊ㛗ᮇᒚಟไᗘࠊᣦᑟᩍဨࡿࡼಶูᒚಟᣦᑟࠊ㏻Ꮫࡢ౽ᐅࢆᅗࡢࢫࣃࣥࣕ࢟ࢺࣛࢸࢧࡵࡓࡿ

㓄៖୍ࠊࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡞᪉②⤒῭ⓗㄢ㢟ࡿࡅ࠾ᑐ⟇ࠊ࡚ࡋⲈᇛ┴(་⒪ᑐ⟇ㄢ)ࡢᏛ㝔ዡᏛ㔠

ไᗘ⏝ࠊ㹒㸿ไᗘᑟධࠊᤵᴗᩱῶචไᗘࠊዡᏛ㔠ไᗘࡀ࡞ᣲࠋࡓࢀࡽࡆ 

௨ୖࠊ♫ࡿࡅ࠾┳ㆤࡢᙺࡣᖺࠎࡿ࡞␗ࡣ࡛ࡲࢀࡇࠊࡾ࡞ࡃࡁ᪂ࡀࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ࡓồࡽࡵ

ᑓࡿࡁᑐᛂ࡛ㆤ㸪㧗ᗘඛ㐍་⒪┳࠸㧗ࡢಶูⓗ࡛㉁ࡿࡵồࡀே㐩ࡿ࠶ᡭ࡛ࡅཷࡢ་⒪ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

㛛ⓗ┳ㆤࡀせồࢀࡇࠊࡾ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉᛂࠊࡵࡓࡿ࠼ᑐ㇟࠸῝ࡢὝᐹຊඃࡓࢀᢏ⾡㸪ಖ

་⒪⚟♴ࡢ㈨※ࢆ᭷ຠά⏝ࡋ㸪㛤Ⓨ࡛ࡿࡁᑓ㛛ⓗ⬟ຊࠊ┳ㆤࡢㄢ㢟ࢆඛ㥑ⓗᤊ࠼㸪ㄢ㢟㐩ᡂ

ࡢ⫋ㆤ┳ࡘࡶࢆ㔞ᶒデ᩿࣭⒪ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀேᮦࡘࡶࢆຊ⬟ࡿࡁ࡛ࡀᨻ⟇❧ࡢ

࡚ࢀࡽࡵồࡃᙉሙࡢ⫱ᩍࠊࡀᡂ⫱ࡢேᮦ࡞࠺ࡼࡢᑓ㛛┳ㆤᖌࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ㧗ࡶࢬ࣮ࢽ

ࡢㆤᏛ┳ࠊࡅࡔࢀࡑࠋࡿ࠸࡛ࢇ㐍ࡀ㧗➼ᩍ⫱ࠊࡾ࡞ὶࡀᏛࡣ⫱ㆤᇶ♏ᩍ┳ࠊ᪉୍ࠋࡿ࠸

Ꮫၥ୍ࡾࡼࡀᒙᚲせ࡛ࠊࡾ࠶ດຊࡀồࠊ≉ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ┳ㆤᏛࢆࢣࡀ㏣ồࡿࡍᏛၥ࡛ࡾ࠶

ᐇ㊶⛉Ꮫ࡛ࠊࡽࡇࡿ࠶┳ㆤᐇ㊶᰿ࡓࡋࡊᇶ♏ࡧࡼ࠾⮫ᗋ◊✲ࠊࡀࡇࡿࢀࢃ⾜ࢇ┒ࡀ┳ㆤ

ᐇ㊶ࡢ㉁ࡢ㧗ᗘ┳ㆤᏛࡢᏛၥ࡚ࡗ❧☜ࡢ࡚ࡋྍḞ࡛ࡶࡇࡿ࠶ᅇࡢㄪᰝ⤖ᯝࡽ᥎

㔞ࢬ࣮ࢽྠࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿㄪᰝ࡛ᮏᏛ༞ᴗ⏕ࡢᏛ㝔ධᏛᕼᮃ⪅ࡀከࠊࡾࢃࡶࡇ࠸༞ᴗ

ⓗࡀᏛࡢ⫱ㆤᩍ┳ࠊࡽࡉࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠶ᚲせ࡛ࡶᙺࡢ࡚ࡋሙࡢࣉࢵࣜࣕ࢟ࡢ⏕

㐍2009ࠊࡽࡇࡿ࠸࡛ࢇ ᖺᗘࡣᅜ࡛┳ㆤ⣔Ꮫࡀ 181 ࢵࣛ⨨タࡢᮇ㛫▷ࠋࡔࢇཬࡶᰯ

࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ๓࡛⫱ᡂ⮬ࠊࡶ࡚࠸ࡘᩍဨࡢ⛉ᮏᏛ㒊Ꮫࠊ࡛ࡽ᫂ࡶ㊊ࡢᩍဨࠊࡾࡼࣗࢩ

ࡢᏛ㝔ࡶࡽⅬࡢᚲせᛶࡢᩍဨࡿࡅ࠾ㆤ⣔Ꮫ┳ࡿ࠸࡚ࡋቑຍᅜⓗࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ࡀᐇ⌧࠸

タ⨨ࡣᚲせ࡛ࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠶ 

 ᮏᏛࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࡚࠸࠾Ꮫ㒊ᩍ⫱◊✲ᡂᯝ㏆㞄ᆅᇦࡿࡅ࠾ேᮦ㟂せᗘࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ௨ୖࡢ

㊃᪨ࡢࡑᚲせᛶࡽ┳ㆤᏛ◊✲⛉ࡢタ⨨ࢆ⏦ㄳࡿࡍḟ➨࡛ࠋࡿ࠶ 

 

1111㸧㸧㸧㸧ᩍ⫱◊✲ୖᩍ⫱◊✲ୖᩍ⫱◊✲ୖᩍ⫱◊✲ୖࡢࡢࡢࡢ⌮ᛕ⌮ᛕ⌮ᛕ⌮ᛕ    

ᮏ◊✲⛉ࡢᩍ⫱◊✲ࡢ⌮ᛕࡣ࡚࠸ࡘḟࠋࡿ࠼⪄࠺ࡼࡢ 

(1)(1)(1)(1)♫♫♫♫ࡢࡢࡢࡢಖ་⒪ಖ་⒪ಖ་⒪ಖ་⒪ࢬ࣮ࢽࢬ࣮ࢽࢬ࣮ࢽࢬ࣮ࢽᛂᛂᛂᛂࡿ࠼ࡿ࠼ࡿ࠼ࡿ࠼㧗ᗘᑓ㛛⫋㧗ᗘᑓ㛛⫋㧗ᗘᑓ㛛⫋㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗேᴗேᴗேᴗேࡢࡢࡢࡢ⫱⫱⫱⫱ᡂᡂᡂᡂ    

ணࢆ㉸ࡓ࠼⏕ά⎔ቃࡢኚࡸᵓ㐀ࡢኚ࡚ࡋࡑඛ㐍ᅜඹ㏻ࡢᑡᏊ㧗㱋ࡽࢀࡑࠊࡣᑐ

ᛂࡿࡍ་⒪ᢏ⾡ࡢ㐍Ṍࠊࡸ་⒪⚟♴ไᗘࡢᨵ㠉ࢆồࠋࡿ࠸࡚ࡵᚑࠊ࡚ࡗ་⒪࣭┳ㆤࡢᅾࡾ᪉ࡣࡁ

ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗᢸࢆᙺࡢ࡚ࡋᑓ㛛ᐙࡿ࠼ᨭࡋゎỴࢆᗣၥ㢟┙ᇶࢆே㛫ᛶᑛ㔜ࡣㆤ┳ࠊࡋኚࡃ

ồࡀᐇ㊶ຊᑓ㛛▱㆑ࡢㆤ┳࡞㧗ᗘࡾࡼࡓࡗࡶࢆ⌮ᛶ࠸㧗ࠊࡣ࡚ࡗ࠶་⒪ࡿࡍ㧗ᗘࡍࡲࡍࡲ
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ㆤᖌ┳ࠊᅾ⌧ࠊࡾ࠶せㄳ࡛ࡢ௦♫࣭་⒪⌧ࡣ㊶ᑓ㛛ⓗᐇ࡞㧗ᗘࡽࡇࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

㈨᱁ࠊୖࡢ㧗ᗘᑓ㛛┳ㆤㄢ⛬࡚ࡋㄆᐃ┳ㆤᖌࡸᑓ㛛┳ㆤᖌࡀࢫ࣮ࢥࡢ‽ഛࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

デ᩿࣭⒪㔞ᶒࡘࡶࢆ┳ㆤ⫋ࡶࢬ࣮ࢽࡢ㧗ࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࡗࡲᮏ◊✲⛉࡛ࠊࡣᑗ᮶ᑓ㛛┳ㆤ

ᖌ࡚ࡋάືࡿࡍᇶ┙ࠊ┳ㆤᐇ㊶࣒࣮ࢳ࡚ࡋ࣮ࢲ࣮ࣜࡢ་⒪ࢆ᥎㐍࡛ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡿࡁ⬟ຊࡶࢆ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍᣦ┠ࢆᡂ⫱ࡢ㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗேࡓࡏࢃ࠶ࡕ

    (2)(2)(2)(2)㧗ᗘᑓ㛛⬟ຊ㧗ᗘᑓ㛛⬟ຊ㧗ᗘᑓ㛛⬟ຊ㧗ᗘᑓ㛛⬟ຊࢆࢆࢆࢆᨭᨭᨭᨭࡿ࠼ࡿ࠼ࡿ࠼ࡿ࠼ᐇ㊶ᐇ㊶ᐇ㊶ᐇ㊶┳ㆤᏛ┳ㆤᏛ┳ㆤᏛ┳ㆤᏛ◊✲◊✲◊✲◊✲ࡢࡑࡸࡢࡑࡸࡢࡑࡸࡢࡑࡸᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ࡢࡢࡢࡢᢸᢸᢸᢸ࠸࠸࠸࠸ᡭᡭᡭᡭࡢࡢࡢࡢ⫱ᡂ⫱ᡂ⫱ᡂ⫱ᡂ    

㧗ᗘ࡞┳ㆤ▱㆑ࡢᐇ㊶ࠊࡋ⬟ྍࢆ᪂࡞ࡓ┳ㆤ᪉ἲࢆ㛤Ⓨࠊࡣࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ┳ㆤᏛ◊✲ࡢ᥎㐍

ㄢ㢟ࡢᗋ⮫⬟ᶵ✲◊ࡢᏛࠊࡵࡓࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊㊶ᐇࡢࡵࡓࡢ㉁ྥୖࡢㆤ┳≉ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ

᫂ࢆⓗᣦྥ┠࡞ேᮦὶࡸ✲◊ඹྠࡢ་⒪タࠊ࡚࠸࠾ࢆ㔜Ⅼඹ᭷ࡢၥ㢟ព㆑ࡢ᪉࠺࠸

ࡿ࠶ᛴົ࡛ࡣ㣴ᡂࡢேᮦࡿࡁ࡛ࢻ࣮ࣜࢆ✲◊ࠊ࡚ࡋ⢭㏻ᗋ⮫࡚ࡗࡼࠋࡍᣦ┠ࢆ༠ຊయไࡓࡋ☜

࡞Ṫ་⒪⏕ࠊ⏕་⒪ࡸ་⒪ࢻ࣓࣮ࢲ࣮࢜㑇ఏᏊࠊࡎࡽࡲ␃ࡳࡢࢀࡑࡣ✲◊ㆤ┳ࠋࡿ࠼⪄

་⒪⛉Ꮫࡿࡍኚᖖࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠸࡚ࡋ㛤Ⓨࢆᙺ࠸ࡋ᪂ࡢㆤ┳ࠊࡢ୰࡛ࡢඛ➃་⒪ࡢ

ࡀどⅬࡢ✲◊ࡓࡗࡓᏛ㝿ⓗど㔝ࠊࡣࢀࡑࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋ✲᥈ࢆᛶ⮬⊃ࡢㆤᏛ┳ࡶ

ᚲせࢆࢀࡇࠊࢀࡉᩍᤵࡿࡍேᮦࡀᚲせࡢࡑࠊࡵࡓ࡞⫱ᡂࢆ┠ᣦࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

    (3)(3)(3)(3)៏ᛶᝈᝈ⪅៏ᛶᝈᝈ⪅៏ᛶᝈᝈ⪅៏ᛶᝈᝈ⪅ࡢࡢࡢࡢᅾᏯ་⒪ᅾᏯ་⒪ᅾᏯ་⒪ᅾᏯ་⒪ࡢࡢࡢࡢ࣒ࢸࢫࢩ࣒ࢸࢫࢩ࣒ࢸࢫࢩ࣒ࢸࢫࢩ㛤Ⓨ㛤Ⓨ㛤Ⓨ㛤Ⓨ    

᭱㏆ࡢ་⒪ไᗘᨵ㠉ࠊࡘ୍ࡢ⒪ࡽண㜵ᅜẸࡀཧຍࡿࡍᗣ࡙ࡀࡾࡃ᥎㐍ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ேཱྀࡢ⪁㱋ࡿࡼ་⒪㈝ࡢᅜẸ㈇ᢸࡀ㐍⾜ࡿࡍ୰ࡢࡇࠊ࡚ࡗ࠶ព㆑ᨵ㠉ࡣࡳ⤌ࡾྲྀ㔜せ࡞ㄢ

㢟࡛ࠋࡿ࠶ᮏ◊✲⛉ࠊࡣᆅᇦ་⒪࣭ಖタ༠ຊࠊ࡚ࡋᆅᇦ࡛⏕άࡿࡍேࠕ≉ࠎ㧗㱋⪅ࡢᗣࠖ

ၥ㢟ࡢࢁࡇࡇࠕ ୰ࢆᛶᝈ៏ࠊ࡚ࡋࡵጞࢆࠖࣥࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢫࣝ࣊ࠕࡿࡍ㛵ᗣࠖࡢࡶᏊࠕࠖ

ᚰࡓࡋᅾᏯ┳ㆤ᪉ἲㄽࡢ㛤Ⓨࢆ┠ᣦࡣࡽࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍᑗ᮶៏ࠊࡣ࡚ࡅྥᛶᝈࢆᣢࡘᝈ

◊ᮏࡉࡲࡣࢀࡇࠋࡿࡍ⬟ྍࢆ᥎㐍ࡢ✲◊㊶ᐇࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿࡅཷࢆࢣᆅᇦ࡛࡚ࡋᏳᚰࠊࡀ⪅

ࠊࡋᡂ⫱ࢆ⪅㊶ㆤᐇ┳ࡿࡍࢻ࣮ࣜࢆࢀࡇࠊࡋ᥎㐍ࢆ࣒ࢸࢫࢩᆅᇦ་⒪ࡿࡍࡘࡦࡢ࠸ࡽࡡࡀ⛉✲

ᆅᇦ࣭་⒪タ࣭Ꮫࡀඹྠ࡚ࡋOn the Job Trainingᩍ⫱ࢆ࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏ࠊࡋᏛᆅᇦࡀ㐃ᦠ

ࡢࡵࡓࡢᏛ㝔㐍Ꮫࡣᆅᇦ་⒪タഃ࡛ࠊࡾࡓ࠶ලయࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡃ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆᏛ㝔ࡿࡍ

ఇᴗไᗘࡸ㐌ᮎ㏻Ꮫࠊ㛫ປാࡢࡽࡀ࡞ࡋᑵᏛ࡞ಶูᑐᛂࡸᮏᏛᩍဨࡢ་⒪タࡿࡅ࠾◊ಟไ

ᗘࡢᥦࠊࡾ࠶ࡶᮏᏛഃ࡛ࡣኪ㛤ㅮࠊ㛗ᮇᒚಟไᗘࠊᣦᑟᩍဨࡿࡼಶูᒚಟᣦᑟࠊ㏻Ꮫࡢ౽ᐅ

ᐇࢆ࡞ዡᏛ㔠ไᗘࠊᤵᴗᩱῶචไᗘࠊ㹒㸿ไᗘᑟධࠊ㓄៖ࡢࢫࣃࣥࣕ࢟ࢺࣛࢸࢧࡵࡓࡿᅗࢆ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ࠸࡚ࡋࢇ┒ࢆேὶࡿࡅ࠾ᆅᇦ་⒪タ⛉✲◊ㆤᏛ┳ࠊࡋ

    (4)(4)(4)(4)ᑓ㛛⫋ᴗேᑓ㛛⫋ᴗேᑓ㛛⫋ᴗேᑓ㛛⫋ᴗேࣜࣕࣜࣕࣜࣕࣜࣕ࢟࢟࢟࢟❧⮬❧⮬❧⮬❧⮬ࡢࡢࡢࡢᙧᡂᙧᡂᙧᡂᙧᡂ    

ᆅᇦ࣭་⒪タ࣭Ꮫ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ㛤ദࡸேὶࢆ㏻࡚ࡌᆅᇦࡀ༠ྠ࡚ࡋᚲせ࡞ேᮦࢆ⫱

ࢆᙧᡂࣜࣕ࢟ࡢㆤᖌ┳ࠊ࡛ࡇࡿࡣࢆ౽ᛶࡢࢫࢭࢡࡢᏛ㝔ࡢே♫ࡣ࠸ᡈࠊࡃ࠸࡚࡚

ᨭࠋࡿ࠼⪄ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⲈᇛ┴ࡢ┳ㆤ⣔Ꮫࡣ 2009ᖺᗘ⌧ᅾ ༡┴ࠊࡾ࠶4ᰯ࡛ ࡀ3ᰯ

㞟୰ࡿࡍ≧ἣୗࠊᮏᏛ┳ㆤᏛ㒊ࡳࡢ┴⨨ࠊࡋ⚟ᓥ┴㏻ࡢࡇࡓࡵྵࢆࡾᆅᇦࡿࡅ࠾ᮏᏛ

Ꮫ㝔◊✲⛉ࡢᙺࡣ┳ㆤࡢᑓ㛛⫋ᴗேࣜࣕ࢟❧⮬ࡢᙧᡂ࠺࠸Ⅼࠊ࡚࠸࠾ࡢࡶ࠸ࡁゝ

ᑐᛂ⣭ᐇ㊶⬟ຊ⫱ᡂୖᑓ㛛ⓗ▱㆑࡞㧗ᗘࡢ⪅௵㈐ࡿ࠸࡚࠸ാ࡚ࡋ⫋ㆤ┳࡛ࡍࠊࡓࡲࠋࡿ࠼

࣮࢚ࣗࢹࣛࢢࡢࡵࡓࡿ࡚⫱ࡽ⏕Ꮫ㒊Ꮫࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿ࠼⪄࡚ࡋࢫ࣮ࢥ✲◊⫱ேᩍ♫ࡃࡍ
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ࢺ࣭  ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆࡇࡿࡍ⬟ᶵࡶ࡚ࡋሙࡢࣉࢵࣜࣕ࢟ࡢ⏕༞ᴗࠊ࡚ࡋࢫ࣮ࢥ

    (5)(5)(5)(5)Evidence based Evidence based Evidence based Evidence based NNNNursingursingursingursingࢆࢆࢆࢆᨭᨭᨭᨭࡿ࠼ࡿ࠼ࡿ࠼ࡿ࠼ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏┳ㆤ┳ㆤ┳ㆤ┳ㆤ⛉⛉⛉⛉ᏛᏛᏛᏛ◊✲◊✲◊✲◊✲ࡢࡑࡸࡢࡑࡸࡢࡑࡸࡢࡑࡸᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ࡢࡢࡢࡢᢸᢸᢸᢸ࠸࠸࠸࠸ᡭᡭᡭᡭࡢࡢࡢࡢ⫱⫱⫱⫱ᡂᡂᡂᡂ    

┳ㆤᇶ♏ᩍ⫱ࡣᏛࡀὶࠊࡾ࡞㧗➼ᩍ⫱ࡀ㐍ࠊࡅࡔࢀࡑࠋࡿ࠸࡛ࢇ┳ㆤᏛࡢᏛၥࡼࡀ

ᐇ㊶⛉Ꮫ࡛ࡾ࠶Ꮫၥ࡛ࡿࡍ㏣ồࢆࢣࡀ㸪┳ㆤᏛ≉ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀດຊࠊࡾ࠶ᒙᚲせ୍࡛ࡾ

ࡢ㉁ࡢ㊶㸪┳ㆤᐇࡀࡇࡿࢀࢃ⾜ࢇ┒ࡀ✲◊ᗋ⮫ࡧࡼ࠾♏ᇶࡓࡋࡊ᰿㊶㸪┳ㆤᐇࡽࡇࡿ࠶

㧗ᗘ┳ㆤᏛࡢᏛၥ࡚ࡗ❧☜ࡢ࡚ࡋྍḞ࡛ࠋࡿ࠶㏆ᖺ࡛ࠊࡣ┳ㆤᏛ᭷⏝࡞ᐇ㦂ⓗ◊✲

ᡭἲࠊ࡚࠸⏝ࢆ┳ㆤᢏ⾡ࡢ⛉Ꮫⓗ࡞࡙ࢆࡅᚓࡢࡵࡓࡿᐇドⓗ◊✲ࠊࡸ┳ㆤᢏ⾡ࡢᏳᛶ㛵ࡿࡍ

ᐇ㦂ⓗ◊✲ࡿࡺࡽ࠶ࠊࡽࡉࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࢃ⾜ࡀ┳ㆤ⌧㇟ࡢ⛉Ꮫⓗゎ᫂ࠊ࡚ࡋ࣐࣮ࢸ✲◊ࢆ

ᐇドⓗ✲◊࡞ᇶ࡙ࡓ࠸᪂࡞ࡓ┳ㆤᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨ◊✲࡞࠺ࡼࡢࡇࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࢃ⾜ࡶ

ど㔝ࡢ✲◊ࡓࡗࡓどⅬࡶᚲせࢆࢀࡇࠊࢀࡉᩍᤵࡿࡍேᮦࡀᚲせࡢࡑࠊࡵࡓ࡞⫱ᡂࢆ┠ᣦࡍணᐃ

 ࠋࡿ࠶࡛

 

2222㸧㸧㸧㸧ᩍ⫱◊✲ୖᩍ⫱◊✲ୖᩍ⫱◊✲ୖᩍ⫱◊✲ୖࡢࡢࡢࡢ┠ⓗ┠ⓗ┠ⓗ┠ⓗ    

๓㡯ࡢᇶᮏ⌮ᛕᇶ࡙ࡁḟ࡞࠺ࡼࡢ⬟ຊࢆ᭷ࡿࡍேᮦࢆ⫱ᡂࠋࡿࡍ 

(1)(1)(1)(1)Ⲉᇛ┴Ⲉᇛ┴Ⲉᇛ┴Ⲉᇛ┴࣭࣭࣭࣭⚟ᓥ┴༡㒊⚟ᓥ┴༡㒊⚟ᓥ┴༡㒊⚟ᓥ┴༡㒊ࡢࡢࡢࡢಖ་⒪ಖ་⒪ಖ་⒪ಖ་⒪ࢆࢆࢆࢆ᥎㐍᥎㐍᥎㐍᥎㐍ࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍ┳ㆤ┳ㆤ┳ㆤ┳ㆤ⫋ᴗே⫋ᴗே⫋ᴗே⫋ᴗேࡢࡢࡢࡢ⫱ᡂ⫱ᡂ⫱ᡂ⫱ᡂ    

㧗࠸⌮ほࠊࡕࡶࢆᑗ᮶ᑓ㛛┳ㆤᖌ࡚ࡋάືࡿࡍᇶ┙ࠊ┳ㆤᐇ㊶࣒࣮ࢳࠊ࡚ࡋ࣮ࢲ࣮ࣜࡢ་

⒪ồ࣭ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡿࢀࡽࡵᩍ⫱ⓗ⬟ຊࠊࡕࡶࢆᑓ㛛ศ㔝ࡾࡼࡿࡅ࠾㧗ᗘ࡞⛉Ꮫⓗ▱㆑ᐇ㊶

⬟ຊࡓࡗࡶࢆேᮦࢆ⫱ᡂࠋࡿࡍ 

(2)(2)(2)(2)┳ㆤᐇ㊶┳ㆤᐇ㊶┳ㆤᐇ㊶┳ㆤᐇ㊶᰿᰿᰿᰿ࢆࢀࡇࢆࢀࡇࢆࢀࡇࢆࢀࡇ⪅✲◊⪅✲◊⪅✲◊⪅✲◊ࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍࢻ࣮ࣜࢻ࣮ࣜࢻ࣮ࣜࢻ࣮ࣜࢆࢆࢆࢆ✲◊✲◊✲◊✲◊ࡓࡋࡊࡓࡋࡊࡓࡋࡊࡓࡋࡊᩍᤵᩍᤵᩍᤵᩍᤵࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍேᮦேᮦேᮦேᮦࡢࡢࡢࡢ⫱ᡂ⫱ᡂ⫱ᡂ⫱ᡂ    

┳ㆤᐇ㊶ࡢ୰࡛ឤࡓࡌၥࢆᖜᗈ࠸ど㔝ࡽᤊ࠼ゎࡁ᫂ࡃ࠸࡚ࡋၥ㢟ゎỴ⬟ຊࢆ⫱ᡂࠊࡋ┳ㆤ

ศ㔝ࡢ㧗ᗘ࡞ሗฎ⌮⬟ຊᐇ㦂◊✲ࡴྵࢆከࡢࡃ◊✲ᡭἲࢆಟᚓࢆࢀࡇ⪅✲◊ࡓࡋᩍᤵࡿࡍே

ᮦࢆ⫱ᡂࠋࡿࡍ 

 

3333㸧㸧㸧㸧ᩍ⫱◊✲ᩍ⫱◊✲ᩍ⫱◊✲ᩍ⫱◊✲ࡢࡢࡢࡢ⌮ᛕ⌮ᛕ⌮ᛕ⌮ᛕ┠ⓗ┠ⓗ┠ⓗ┠ⓗࢆࢆࢆࢆලయලయලయලయࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍయไయไయไయไࡓࡅࡴࡓࡅࡴࡓࡅࡴࡓࡅࡴດຊດຊດຊດຊ    

ᮏᏛࡣ 2004 ᖺᗘ┳ㆤᏛ㒊┳ㆤᏛ⛉ࡀ㛤タࠊࢀࡉᇶ♏┳ㆤᏛࠊᡂே┳ㆤᏛࠊ⪁ᖺ┳ㆤᏛࠊ⢭⚄

┳ㆤᏛࠊẕᛶ┳ㆤᏛࠊᑠඣ┳ㆤᏛࠊᆅᇦ┳ㆤᏛࡢ 7㡿ᇦࡢ┳ㆤᏛศ㔝࡛ᵓᡂࢀࡉᩍ⫱◊✲ࡀ㐍ࡽࡵ

ᗣቑࠕᐙᗞ࣭ᆅᇦࡽಖ་⒪タࠊ࡛ࡲ↉⤊ࡽ⏕ㄌࡢேࠊ࡚ࡗࡼศ㔝ࡢࡇࠋࡓࡁ࡚ࢀ

㐍 ண㜵ࠕࠖ ᗣᅇࠕࠖ ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁࣜࠕࠖ ✲㏣ࢆㆤ┳ࡢሙ࡛࡞ከᵝ࠺࠸ࠖࣝࢼ࣑࣮ࢱࠕࠖ

ᩍࡢㆤ┳࡞ⓗྜ⥲ࡾࡼศ㔝㛫㐃ᦠࡘᑓ㛛ᛶࡢࡈศ㔝ࠊ࡚ࡗࡑ࣐࣮ࢸࡢㆤᏛ㒊┳࠺࠸ࡿࡍ

 ࠋࡿ࠼ゝࡿ࠸࡚ࡗᩚࡀయไ࠺࡞ࡇ࠾ࢆ✲◊⫱

ᮏᏛᩥࠊࡣᏛ◊✲⛉ⱥㄒⱥ⡿ᩥᏛᑓᨷ࣭ᩍ⫱Ꮫᑓᨷࡢ 1◊✲⛉ 2ᑓᨷࡀタ⨨ࡃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

㞄᥋◊✲㡿ᇦࡢㆤᏛ┳ࡀ㡿ᇦ✲◊ࠊ࡞ࢢࣥࣜࢭ࣭ࣥ࢘࢝⌮ᗋᚰ⌮࣭Ⓨ㐩ᚰ⮫ࡣᩍ⫱Ꮫᑓᨷ

᥈ከ㠃ⓗࢆㆤᏛ┳࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ⏝ࢆᑓ㛛▱㆑ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ࡶࡢࡶࡿ࠶㛵ಀ࡞ᐦ᥋࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᅾ₯ࡶᛶ⬟ྍࡃ࠸࡚ࡋ㛤Ⓨࢆ᪂ศ㔝ࡢㆤ┳ࡓࡲࠊࡋ✲

ᮏ◊✲⛉ࡣᑓ㛛┳ㆤᖌᩍ⫱ㄢ⛬ࢆᑕ⛬ධ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡓࢀ⦅ᡂࠊࡋࢆᗈ៏ࡃᛶᝈ┳ㆤᏛ㡿ᇦ

ࢆᙺ࡞㔜せࡢሗⓎಙࡀᮏᏛ㝔ࠊࡏࡉⓎᒎᅾᏯ┳ㆤᏛศ㔝ࢆࢀࡇࡣࡽࡉࠊ࠸⾜ࢆࢀࡇ࡛
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ᢸࠊ࠸་⒪タࡧࡼ࠾ᆅᇦࡢ㐃ᦠࠊ࡚ࡗࡼ᪂࠸ࡋேᮦ⫱ᡂࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢ㛤Ⓨࡋ┳ㆤ⫋ࣜࣕ࢟ࡢ

ࡢᮏᏛࡓࡋᙉࢆ㐃ᦠࡢᆅᇦᏛࡀࢀࡇࠋࡿ࠼⪄ࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀᙺࡢ࡚ࡋᨭᶵᵓࡢᙧᡂ

Ꮫ㝔࡚ࡋᶵ⬟ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ┳ㆤᇶ♏ᩍ⫱࣭㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗேᩍ⫱࣭┳ㆤ⟶⌮⪅㣴ᡂࣞ࢝ࣜࠊ

ࡇࠊ࡚ࡗᚑࠋࡿ࠼⪄ࡿࡁ࡛ࡢࡶࡓࡋᅛ☜ࡀ✲◊⫱ᩍࠊࡋྜ⼥ࢬ࣮ࢽࡢ♫⫱ᩍࢺࣥ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍດຊࡃࡍᵓ⠏ࢆయไ࡞࠺ࡼࡢ

 

4444㸧㸧㸧㸧⫱⫱⫱⫱ᡂᡂᡂᡂࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍேᮦேᮦேᮦேᮦᮏ◊✲⛉ಟ⏕ᮏ◊✲⛉ಟ⏕ᮏ◊✲⛉ಟ⏕ᮏ◊✲⛉ಟ⏕ࡢࡢࡢࡢ㐍㊰ཬ㐍㊰ཬ㐍㊰ཬ㐍㊰ཬࡧࡧࡧࡧேᮦேᮦேᮦேᮦ㟂㟂㟂㟂せᗘせᗘせᗘせᗘ    

((((1111㸧㸧㸧㸧㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗே㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗே㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗே㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗேࡧࡼ࠾ࡧࡼ࠾ࡧࡼ࠾ࡧࡼ࠾ᩍ⫱◊✲⪅ᩍ⫱◊✲⪅ᩍ⫱◊✲⪅ᩍ⫱◊✲⪅    

ᮏ◊✲⛉ࠊୖࡣ グࡢ┳ㆤᏛࡢᩍ⫱◊✲ࡢ⌮ᛕ┠ⓗ㐺ࡓࡗ㧗ᗘࡢᑓ㛛⫋ᴗேࡧࡼ࠾ᩍ⫱◊✲⪅ࢆ

⫱ᡂࠋࡿࡍᏛ㒊Ꮫ⏕ࡢ࡚ࡋࢫ࣮ࢥ࣭ࢺ࣮࢚ࣗࢹࣛࢢࡢ⨨࡙ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢࡅ⌧⫋♫ே㸦ಖ་

⒪⚟♴タࠊ⾜ᨻࠊ┳ㆤᩍ⫱タ➼㸧ࡿ࡞ࡽࡉࡢᏛಟ࡚ࡋ࠾ࢆ┳ㆤศ㔝ࡿࡅ࠾㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗே

 ࠋ࠺⾜ࢆᡂ⫱ࡢ

((((2222㸧㸧㸧㸧ᮏ◊✲⛉ಟ⪅ᮏ◊✲⛉ಟ⪅ᮏ◊✲⛉ಟ⪅ᮏ◊✲⛉ಟ⪅ࡢࡢࡢࡢ㐍㊰㐍㊰㐍㊰㐍㊰    

ᮏ◊✲⛉ಟ⪅ࡣ࡚࠸ࡘୗグࡢ㐍㊰ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡀ 

①ಖ་⒪⚟♴タࡢ㧗ᗘᑓ㛛⬟ຊࢆᣢࡓࡗ┳ㆤ⫋࡚ࡋ 

་⒪タࠊಖタࠊ⾜ᨻࠊ⏘ᴗᴗࠊᏛᰯ࣭ಖ⫱ᡤࠊᆅᇦ࡛ࡢ㧗ᗘᑓ㛛⬟ຊࢆⓎࡿࡍ┳ㆤᐇ㊶

ࠊࡵࡍࡍࢆ✲◊ࡓࡋࡊ᰿㊶ㆤᐇ┳ࡢࡵࡓࡿࡍಖドࢆEvidence based Nursingࡓࡲࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺ᢸࢆᣦᑟⓗᙺࡘ

②ಖ་⒪⚟♴タ࡚࠸࠾┳ㆤ⟶⌮࣭ᩍ⫱ⓗᙺࢆᯝࡍࡓேᮦ࡚ࡋ 

ಖ་⒪⚟♴タ࡚࠸࠾┳ㆤ⟶⌮⪅࡚ࡋ⬟ຊࢆⓎࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍಶࡢࠎ⫋ᴗ⤒㦂ࡶ

ཧ⏬་⒪ィࡢ࡞㉁ಖドࡢㆤ┳་⒪┳ㆤ⤒῭࣭⤒Ⴀࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐⧊⤌ㆤ┳ᑗ᮶ⓗࠊ࡚࠸࡙

ㆤ┳ࡸᐇ⩦ᣦᑟࡿࡅ࠾ᆅᐇ⩦タ⮫ࠊ࡚ࡋேᮦ㣴ᡂࡢ⫋ㆤ┳ࠊࡓࡲࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡀࡇࡿࡍ⏬

ᇶ♏ᩍ⫱ィ⏬ࡢཧ⏬ࢆጞࡓࡋࡵ༞ᚋ◊ಟィ⏬ࠊ࡞┳ㆤ⫋ࣜࣕ࢟ࡢᙧᡂᨭ➼ࢆᢸᙜࡇࡿࡍ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

③┳ㆤᏛᩍ⫱࣭◊✲⫋࡚ࡋᩍ⫱࣭◊✲άືᚑࡿࡍேᮦ࡚ࡋ 

┳ㆤᩍ⫱タࡸ◊✲ᡤ➼࡚࠸࠾┳ㆤᏛᇶ♏ᩍ⫱ࠊࡵࡌࡣࢆ㧗ᗘᑓ㛛⫋ㄢ⛬㸦ㄆᐃ┳ㆤᖌ࣭ᑓ㛛┳

ㆤᖌ㸧ࡸᏛ㝔ࡿࡅ࠾ᩍ⫱⪅ࡢ࡚ࡋ⪅✲◊ࡧࡼ࠾ᙺࡀᮇᚅࠋࡿࢀࡉ⌧ᅾࡢࡇ㒊㛛ࡢேᮦࡣ

㊊ࠊࡾ࠾࡚ࡋᑗ᮶ⓗ࡞ᮏᏛࡢᏛኈㄢ⛬࣭◊✲⛉ᩍဨࡢ☜ಖࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢᡃࡀᅜࡢ┳ㆤᏛᩍ⫱⪅࣭◊

 ࠋࡿ࠼⪄ࡿࡁᐤ࡛⤥Ᏻᐃ౪ࡢ⪅✲

((((3333㸧㸧㸧㸧♫♫♫♫ࡢࡢࡢࡢேᮦ㟂せᗘேᮦ㟂せᗘேᮦ㟂せᗘேᮦ㟂せᗘ    

ᑡᏊ㧗㱋♫ࠊ་⒪ࡢ㧗ᗘ࣭ᑓ㛛ࠊ࠸࡞ࡶ」㞧࡞ၥ㢟ࢆᢪࡓ࠼ᝈ⪅ࡢࡑࡧࡼ࠾ᐙ᪘

ᑐᛂ࡛ࡿࡁ㉁ࡢ㧗࠸┳ㆤࢆࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪ࠊࡵࡓࡿࡍ♫ᅋἲே᪥ᮏ┳ㆤ༠ࡣ 1994 ᖺᑓ㛛┳ㆤ

ᖌ㸦Certified Nurse Specialist㸧ไᗘ1995ࠊᖺㄆᐃ┳ㆤᖌ㸦Certified Expert Nurse㸧ไᗘࢆⓎ

㊊2006ࠊࡏࡉᖺ 5᭶⌧ᅾࠊᑓ㛛┳ㆤᖌ ㄆᐃ┳ㆤᖌࠊ139ྡ  ࠋࡿ࠸࡚ࡋά㌍ࡀ2,486ྡ

㉁ࡢ㧗࠸┳ㆤேᮦࡢ౪⤥ࡣ♫ⓗࡓ࠸࡙ࡶࢬ࣮ࢽ࡞ㄢ㢟࡛≉ࠋ࠸࡞ࡶ࡛ࡲ࠺࠸ࡣࡇࡿ࠶

㏆ᖺࡢ་⒪ไᗘᨵ㠉ࡿࡼ┳ㆤேဨࡢቑဨ㓄⨨ࡿࡼデ⒪ሗ㓘ࡢຍ⟬ࡸᑓ㛛ᢏ⾡ᑐࡿࡍホ౯ࠊࡣ
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་⒪యไࡢ୰࡛┳ㆤࡢᑓ㛛ᛶ࣭㧗ᗘᐇ㊶⬟ຊࡀㄆ▱ࢀࡉᮇᚅ୍ࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ⾲ࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ

᪉࡛ࠊᆅᇦ࣭タࡢேᮦ㊊ࡢ᱁ᕪࠋࡿ࠶้࡛῝ࡣ᪂༞⪅ࡢ᪩ᮇ㞳⫋ࡸ୰ሀᒙࡢ㞳⫋ࠊฟ⏘⫱ඣᮇ

ࠊ୍࡞⥺MᏐᆺᑵປ᭤ࡢዪᛶࡢ ⯡ⓗ㧗࠸┳ㆤᖌࡢ㞳⫋⋡ࡣ㉁ࡢ㧗࠸┳ㆤࢆᥦ౪࡛ୖࡿࡍ࡞ࡁ

ㄢ㢟࡛ࡾ࠶♫ⓗᦆኻ࡛ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶ 

⏕ࡢᕫ⮬ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀⓗ᳨ウ⧊⤌ࡢ㛤Ⓨࣜࣕ࢟ࡢ⫋ㆤ┳ࠊࡶࡵࡓࡿࡍᑐᛂㄢ㢟ࡢࡽࢀࡇ

ᾭࡢ⫋ᴗ⏕άࠊࡋࣥࢨࢹࢆ┠ᶆࢆᣢ࡚ࡗാࡿࡅ⥆ࡁᒎᮃᐇ⌧ࢆษࡾᣅࢆࡇࡃ࠸࡚࠸ᮏ◊✲⛉

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋⓗ┠ࢆࡇࡿࡍ㣴ᡂࢆேᮦࡿࡍᚋᚲせࡀಖ་⒪タࡢࡃከࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡍᣦ┠ࡣ

    (4) (4) (4) (4) ᆅᇦᆅᇦᆅᇦᆅᇦࡢࡢࡢࡢேᮦ㟂せᗘேᮦ㟂せᗘேᮦ㟂せᗘேᮦ㟂せᗘᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ࡢࡢࡢࡢᮇᚅᮇᚅᮇᚅᮇᚅ    

ᖹᡂ 18ᖺᮎࡢᅜࡢ┳ㆤ⫋ဨᑵᴗ⪅ᩘࠊࡣಖᖌ ຓ⏘ᖌࠊ47,088ྡ ㆡᖌ┳ࠊ27,352ྡ 848,185

┳ㆤᖌࠊྡ ࡣᩘ⥲ࠊࡾ࠶410,420ྡ࡛ ࡢࡇࠋࡿ࠶1,333,045ྡ࡛ 12ᖺ࡛ 1.4ಸቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ

Ꮫᩘࡣᖹᡂඖᖺࠊࡶᩘࡢ⪅༞ᴗࡢ⛬Ꮫኈㄢ࡚ࡋࡑ 12ᰯ ᖹᡂࡽ330ྡ 20ᖺࠊࡣᖺ㛫 13,193

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋቑຍྡ

㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗேࢆ㣴ᡂࡿࡍᏛ㝔ࡢタ⨨ࡀ㐍ࡿ࠸࡛ࢇ୰ࠊ࡚ࡗ࠶Ⲉᇛ┴࡛ࡣ 2009 ᖺ⌧ᅾ4ࠊ

Ꮫ୰ 2 Ꮫ㝔ࡀ㛤タࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉᮏᏛࡴྵࢆ 2 Ꮫࡀ㛤タࠊࡶࡋࠋࡿ࠶࡛≦⌧࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

┴ࡣ┳ㆤ⣔ᏛࡣᮏᏛࠊࡽࡇࡿ࠶࡛ࡳࡢ᪩ᛴ㛤タࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ┴༡ࡽࢀࡇࡢᏛ㝔

ࢆ㐍Ꮫ࡛➼౽ࡢ㏻Ꮫࡣ࡚ࡗ᭷⫋♫ேࠊ࠼࠸ࡣෆ┴ࠋ࠸ከࡶ⏕ᏛࡿࡍධᏛࡽⲈᇛ┴ࡣ

᩿ᛕࢆࡿࡊࡏᚓ࠸࡞≧ἣࢆࣜࣕ࢟ࠋࡿ࠶ࡀ୰᩿ࡎࡏᏛಟࡿࡍ⎔ቃࡀ㏆ࠊࡤࢀ࠶ࡃ┴ࡢᑵᴗ

 ࠋࡿ࠼⪄ࡿࡁ࡛⫣㈉ୖྥࡢࢫࣅ࣮ࢧㆤ┳ࠊྠಖ☜ࡢᩘ⪅

๓㏙ࠊࡃࡈࡢᏛᆅᇦ་⒪ࡢ㐃ᦠࢆᙉࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࡵࡓࡿࡍᆅᇦ་⒪タࡢពぢ࡛

 ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࠊࡣពぢࡢᆅᇦࡓࡗࡀ࠶

① Ꮫ㝔㐍Ꮫᕼᮃ⪅ࠋࡿ࠶ࡣ(㈨ᩱ㸫㸯ࢬ࣮ࢽㄪᰝཧ↷) 

② 㹁㹌㹑(ᑓ㛛┳ㆤᖌ)៏ࠕࢆࢫ࣮ࢥᛶᝈ┳ㆤᏛࠖࠕࡣࡃࡋࡶᅾᏯ┳ㆤᏛ࡛ࠖタ⨨ࡇࡿࡍ

㛵ࡰࡣ࡚ࡋ㝔࡛㈶ᡂ࡛ࠊ࡚ࡋ⏤⌮ࡢࡑࠋࡿ࠶་⒪ἲᨵṇకࠊ࠸㝔ෆᅾ⡠ࠊࡋ

ᆅᇦࡢ㛵ಀࢆㄪᩚࡿࡍ┳ㆤᖌࡀᚲせࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᛴᛶᮇЍᅇᮇЍᅾᏯ(࣓ࣥࢪ࣮ࢿ࣐

 ࠋࡿ࠶࡛ࡽࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀᡂ⫱ࡢᑓ㛛ᐙࡿࡍゎ⌮ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢ(ࢺ

③ ㄆᐃ┳ㆤᖌྲྀᚓࡢไᗘࡰࡣ㝔࡛ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ᩚ࡛ࡍࠊᑓ㛛┳ㆤᖌ(㹁㹌㹑)ࡘ

Ⲉᇛ┴ෆ࡛ࡔᮍࡣ࡚࠸ 5 ྡ⛬ᗘࠊࡎࡽ࠾ࡋᕼᮃ⪅ྛࠊࡢࡢࡶࡿ࠶ࡣ㝔ࡿࡅ࠾㹁㹌㹑ྲྀ

ᚓࡢไᗘࡣ༑ศ࡛ࠊࡾ࠶ᚋ᳨ࡢウࡀᚅࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿ࠸࡚ࢀࡓ 

④ Ꮫ㝔㐍Ꮫ㛵ࠊࡣ࡚ࡋఇᴗไᗘࡸ⤒῭ⓗ⿵ຓࡢⅬ࡛ࠊᏛ㝔࡛ᥦ౪ࡿࢀࡉ㐃ᦠ࣒ࢸࢫࢩ

࡛ࡲ2ᖺࡣ⫋ఇࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚࠼⪄ࢆಶูᑐᛂࡓࡋ⮴ྜ 㸦࡛↓⤥㸧ࠊᑵປ⥅⥆ࡘࡘࡋ㐌ᮎ㏻Ꮫࠊࢆ

 ࠋࡓࡗ࠶ࡀලయⓗᕼᮃࡢ࡞ᑵᏛࡢࡽࡀ࡞ࡋ㛫ປാࡢ┠2ᖺ⛉✲◊ࡓࡲ

ᣦᑟᩍဨࠊ㛗ᮇᒚಟไᗘࠊኪ㛤ㅮࠊ࡚ࡋ⟇ᑐࡿࡅ࠾㛫ⓗㄢ㢟ࡣᮏᏛ࡛ࠊࡽពぢࡢࡽࢀࡇ

ࠊ᪉୍ࠊࢀࡽ࠼⪄ࡀ࡞㓄៖ࡢࢫࣃࣥࣕ࢟ࢺࣛࢸࢧࡣ༡࡛┴࡞ᅔ㞴ࡀ㏻Ꮫࠊಶูᒚಟᣦᑟࡿࡼ

⤒῭ⓗㄢ㢟ࡿࡅ࠾ᑐ⟇ࠊ࡚ࡋⲈᇛ┴(ேᮦ⫱ᡂㄢ)ࡢᏛ㝔ዡᏛ㔠ไᗘ⏝ࠊ㹒㸿ไᗘᑟධࠊᤵ

ᴗᩱῶචไᗘࠊዡᏛ㔠ไᗘ࡞㓄៖࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࢀࡽ࠼⪄ࡀࡇࡿࡍᑐ⟇ࢆㅮࠊ࡛ࡇࡿࡌᆅᇦ

 ࠋࡓࢀࡉ ணࡿ࠶࡛⬟ྍࡀࡇࡿ࠼ᛂᮇᚅࡢ⛉✲◊ᮏࡿࡅ࠾



9 

ࠊࡃࡈࡢ㈨ᩱ㸫㸰ࡾࡼⲈᇛ┴┳ㆤ༠㛗ࡧⲈᇛ┴▱ཬࠊ࡚ࡋせㄳࡢࡽᆅᇦ࡞ලయⓗࠊࡓࡲ

Ⲉᇛ┴㒊ࡿࡅ࠾㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗேࢆ㣴ᡂࡿࡍᏛ㝔ࡢタ⨨せㄳࡶㄳࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿ࠸࡚ࡅ  

ᗋᩘ80ᗋ௨ୖࡿ࠶Ⲉᇛ┴ෆࠊࡵࡓࡿࡍᢕᥱ࡚࠸ࡘࡋぢ㏻ࡢࡑࡧ㐍㊰ཬࡢಟᚋࠊࡽࡉ

㛵ពྥࡢ⏝Ꮫ㝔ಟ⪅᥇ࡍࡵࡋ㸪㈨ᩱ㸫㸱㇟ᑐࢆ⫋⌮⟶ࡿࢃᦠㆤ⫋ே┳ࡢ133㝔ࡢ

᭷ຠᅇ⟅⋡98.6㸣㸧Ꮫ㝔㸦ಟኈㄢ⛬㸧ࠊᯝ㸪㸦ᅇ⋡54.1㸣⤖ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆㄪᰝࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ

ಟ⪅ࡢ᥇⏝ࡢ᭷↓ࡣ࡚࠸ࡘ㸪60タ (84.5㸣 )ࡀ᥇⏝ྍࡢࡑࡣࡃࡋࡶ⬟ᛶࠊࡾ࠾࡚࠼⪄ࢆ᥇⏝

୧ࡣࡃࡋࡶࢀࡎ࠸ࡢࢫ࣮ࢥᛶᝈ┳ㆤ㹁㹌㹑៏ࢫ࣮ࢥㄽᩥࠊࡀ53タ ( 71.7㸣 )ሙྜࡿࡍ

᪉ࡢಟ⪅ࢆᮃ࡞࠺ࡼࡢࠊࡓࡲࠋࡓࡗࢃࡀࡇࡿ࠸࡛ࢇ⬟ຊࢆᮇᚅࠊࡣ࡚࠸ࡘࡿࡍᩍ⫱ᣦ

ᑟຊࡀ ࢹ࣮ࢥࠊ⾡ᑓ㛛ⓗᢏࠊຊ⬟✲◊ࠊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠊ⏬ຊࠊᑓ㛛ⓗ▱㆑ࠊࡃ㧗ࡶ᭱76.1%

 ࠋࡓࡗ࠶࡛ࢁࡇ࠸㧗ࡢᮇᚅࡀຓᢏ⾡㛤Ⓨຊࠊຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣝࢧࣥࢥࠊຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢿ

௨ୖࠊࡶࡽᮏ◊✲⛉ಟ⏕ᑐࡿࡍᆅᇦࡢேᮦ㟂せᗘࡣ㧗ࠊࡃᮏ◊✲⛉ࡢᮇᚅࡶ㧗ࡀࡇ࠸

 ࠋࡓࢀࡉ♧

㈨ᩱ㸫㸰 Ꮫ㝔ࡢタ⨨せㄳ(Ⲉᇛ┴▱ࠊⲈᇛ┴┳ㆤ༠㛗) 

㈨ᩱ㸫㸱 Ꮫ㝔㝔ಟ⪅᥇⏝ࡢពྥ㛵ࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍㄪᰝ⤖ᯝ 

 

㸲㸲㸲㸲㸬㸬㸬㸬ಟኈಟኈಟኈಟኈㄢ⛬ㄢ⛬ㄢ⛬ㄢ⛬ࡢࡢࡢࡢタ⨨タ⨨タ⨨タ⨨ࡢࡢࡢࡢᵓᵓᵓᵓ    

    

ᅇࡢ⏦ㄳࡣ┳ㆤᏛ◊✲⛉㸦ಟኈㄢ⛬㸧ࢆタ⨨ࠊࡀࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍᐇࡓࡋᩍဨ⤌⧊ᩍ⫱ㄢ⛬

࠶࡛⏬ィࡍᣦ┠ࢆ⨨タࡢ⛬༤ኈᚋᮇㄢᑗ᮶ⓗࠊ࡚ࡗࡲࢆᩍ⫱◊✲ᡂᯝࡓࢀඃࡢ⛉✲◊ᮏ࡚ࡗࡼ

Ꮫᑂ㆟㸦ᖹᡂࠋࡿ 12 ᖺ 11 ᭶㸧ࠕࠊࡣ⛉Ꮫᢏ⾡ࡢ㠉᪂♫ࡢ῭⤒ࠊኚᑐᛂࡓࡋ㧗ᗘ࡛ከ

ᵝ࡞ᩍ⫱◊✲ࡢᒎ㛤ࠖࠊࡵࡓࡢᏛ㝔ࡢᩍ⫱◊✲ࡢ㉁ⓗྥୖ㐀ᛶ࣭⊂ᛶ㇏࡞ඃࡓࢀⱝᡭ◊

Ꮫࠊࡃࡿࡏࡉࡅ㌟ࢆ᪉ἲㄽࡢ✲◊ࡸᛮ⪃ἲ࡞Ꮫⓗ⛉࡚࠸࠾Ꮫ㝔ྛࠊࡆᥖࢆ㣴ᡂࡢ⪅✲

㝔ࡢ࡚ࡋయ⣔ⓗ࡞ᩍ⫱◊✲ᣦᑟࢆồࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

ᮏᏛࡓࡋ࠺ࡇࡣせㄳ✚ᴟⓗᑐᛂࡃ࠸࡚ࡋᣦ㔪࡛ࡶࡢᩍ⫱ᨵၿࡢࡇࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀᗘ⏦

ㄳࡿࡍ┳ㆤᏛ◊✲⛉㸦ಟኈㄢ⛬㸧ࠊࡣᑗ᮶ࠊ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ࢆタ⨨ࡶࡇࡿࡍど㔝ධࠊࡽࡀ࡞ࢀᩍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆࡇࡃ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ✲◊⫱

 

㸳㸳㸳㸳㸬㸬㸬㸬㛤タ㛤タ㛤タ㛤タࡢࡢࡢࡢᮇཬᮇཬᮇཬᮇཬࡧࡧࡧࡧ㛤タᖺḟ㛤タᖺḟ㛤タᖺḟ㛤タᖺḟ    

  

㛤タࡢᮇࡣᖹᡂ 23㸦すᬺ 2011㸧ᖺ 4᭶ 1᪥ࢆணᐃࠊࡋ㛤タᖺḟࡣ➨㸯ᖺḟࠋࡿࡍ 

 

㸴㸴㸴㸴㸬㸬㸬㸬ಟᴗᖺ㝈ཬಟᴗᖺ㝈ཬಟᴗᖺ㝈ཬಟᴗᖺ㝈ཬࡧࡧࡧࡧධᏛᐃဨධᏛᐃဨධᏛᐃဨධᏛᐃဨ    

 

┳ㆤᏛ◊✲⛉ࡢಟᴗᖺ㝈ࡣ 2 ᖺ᭱ࠊ㛗 4 ᖺࠊࡓࡲࠋࡿࡍ┳ㆤᏛ◊✲⛉ࡢᏛ⏕ᐃဨࡣධᏛᐃဨ 6

 ࠋࡿࡍᐜᐃဨ12ྡࠊྡ
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㸵㸵㸵㸵㸬㸬㸬㸬◊✲⛉◊✲⛉◊✲⛉◊✲⛉ࠊࠊࠊࠊᑓᨷ➼ᑓᨷ➼ᑓᨷ➼ᑓᨷ➼ྡࡢࡢࡢࡢ⛠ཬྡ⛠ཬྡ⛠ཬྡ⛠ཬࡧࡧࡧࡧᏛᏛᏛᏛྡࡢࡢࡢࡢ⛠ྡ⛠ྡ⛠ྡ⛠    

    

1111㸧㸧㸧㸧◊✲⛉◊✲⛉◊✲⛉◊✲⛉ࠊࠊࠊࠊᑓᨷ➼ᑓᨷ➼ᑓᨷ➼ᑓᨷ➼ྡࡢࡢࡢࡢ⛠ྡ⛠ྡ⛠ྡ⛠    

ᮏ◊✲⛉ࡧࡼ࠾ᑓᨷྡࠕࡣ࡚࠸ࡘ┳ㆤᏛ◊✲⛉┳ㆤᏛᑓᨷࠖࠋࡿࡍ┳ㆤᏛࡢࡘ୍ࡣᑓ㛛Ꮫ

ၥศ㔝࡛ࡿࡺࡽ࠶ࠊࡾ࠶Ⓨ㐩ᢞ㝵ࡿ࠶ே㛫ࡢᗣ⏕άࢆᑐ㇟ࠋࡿ࠸࡚ࡋᏛၥࡢ࡚ࡋᵓᡂせ

⣲࡛ࡿ࠶ᑐ㇟ㄽࠊ┠ⓗㄽࠊ᪉ἲㄽࡕࡶࢆ♫ㄆ▱ࡓࢀࡁᑓ㛛ศ㔝࡛ࡢࡑࠋࡿ࠶ᑐ㇟ࠊࡢࡶࡿࡍ

┳ㆤデ᩿ࢆጞࠊࡵ⏕άຓᢏ⾡ࡓࡗ࠸┳ㆤ⊂⮬ࡢ᪉ἲㄽࡘࠊࡕࡶࢆ◊✲᪉ἲࡓࡋ❧⊃ࡘࡶࢆ

ᑓ㛛ศ㔝࡛ࠋࡿ࠶♫ⓗࡶ㏻⏝ࠗࡿࡍ┳ㆤᏛ࠘ࡧࡼ࠾⛉✲◊ࢆᑓᨷࠋࡿ࠸⏝࡚ࡋ⛠ྡࡢ 

 

2222㸧㸧㸧㸧ᏛᏛᏛᏛྡࡢࡢࡢࡢ⛠ཬྡ⛠ཬྡ⛠ཬྡ⛠ཬࡢࡑࡧࡢࡑࡧࡢࡑࡧࡢࡑࡧⱥヂⱥヂⱥヂⱥヂ    

◊✲⛉タ⨨ࡢ┠ⓗࢆⓗ☜ࡿࡍ⌧⾲Ꮫࠕࡣ⛠ྡࡢಟኈ㸦┳ㆤᏛ㸧ࠖ  ࠋࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ࠺ࡼࡢ௨ୗࡣⱥヂࡢ⛠Ꮫྡࡓࡲ

ಟኈ㸦┳ㆤᏛ㸧Master of Nursing 

 

3333㸧㸧㸧㸧◊✲⛉ཬ◊✲⛉ཬ◊✲⛉ཬ◊✲⛉ཬࡧࡧࡧࡧᑓᨷᑓᨷᑓᨷᑓᨷࡢࡢࡢࡢ⛠ྡ⛠ྡ⛠ྡ⛠ྡࡢࡢࡢࡢⱥヂⱥヂⱥヂⱥヂ    

 Master’s CourseࠕࡣⱥヂࡢᑓᨷࡓࡲࠊࡋGraduate School of Nursingࠖࠕࡣⱥヂࡢ⛠ྡ⛉✲◊ 

of Nursingࠖࠋࡿࡍᅜ㝿ⓗ࡞㏻⏝ᛶࡘࠊࡾ࠶ࡀᖹ᫆࡞⾲グ࡛ࠊࡇࡿ࠶ᮏᏛ᪤タࡢ◊✲⛉

 ࠋࡿࡍࡾ㏻ࡢグୖࡣ࡚࠸ࡘᑓᨷྡࡧࡼ࠾⛉✲◊ᮏࠊࡋព␃ᛶྜᩚࡢ

 

㸶㸶㸶㸶㸬㸬㸬㸬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬    

    

1111㸧㸧㸧㸧ᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂ࠼࠼࠼࠼⪄⪄⪄⪄ࡢࡢࡢࡢ᪉᪉᪉᪉    

♫ࡿࡅ࠾┳ㆤࡢᙺࡣᖺࠎࡿ࡞␗ࡣ࡛ࡲࢀࡇࠊࡾ࡞ࡃࡁ᪂ࡀࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ࡓồ࠸࡚ࢀࡽࡵ

┳ᑓ㛛ⓗࡿࡁᑐᛂ࡛㧗ᗘඛ㐍་⒪ࠊㆤ┳࠸㧗ࡢಶูⓗ࡛㉁ࡿࡵồࡀே㐩ࡿ࠶ᡭ࡛ࡅཷࡢ་⒪ࠋࡿ

ㆤࡀせồࢀࡇࠊࡾ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉᛂࠊࡵࡓࡿ࠼ᑐ㇟࠸῝ࡢὝᐹຊඃࡓࢀᢏ⾡ࠊಖ་⒪⚟

⟇ᨻࡢㄢ㢟㐩ᡂࠊ࠼ᤊඛ㥑ⓗࢆㄢ㢟ࡢㆤ┳ࠊᑓ㛛ⓗ⬟ຊࡿࡁ㛤Ⓨ࡛ࠊࡋ⏝ά᭷ຠࢆ※㈨ࡢ♴

❧ࡿࡁ࡛ࡀ⬟ຊࡘࡶࢆேᮦࡀồࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᑓ㛛┳ㆤᖌ࡞࠺ࡼࡢேᮦࡢ⫱ᡂࠊࡀᩍ

ࠋ୍ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡃᙉሙࡢ⫱ ᪉ࠊ┳ㆤᇶ♏ᩍ⫱ࡣᏛࡀὶࠊࡾ࡞㧗➼ᩍ⫱ࡀ㐍ࠋࡿ࠸࡛ࢇ

ࢣࡀㆤᏛ┳ࠊ≉ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀດຊࠊࡾ࠶ᒙᚲせ୍࡛ࡾࡼࡀᏛၥࡢㆤᏛ┳ࠊࡅࡔࢀࡑ

ࢇ┒ࡀ✲◊ᗋ⮫ࡧࡼ࠾♏ᇶࡓࡋࡊ᰿㊶ㆤᐇ┳ࠊࡽࡇࡿ࠶ᐇ㊶⛉Ꮫ࡛ࡾ࠶Ꮫၥ࡛ࡿࡍ㏣ồࢆ

ࡶࡇࡿ࠶ྍḞ࡛࡚ࡗ❧☜ࡢ࡚ࡋᏛၥࡢㆤᏛ┳㧗ᗘࡢ㉁ࡢ㊶ㆤᐇ┳ࠊࡀࡇࡿࢀࢃ⾜

ᾋࡁ᙮ࠋࡓࡗ࡞ࡾ 

௨ୖࢆ㋃ࠊ࡚࠼ࡲᮏ◊✲⛉࡛ࡣᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝ࢆタ⨨ࠊࡋ┳ㆤᢏ⾡ࢫࣥࢹࣅ࢚ࡢᐇドࡢࡵࡓࡢ

⨨タࢆᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝ࡿࡍ✲◊ࢆㄢ㢟ࡢ㊶ㆤᐇ┳ࢆど㍈ࡢ✲◊⫱ᩍࡢ᪉୍࠺ࡶࠊࡓࡲࠊ࠸⾜ࢆ✲◊

ࠊ⢭⚄┳ㆤᏛࠊẕᛶ┳ㆤᏛࠊᑠඣ┳ㆤᏛࠊᡂே࣭⪁ᖺ┳ㆤᏛࠊᇶ♏┳ㆤᏛࡣ⛬ᩍ⫱ㄢࡢࡽࢀࡇࠋࡿࡍ

ᆅᇦ┳ㆤᏛࡢ㡿ᇦࡿࡅ࠾Ꮫ㒊ᩍ⫱ࢆᇶ♏ࡽࡉࠊ㧗ᗘ࡞ᑓ㛛ⓗ▱㆑ࠊᢏ⾡ࢆಟᚓࠊࡓࡲࠊࡋ
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㧗ᗘ࡞ᑓ㛛⫋࡚ࡋά㌍ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞ᇶᮏⓗ◊✲ᩍ⫱⬟ຊࢆ᭷ࡿࡍேᮦࢆ⫱ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ⓗ

 ࠋࡓࡋᡂ⦆ࢆ⛬ㄢ࡚ࡋ

 

2222㸧㸧㸧㸧ᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂࡢࡢࡢࡢయ⣔య⣔య⣔య⣔    

ᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝ཬࡧᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝(㹁㹌㹑ࡴྵࢆ)2ศ㔝ࢆタ⨨ࠋࡿࡍ 

ᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝ᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝ᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝ᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝㸸┳ㆤᏛࡾࡼࡢ㧗ᗘ࡞⛉ᏛᏛၥࡢ࡚ࡋయ⣔୍ࡢຓࠊ࡚ࡋ┳ㆤᏛ᭷⏝

࡙࡞Ꮫⓗ⛉ࡢ⾡ㆤᢏ┳ࠊࡧᏛࢆㆤᙧែᶵ⬟Ꮫ┳࡚࠸ࡘᐇ㦂ⓗ◊✲ᡭἲ࡞⬟ྍ⏝ࡀ⫋ㆤ┳ࡘ

┳ࡿࡺࡽ࠶ࠊࡽࡉࠋ࠺⾜ࢆ✲◊ᐇ㦂ⓗࡿࡍ㛵Ᏻᛶࡢ⾡ㆤᢏ┳ࠊࡸ✲◊ᐇドⓗࡢࡵࡓࡿᚓࢆࡅ

ㆤ⌧㇟ࡢ⛉Ꮫⓗゎ᫂ࠊ࡚ࡋ࣐࣮ࢸ✲◊ࢆᐇドⓗ✲◊࡞ᇶ࡙ࡓ࠸᪂࡞ࡓ┳ㆤᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨ◊✲ࢆ⾜

 ࠋ࠺

ᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝ᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝ᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝ᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝㸸ከᵝ࣭」㞧ࡿࡍ┳ㆤᶵ⬟ⓗ☜ᑐᛂ࡛ࡿࡁ㧗ᗘ࡞┳ㆤᐇ㊶ᐇ⌧ࡢࡵࡓࡢᑓ

㛛ⓗ࡞▱㆑ࡸᢏ⾡ࢆಟᚓࠊࡓࡲࠋࡿࡍ┳ㆤᐇ㊶ୖࡢㅖၥ㢟ࡢᐇែᢕᥱࡸᵓ㐀ศᯒࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ⛉Ꮫⓗ

┳άᨭ⏕ࠊࡣศ㔝ࡢࡇࠋࡿࡍᡂ⫱ࢆⓗ⬟ຊ✲◊ࡿࡁ࡛ࡢࡇࡴ⤌ࡾྲྀㄢ㢟ゎỴㄽ⌮ⓗࡘ

ㆤᏛ㡿ᇦࠊⓎ㐩ᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦࠊ⢭⚄┳ㆤᏛ㡿ᇦ3ࡢ㡿ᇦࠋࡃ࠾ࢆ」㞧࡛㛗ᮇࡿࡍၥ㢟ࢆᢪ࡚࠼

ᒚಟྍࢆࢫ࣮ࢥ㹁㹌㹑ࡢᛶᝈ┳ㆤ៏ࡍᣦ┠ࢆ㛤Ⓨࡢᐇ㊶᪉ἲ㊶ᐇࡢㆤ┳ࡢ⪅ᛶᝈᝈ៏ࡿ࠸

 ࠋࡿࡍ⬟

 ௨ୗタ⨨ணᐃ⛉┠ࠋࡍ♧ࢆ 

㡿ᇦ タ⨨⛉┠ ༢ 

ඹ㏻㑅ᢥ⛉┠ ಖ⤫ィᏛ≉ㄽ 

ᩍ⫱᪉ἲᏛ≉ㄽ 

Ⓨ㐩ᚰ⌮Ꮫ≉ㄽ 

 ㄽ≉ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝

ᰤ㣴⏕⌮Ꮫ≉ㄽ 

㞀ᐖ⪅ᨭ≉ㄽ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

ᑓ㛛ඹ㏻⛉┠ ┳ㆤᏛ◊✲ἲ≉ㄽ 

┳ㆤ⌮ㄽ≉ㄽ 

┳ㆤ⌮≉ㄽ 

┳ㆤᙧែᶵ⬟Ꮫ 

 ㄽ≉ࣥࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉࢫࣝ࣊

 ㄽ≉ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣝࢧࣥࢥ

┳ㆤ⟶⌮Ꮫ≉ㄽ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 
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基
礎
看
護
科
学
分
野

基
礎
看
護
科
学
分
野

基
礎
看
護
科
学
分
野

基
礎
看
護
科
学
分
野    

 

ᇶ┙ᐇド┳ㆤᏛ㡿ᇦ 

(ㄽᩥࢫ࣮ࢥ) 

┳ㆤ⏕యሗᏛ≉ㄽ 

┳ㆤ⏕యሗᏛ₇⩦ 

ᛂ⏝┳ㆤᢏ⾡Ꮫ 

ᛂ⏝┳ㆤᢏ⾡Ꮫ₇⩦ 

┳ㆤᏛ≉ู◊✲㸦ᇶ┙ᐇド┳ㆤᏛ㸧 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

8༢ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛ≉ㄽ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛຓ≉ㄽϨ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛ₇⩦Ϩ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛຓ≉ㄽϩ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛ₇⩦ϩ 

ᡂே࣭⪁ᖺ┳ㆤᏛ≉ㄽ 

ᡂே࣭⪁ᖺ┳ㆤᏛ₇⩦ 

ᆅᇦ┳ㆤᏛ≉ㄽ 

‐ᆅᇦ⤌⧊άືㄽ‐ 

ᆅᇦ₇ࢣࢫࣝ࣊⩦ 

┳ㆤᏛ≉ู◊✲㸦⏕άᨭ┳ㆤᏛ㸧 

2༢ 

2༢ 

3༢ 

2༢ 

3༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

 

2༢ 

8༢ 

⏕άᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦ 

(ㄽᩥࢫ࣮ࢥ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(㹁㹌㹑ࢫ࣮ࢥ:៏ᛶᝈ┳ㆤᏛ) ៏ᛶᝈ┳ㆤᏛ≉ㄽ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛຓ≉ㄽϨ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛ₇⩦Ϩ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛຓ≉ㄽϩ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛ₇⩦ϩ 

ᡂே࣭⪁ᖺ┳ㆤᏛ≉ㄽ 

ᡂே࣭⪁ᖺ┳ㆤᏛ₇⩦ 

ᆅᇦ┳ㆤᏛ≉ㄽ 

‐ᆅᇦ⤌⧊άືㄽ‐ 

ᆅᇦ₇ࢣࢫࣝ࣊⩦ 

ㄢ㢟◊✲ 

៏ᛶᝈ┳ㆤᏛᐇ⩦ 

2༢ 

2༢ 

3༢ 

2༢ 

3༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

 

2༢ 

2༢ 

6༢ 

実実実実    

践践践践    

看看看看    

護護護護    

学学学学    
分分分分    

野野野野    

    

Ⓨ㐩ᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦ 

(ㄽᩥࢫ࣮ࢥ) 

 

 

 

 

 

Ⓨ㐩ᨭ┳ㆤᏛ≉ㄽϨ 

Ⓨ㐩ᨭ┳ㆤᏛ≉ㄽϩ 

 ㄽ≉ࢣࢫࣝ࣊ࢬ࣓ࣥ࢘

 ㄽ≉ࢣࣝࢱࢿࣜ࣌

Ⓨ㐩ᨭ┳ㆤᏛ₇⩦Ϩ㸦ᑠඣ㸧 

Ⓨ㐩ᨭ┳ㆤᏛ₇⩦ϩ㸦ẕᛶ㸧 

┳ㆤᏛ≉ู◊✲㸦Ⓨ㐩ᨭ┳ㆤᏛ㸧 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

8༢ 
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3333㸧㸧㸧㸧ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢࡢࡢࡢ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ    

┳ㆤᏛᑓᨷࠊࡣ࡚࠸࠾ᩍ⫱◊✲㡿ᇦ࡚ࡋᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝ᇶ┙ᐇド┳ㆤᏛ㡿ᇦࠊᐇ㊶┳ㆤ

Ꮫศ㔝⏕άᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦࠊⓎ㐩ᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦࠊ⢭⚄┳ㆤᏛ㡿ᇦࡢ 2ศ㔝 4㡿ᇦࠋࡃ⨨ࢆ 

ࢫ࣮ࢥ㸦௨ୗಟኈㄽᩥࢫ࣮ࢥࡿࡍసᡂࢆ㸪ಟኈㄽᩥ࡚࠸࠾ࢀࡎ࠸ࡢ㡿ᇦࡢࡽࢀࡇࠊࡽࡉ

ࠊ៏࡚࠸࠾άᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦ⏕ࠊ㸧ࠋ࠺࠸ ᛶᝈ┳ㆤᏛࡢᑓ㛛┳ㆤᖌࢆ┠ᣦࢫ࣮ࢥࡢࡵࡓࡍ㸦௨

ୗ㹁㹌㹑ࠋ࠺࠸ࢫ࣮ࢥ㸧ࢆタࠋࡿࡅᏛ⏕ࠊࡣධᏛࡢࡽࢀࡇ㡿ᇦཬࢆࢫ࣮ࢥࡧ㑅ᢥࠊࡋᩍ⫱ㄢ⛬

 ࠋࡿࡍᒚಟࢆ

(1) ᮏᑓᨷࡢᩍ⫱ㄢ⛬ࠊࡣᑓ㛛⛉┠ඹ㏻⛉┠࡛ᵓᡂࡽࡉࠋࡿࡍᑓ㛛⛉┠ࡣ㡿ᇦูᑓ㛛⛉┠

┳ㆤᏛඹ㏻⛉┠ศࠋࡿࡅ 

(2) 㡿ᇦูᑓ㛛⛉┠࡛ࠊࡣᣦᑟᩍဨࡢᣦᑟࠊࡾࡼㅮ⩏ཬࢆ⩦₇ࡧ⣔⤫ⓗᒚಟࠊࡋᑓ㛛ศ㔝ࡢ

◊✲⬟ຊࢆ㧗ࠋࡿࡵㅮ⩏ࡣᑐ㇟ࢆ⌮ゎࡢࡵࡓࡿࡍ⌮ㄽࠊᑐ㇟ࢆᨭࡢࡵࡓࡿࡍ┳ㆤ᪉⟇㔜

Ⅼࠊࡣ࡛⩦₇ࠊࡁ⨨ࢆᐇ㦂ࡾࡼࡣ࠸ࡿ࠶ᑓ㛛ⓗ࡞┳ㆤᐇ㊶ࢆ㏻࡚ࡋ⌧ᐇၥ㢟ࢆゎỴࡿࡍၥ㢟

ゎỴ⬟ຊࢆ㧗ࡇࡿࡵ㔜Ⅼࠋࡃ⨨ࢆ 

(3) ᤵᴗ⛉┠୍ࡢ㒊ࠊࡣ࡚࠸ࡘᤵᴗෆᐜࡾࡼࢆ㧗ࠊࡵࡓࡿࡵ㛵㐃ࡿࡍᑓ㛛ᛶࡢ㧗࠸ศ㔝ࡢᩍဨ

ᐃࢆ⪅௵㈐┠⛉ࠊࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉ࡿࡼ᪉ᘧࢫࣂࢽ࣒࢜ࠋࡿࡍ⏝᥇ࢆ᪉ᘧࢫࣂࢽ࣒࢜ࡿࡼ

ࠊࡓࡲࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᣓ⤫ࢆయ┠⛉ࠊ➼ㄪᩚࡿࡅ࠾ㄆᐃࡢ༢ࠊㄪᩚࡢᤵᴗෆᐜࠊࡵ

ㅮ⩏ࡵࡌࡽ࠶࡚࠸࠾ㅮ⩏యࡢ㛵㐃ࢆ᫂ࡣ࡚࠸࠾⩦₇ࠊࡶࡿࡍࡽᢸᙜᩍ

ဨඹྠࠊ࡞࠺⾜ࢆࢫࣥࣞࣇࣥ࢝ࡢᏛ⏕ྛࡀᢸᙜᩍဨ₇ࡢ⩦ෆᐜࡢ㛵㐃ࢆ⌮ゎࡢ⩦₇ࠊࡋ

ຠᯝ࡞࠺ࡼࡿࡀୖࡀ᪉⟇ࠋࡿࡍࡇࡿࢆ 

(4) ᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝ࡕ࠺ࡢ⏕άᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦ៏ࡢᛶ┳ㆤᏛ㹁㹌㹑ࠊࡣ࡛ࢫ࣮ࢥ㝔➼࡚࠸࠾

㹁㹌㹑ᑐᛂࡓࡋᐇ⩦ࠋࡿࡍࡇ࠺⾜ࢆ 

(5) ┳ㆤᏛ≉ู◊✲ࠊࡣᇶ┙ᐇド┳ㆤᏛ㡿ᇦࠊ⏕άᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦࠊⓎ㐩ᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦࠊ⢭

⚄┳ㆤᏛ㡿ᇦࡢ୰ࡽ◊✲ㄢ㢟ࢆ㑅ᢥࢆࢫࢭࣟࣉ✲◊ࠊࡋᐇ㊶ࠊࡋಟኈㄽᩥࢆసᡂࠋࡿࡍ 

(6) ㄢ㢟◊✲ࠊࡣ㹁㹌㹑ࢆࢫ࣮ࢥ㑅ᢥࡀ⪅ࡿࡍᒚಟ៏ࠊࡋᛶᝈ┳ㆤᏛࡢᐇ⩦ᐦ᥋࡞㛵ಀࢆ᭷

 ࠋࡿࡍసᡂࢆㄽᩥ࠸⾜ࢆ✲◊࡚ࡋ㛵ᐇ㊶ⓗㄢ㢟ࡢᐃ≉ࡿࡍ

(7) ᑓ㛛ඹ㏻⛉┠ྛࠊࡣ㡿ᇦඹ㏻ࡢᇶ♏ࡽ┠⛉ࡿ࡞ᵓᡂࠋࡿࢀࡉ㹁㹌㹑ࢆࢫ࣮ࢥ㑅ᢥࡿࡍ

Ꮫ⏕ࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ┳ㆤ⌮ㄽ≉ㄽ ㆤᏛ◊✲ἲ≉ㄽ┳ࠕࠊࠖ ㆤ⌮≉ㄽ┳ࠕࠊࠖ ㆤ⟶⌮Ꮫ≉ㄽ┳ࠕࠊࠖ ࠊࠖ

ࡋ㑅ᢥࡣᣦᐃཪࢆ┠⛉ࡿࡍ㛵㐃ᑓᨷ㡿ᇦࡽࡉࠊࡋᚲಟࡣㄽࠖ≉ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣝࢧࣥࢥࠕ

࡚ᒚಟࠋࡿࡍ 

(8) ඹ㏻㑅ᢥ⛉┠ࠊࡣᮏᑓᨷඹ㏻ࠊ࡛┠⛉ࡢಖ་⒪㛵ࡿࢃ㧗ᗘᑓ㛛⫋ᴗேࡓࡲࠊ࡚ࡋᩍ

ᒚಟࠊ࡚ࡋⓗ┠ࢆࡇࡿࡵ῝ࢆゎ⌮ࡿࡍ㛵ே㛫࣭♫࣭་⒪ࡿࢀࡉせồ࡚ࡋ⪅✲◊⫱

⢭⚄┳ㆤᏛ㡿ᇦ 

(ㄽᩥࢫ࣮ࢥ) 

 

 

⢭⚄ಖᏛ≉ㄽ 

⮫ᗋ⢭⚄┳ㆤᏛ≉ㄽ 

⢭⚄┳ㆤᏛ₇⩦ 

┳ㆤᏛ≉ู◊✲㸦⢭⚄┳ㆤᏛ㸧 

2༢ 

2༢ 

2༢ 

8༢ 
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 ࠋࡿࡍ

    

㸷㸷㸷㸷㸬㸬㸬㸬ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊࠼࠼࠼࠼⪄⪄⪄⪄ࡢࡢࡢࡢ᪉ཬ᪉ཬ᪉ཬ᪉ཬࡧࡧࡧࡧ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ    

 

1111㸧㸧㸧㸧ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊    

ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ࡢᏛ㝔タ⨨ᑂᰝᇶ‽ಖ⾨⏕㛵ಀࠊࡤࢀࡼ◊✲ㄽᩥᣦᑟᩍဨ(○ྜ)ࡀ 6ྡ௨ୖࡇࠊ

᪉࠼⪄ࡢᩍ⫱ㄢ⛬⦅ᡂࡧࡼ࠾⨨ᮏ◊✲⛉タࠊࡽࡇࡿ࠶ேᩘᚲせ࡛ྠࡀ(ྜ)ᩍဨࡿࡍຓ⿵ࢆࢀ

≉Ⰽࡓࡏࢃྜᩍဨ⤌⧊ࢆ⦅ᡂࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿࡍᩍᤵ9ྡࠊᩍᤵ6ྡཬࡧㅮᖌ1ྡྜィ16ྡࡶࢆ

වᢸᩍဨࠊ⪅ඹ㏻⛉┠ᢸᙜࢆᮏᏛ◊✲⛉ᑓ௵ᩍဨࠊࡣ࡛⛉✲◊ᮏࡓࡲࠋࡿࡍᵓᡂࢆ⧊⤌ᩍဨ࡚ࡗ

ࠊࡇࡿࢃᦠ⫱ᩍࡢ⛉✲◊ࡀᑓ௵ᩍဨࡢ௨ୖᩘ༙ࡢᏛ㒊ᩍဨࡽࡉࠋࡿࡍࡇࡿࡵྵ࡚ࡋ

ኪ㛤ㅮไ࡛ࠊ࡞ࡇࡿ࠶ᩍဨࡢ㈇ᢸࡣࡀࡇࡿ࡞ࡃࡁண ࡛≉ࠊࡵࡓࡿࡁᏛ㒊ᩍ⫱ࡢ㈇ᢸ

㍍ῶ㛵ࡿࡍ㓄៖ࠊࡽᐇ⩦ࡿࢃຓᩍ2ྡࡢቑဨࠋࡿࡍࢆලయⓗࡣᏛ㒊ᩍ⫱࡛ࡢᢸᙜ⛉┠

┠⛉ࢫࣂࢽ࣒࢜ࡀ┠⛉ࡢࡃከࠊࡾ࠶࡛┠⛉ᖺ㛫11.4ࡣィ༢⣧ᖹᆒྜࡢᩘ┠⛉ᢸᙜࡢ࡛⛉✲◊ᩘ

ࠊᡂேࠊ♏ᇶ࠸ከࡢᩘ┠⛉Ꮫ㒊ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿᅇୖࢆᖺ㛫12⛉┠ᢸᙜࡢᮏᏛつᐃࠊࡵࡓࡿ࡞

ᆅᇦ㡿ᇦࠊࡾࡼࡶࡣᩍဨᩘࡢከ࠸㡿ᇦ࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶ᢸᙜᩍဨࡢ㐣㔜㈇ᢸࡣ㑊ࡿࢀࡽࡅぢ㏻࡛ࡋ

Ꮫࠊࡋ⨨㓄ࢆᩍᤵࡢ㸯ྡ࠺ࡶᢸᙜ㡿ᇦࠊࡣ࡚࠸ࡘࡇࡿࢀࡲྵ⧊⤌ᩍဨࡀᏛ㛗ࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠶

㛗ᴗົᨭ㞀࠺ࡼ࠸࡞ࡌ⏕ࢆ㓄៖ࠋࡓࡋ    

ᡂᖺࠊࡀ࠸࡞࠸ࡣࡢࡶࡿࡍゐ⛬ᮏᏛᐃᖺつ࡛ࡲᡂᖺᗘࠊࡣ࡚࠸ࡘᩍဨࡿࡍ௵ᑵࡓࡲ 

ᗘᚋࠊᑓ௵ᩍဨࡢୡ௦௦ࢆࡘィ⏬ⓗᐇ⾜ࠊ࡛ࡇࡃ࠸࡚ࡋᖺ㱋ᵓᡂࢀࡢࢫࣥࣛࣂࡀ

 ࠋࡃ࠸࡚ࡵດ࠺ࡼࡿ࡞ࡢࡶࡓ

㈨ᩱ㸫㸲 Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᩍ⫋ဨ௵⏝つ⛬ 

    

2)2)2)2)    ᩍဨᵓᡂᩍဨᵓᡂᩍဨᵓᡂᩍဨᵓᡂ    

ᩍဨ⤌⧊ࡢᴫせ ᩍᤵ㸯ᒣᮏ┿༓Ꮚ(༤ኈ࣭་Ꮫ) 

ᩍᤵ㸰ὠ⏣ⱱᏊ(ಟኈ࣭་⛉Ꮫ) 

ᩍᤵ㸱ᰗ⃝ᑦ௦(༤ኈ࣭┳ㆤᏛ) 

ᩍᤵ㸲ᆏỤ༓ᑑᏊ(༤ኈ࣭┳ㆤᏛ) 

ᩍᤵ㸳▼㘠ᆂᏊ㸦ಟኈ࣭ࣜࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ㸧 

ᩍᤵ㸴ᑠᯇ⨾✑Ꮚ㸦ಟኈ࣭ே㛫⛉Ꮫ㸧 

ᩍᤵ㸵⸨ᮧ┿ᘪ(Ꮫኈ࣭┳ㆤᏛ) 

ᩍᤵ㸶㛗ྜྷᏕᏊ㸦Ꮫ⾡ಟኈ㸧 

ᩍᤵ㸷ᆏ㛫ఀὠ⨾ (ಟኈ࣭ಖᏛ) 

ᩍᤵ10┤ᡂὒᏊ(ಟኈ࣭┳ㆤᏛ) 

ᩍᤵ11ᒣᓊ༓ᜨ(Ꮫ⾡ಟኈ) 

ᩍᤵ12ஂಖᕝ┿⏤⨾(ಟኈ࣭┳ㆤᏛ) 
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10101010㸬㸬㸬㸬ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱࣭࣭࣭࣭ᣦᑟᣦᑟᣦᑟᣦᑟࡢࡢࡢࡢ᪉ἲ᪉ἲ᪉ἲ᪉ἲཬཬཬཬࡧࡧࡧࡧಟせ௳ಟせ௳ಟせ௳ಟせ௳    

    

1111㸧㸧㸧㸧ᒚಟᇶ‽ཬᒚಟᇶ‽ཬᒚಟᇶ‽ཬᒚಟᇶ‽ཬࡧࡧࡧࡧᒚಟ᪉ἲᒚಟ᪉ἲᒚಟ᪉ἲᒚಟ᪉ἲ    

 ᮏᑓᨷࠊࡣ࡚࠸࠾ಟኈㄽᩥࠊࡢࢫ࣮ࢥᐇ㊶┳ㆤᏛศ㔝࡛៏ᛶᝈ┳ㆡᏛࡢ㹁㹌㹑ࢫ࣮ࢥ

ࡣ࡛ࢫ࣮ࢥྛࠋࡿࡍࡇ࠺⾜ࢆ✲◊ㄢ㢟ࡧᐇ⩦ཬ࡚࠼௦ಟኈㄽᩥࡣ࡛ࢫ࣮ࢥ㹁㹌㹑ࠊࡅタࢆ

ᑓ㛛ඹ㏻⛉┠ࠊ㡿ᇦูᑓ㛛⛉┠ࠊඹ㏻㑅ᢥ⛉┠ཬࡧ≉ู◊✲㸦ཪࡣᐇ⩦ཬࡧㄢ㢟◊✲㸧ࢆḟࡼࡢ

ィྜࠊࡋ㑅ᢥࡾࡼ‽ᇶ࡞࠺ 30༢௨ୖ(㹁㹌㹑ྜࡣ࡛ࢫ࣮ࢥィ 34༢௨ୖ)ࢆᒚಟࠋࡿࡍᒚಟ

                 ࠋࡍ♧ูࡣ࡚࠸ࡘࣝࢹࣔ

㈨ᩱ㸫㸳 ᒚಟࣔࣝࢹ 

 

ᙜࠊࡀ⪅௵㈐┠⛉ࠊࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉ࡢ᪉ᘧࢫࣂࢽ࣒࢜ࠊ࡚ࡗࡓ࠶༢ㄆᐃࡢ┠⛉ࡢࡽࢀࡇ

ヱᤵᴗࢆᢸᙜࡿࡍࡢᩍဨㄪᩚࠊୖࡢ༢ࡢㄆᐃࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆ 

㸦ࡢࡈࢫ࣮ࢥᒚಟᇶ‽㸧 

⛉┠༊ศ ಟኈㄽᩥࢫ࣮ࢥ CNSࢫ࣮ࢥ 

┳ㆤᏛᑓ㛛ඹ㏻⛉┠ 㑅ᢥᚲಟ 8༢㸨 12༢㸨㸨 

㡿ᇦูᑓ㛛⛉┠ 㑅ᢥᚲಟ 8༢ 8༢ 

┳ㆤᏛ≉ู◊✲ 8༢  

ᐇ⩦  6༢ ≉ู◊✲➼ 

ㄢ㢟◊✲  2༢ 

ඹ㏻㑅ᢥ⛉┠ 6༢ 6༢ 

ྜィ 30༢ 34༢ 

㸨┳ㆤ⌮ㄽ 2༢㸪┳ㆤᏛ◊✲ἲ 2༢ 

㸨㸨┳ㆤ⌮ㄽ 2༢㸪┳ㆤᏛ◊✲ἲ 2༢㸪┳ㆤ⌮ 2༢㸪┳ㆤ⟶⌮ 2༢㸪 

ㄽ≉ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝   2༢ 

    

2222㸧㸧㸧㸧ᒚಟᣦᑟཬᒚಟᣦᑟཬᒚಟᣦᑟཬᒚಟᣦᑟཬࡧࡧࡧࡧ◊✲ᣦᑟ◊✲ᣦᑟ◊✲ᣦᑟ◊✲ᣦᑟࡢࡢࡢࡢ᪉ἲ᪉ἲ᪉ἲ᪉ἲ    

Ꮫ⏕ࡢᤵᴗᩱ┠ࡢᒚಟཬࡢ✲◊ࡧᐇࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶Ꮫ⏕ࡢᕼᮃࡿࡍ㡿ᇦࡢ୰ࡽᏛ⏕ࡈ

✲◊࡞ᇶᮏⓗࡸᐇ㊶⬟ຊ࡞ᚲせ࡚ࡋ⫋་⒪ᑓ㛛࡞㧗ᗘࡢ㡿ᇦྛࡀ⏕Ꮫࠊ࡚ࡵᐃࢆᣦᑟᩍဨ

⬟ຊ➼ࢆ㌟࠺ࡼࡿࢀࡽࡅࡘᣦᑟࠋࡿࡍ 

Ꮫ⏕ࡀධᏛࠊࡽ࡚ࡋಟኈㄢ⛬ࢆಟࡢ࡛ࡲࡿࡍᒚಟᣦᑟཬࡧ◊✲ᣦᑟࠊࡣḟ࡞࠺ࡼࡢ᪉ἲ࣭

ᩍᤵ13బ⸨㒔ஓᏊ(ಟኈ࣭┳ㆤᏛ) 

ᩍᤵ14ᰩཎຍ௦ (ಟኈ࣭་Ꮫ) 

ᩍᤵ15ᰩ┒㡲㞞Ꮚ㸦༤ኈ࣭་Ꮫ㸧 

ㅮ ᖌ16ᯇ⃝᫂⨾㸦༤ኈ࣭࣭ࢣ࣐࣮ࣥࣗࣄ⛉Ꮫ㸧 



16 

 ࠋࡿࡍࡇ࠺⾜࡛࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ

(1) ᣦᑟᩍဨࡢỴᐃ㸦1ᖺḟ 4᭶㸧 

① Ꮫ⏕ࠊࡣධᏛ┤ᚋᕼᮃࡿࡍ◊✲㡿ᇦཬࡧᣦᑟᩍဨྡࢆ◊✲⛉ጤဨᥦฟࠋࡿࡍ 

② ◊✲⛉ጤဨࠊࡣᏛ⏕ࡢᕼᮃࠊࡶࢆᑓ௵ᩍဨࡽࡕ࠺ࡢᏛ⏕ࠊࡈᙜヱᏛ⏕ࡢᣦ

ᑟࡶ᭱㐺ࡿࡍᣦᑟᩍဨ  ࠋࡿࡍ▱㏻⏕ᏛࠊࡋỴᐃࢆ1ྡ

(2) ᒚಟᣦᑟཬࡧ◊✲ㄢ㢟ࡢỴᐃ㸦1ᖺḟ 4᭶㸧 

① ᣦᑟᩍဨࠊࡣᏛ⏕ࡢᕼᮃࠊࡽࡀ࡞ࡁ⪺ࢆᒚಟࣔࠊ࡚࠸⏝ࢆ➼ࢫࣂࣛࢩࡸࣝࢹᏛ⏕ࡢ◊✲

ࠎᏛ⏕ಶ࡞┠⛉ᤵᴗ࠺㣴ࢆᇶ♏Ꮫຊ࡞ᚲせ࡚ࡋᴗே⫋ࠊ┠⛉ᤵᴗࡿ࡞᥋ᚲせ┤

 ࠋࡿࡍᣦᑟࢆᒚಟࡢᤵᴗᩱ᪥ࡓࡋ㐺

② ᣦᑟᩍဨࠊࡣᏛ⏕ࡢᤵᴗᩱ᪥ࡢ㑅ᢥࠊࡎࡽࡲᏛ⏕ࡢᏛၥⓗ㛵ᚰࢆ༑ศⓎᒎࡏࡉ

ࡿࢀࡉ㐩ᡂࡀᒚಟࡢ⛬ᩍ⫱ㄢࡽࡀ࡞ࡋᢕᥱࢆ➼㐍⾜≧ἣࡢ✲◊ࠊᏛಟࠊࡋ㓄៖ࡇࡿ

 ࠋࡿࡍࡇ࠺⾜ࢆ㝶ᣦᑟࠊ࠺ࡼ

③ ᣦᑟᩍဨࠊࡣᏛ⏕ࡀᕼᮃࡿࡍ◊✲ㄢ㢟ࠊᣦᑟᩍဨࡢᑓ㛛ᛶࠊᣦᑟ⎔ቃ➼຺ࢆࠊ࡚ࡋᏛ

 ࠋࡿࡍ▱㏻ጤဨ⛉✲◊ࠊࡋỴᐃࢆㄢ㢟✲◊ࡢ⏕ᙜヱᏛࡽࡀ࡞ࡋㄯ┦⏕

(3) ◊✲ィ⏬ࡢ❧ཬࡢࡑࡧᣦᑟ㸦1ᖺḟ 5᭶㹼9᭶㸧 

① Ꮫ⏕ࠊࡣỴᐃࡓࡋ◊✲ㄢ㢟ࡢ࡚࠸ࡘ◊✲ィ⏬ࢆ❧ࠋࡿࡍ 

② ᣦᑟᩍဨࠊࡣᏛ⏕ࡢ◊✲ィ⏬ࡢ❧ࡢ✲◊ࠊ࡚ࡗࡓ࠶᪉ἲㄽᩥࠊ⊩᳨⣴ࡢ᪉ἲᩥࠊ⊩

ᢒㄞ➼ࠊࡾࡼᏛ⏕ࡢ◊✲ィ⏬❧ࢆᣦᑟࠋࡿࡍ 

(4) ◊✲⌮ᑂᰝࡢࡑᣦᑟ㸦1ᖺḟ 10᭶㹼2ᖺḟ 4᭶㸧          

① Ꮫ⏕ࠊࡣ◊✲ィ⏬ᚑࢆ✲◊࠸㐙⾜ࠊࡾࡓ࠶ࡿࡍⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ◊✲⌮ᣦ㔪(㈨

ᩱ㸫㸴)ࢆ㋃ࠊ࠼ࡲⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⌮ᑂᰝጤဨ(㈨ᩱ㸫㸵)ᑂᰝ⏦ㄳ᭩ࢆసᡂ࣭

⏦ㄳࠊࡋᢎㄆࢆᚓࠋࡿ 

② ᣦᑟᩍဨࠊࡣ⌮ᑂᰝጤဨᥦฟࡿࡍᑂᰝ⏦ㄳ᭩ࡢసᡂ࣭⏦ㄳ࣭ᢎㄆࡿ࠺ࢆᡭ⥆ࢆࡁ

ᣦᑟࠋࡿࡍ 

㈨ᩱ㸫㸴 Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ◊✲⌮ᣦ㔪 

㈨ᩱ㸫㸵 Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⌮ᑂᰝጤဨ 

 

ᣦᑟ㸦1ᖺḟࡢࡑࡧ㐙⾜ཬࡢ✲◊ (5) 10᭶㹼2ᖺḟ 9᭶㸧 

① Ꮫ⏕ࠊࡣ◊✲ィ⏬ᚑࢆ✲◊࠸㐙⾜1ࠋࡿࡍᖺḟ࡛ࠊࡣᩥ⊩ㄪᰝࠊඛ⾜◊✲ࠊ⌮ᩚࡢ

௬ㄝࡢタᐃࠊ࠸⾜ࢆ◊✲᪉ἲࢆ㑅ᢥࠊࡋணഛᐇ㦂 ㄪ࣭ᰝ➼ࢆᐇ2ࠋࡿࡍᖺḟᙜึࠊࡣ

ᮏ◊✲ࢆ㛤ጞࢱ࣮ࢹࠊࡋ㞟࣭ゎᯒ➼ࠊ࠸⾜ࢆ◊✲ᡂᯝࠋࡿࡵࡲࢆ 

② ᣦᑟᩍဨࡢ✲◊ࡾࡼ࣮ࢼ࣑ࢭࠊࡣ㐍ᗘ☜ㄆᩥࠊ⊩ᢒㄞ➼ࠊ࠺⾜ࢆᐇ㦂ᣦᑟ࣭ࣇ

⾜ࢆᣦᑟࡢ⾜㐙✲◊ࠊ࡞ᐇᆅᣦᑟࠊ㞟࣭ゎᯒᣦᑟࢱ࣮ࢹࠊ᭩౫㢗ᩥࠊ⤂ࡢࢻ࣮ࣝ

 ࠋࡿࡍᣦᑟࢆ᪉ࡵࡲࡢᡂᯝ✲◊ࠊ࠸

సᡂ≧ἣ㸦1ࡢ⏬ィ✲◊ࡢ⏕Ꮫࡣጤဨ⛉✲◊ࡧᣦᑟᩍဨཬࠊ୰㛫࡛ࡢ⾜㐙ࡢ✲◊ ③ ᖺḟ

1᭶㸧ࡢ✲◊ࠊ㐍⾜≧ἣ㸦2ᖺḟ 6᭶㸧ࢆ☜ㄆࠊࡋᏛ⏕ࡢ✲◊ࡢ㐍⾜≧ἣᛂࡓࡌᣦᑟࢆ
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 ࠋ࠺⾜

(6) ᰝཬࡧᰝࡢỴᐃ㸦2ᖺḟ 7᭶㸧 

① ◊✲⛉ጤဨ2ࠊࡣᖺḟ 7᭶࡛ࡲᏛ⏕✲◊ࡢಀࡿᰝ 1ྡཬࡧᰝ ࠊࡋỴᐃࢆ2ྡ

Ꮫ⏕㏻▱ࠋࡿࡍ 

② ᰝࠊࡣᏛ⏕ࡢᣦᑟᩍဨ௨እ࡛Ꮫ⏕ࡢ◊✲ㄢ㢟㏆࠸ᑓ㛛㡿ᇦࡢᩍဨࡽ㑅ᐃࠊࡋᰝ

ࡕ࠺ࡢ2ྡ ࡢࠊほⅬ࡛ࡢࡿࡍㄆ☜ࢆ᪉ἲ✲◊ࡣ1ྡ 㡿࠸㏆ㄢ㢟✲◊ࡢ⏕Ꮫࡣ1ྡ

ᇦ࡛ᰝࡿ࡞␗ほⅬࡢࡽᑂᰝࡿࡁ࡛ࡢࡇ࠺⾜ࢆᩍဨࢆ㑅ᐃ࠺ࡼࡿࡍດࠋࡿࡵ

ᰝཬࡧᰝࡣ◊✲ᢸᙜࡢ㈨᱁ࢆ᭷ࡿࡍᩍဨ㸦○ྜᩍဨ㸧ࡢ୰ࡽ㑅ᐃࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍᙜヱᏛ

 ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿ࡞ᰝࡧᰝཬࡣᣦᑟᩍဨࡢ⏕

(7) ୰㛫Ⓨ⾲㸦2ᖺḟ 10᭶㸧 

① ◊✲⛉ጤဨࠊࡣබ㛤ࡢ୰㛫Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࠋࡿࡍཧຍ⪅ࠊࡣᮏᏛࡢᩍဨࠊಟኈㄢ⛬Ꮫ

⏕ 1࣭2ᖺḟဨࠊᏛ㒊Ꮫ⏕ࡢᕼᮃ⪅ࠊඹྠ◊✲ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆሙྜࡢඹྠ◊✲⪅➼ࡍ

 ࠋࡿ

② Ꮫ⏕ࡣ㸪ࡢ࡛ࡲࢀࡇ◊✲ᡂᯝࠊࡵࡲࡾࢆබ㛤Ⓨ⾲࡚࠸࠾Ⓨ⾲ࠋࡿࡍ 

③ ᰝཬࡧᰝࠊࡣⓎ⾲ෆᐜ㛵ࡿࡍၥ㢟Ⅼ➼࡚࠸ࡘᣦᑟࠊࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆᣦᑟᩍဨࡣ

ᰝཬࡧᰝࡽᣦࡓࢀࡉၥ㢟Ⅼ➼ࡢゎỴ᪉ἲ➼ࡢ࡚࠸ࡘᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

④ Ꮫ⏕ࠊࡣၥ㢟Ⅼ➼ࡢᣦࠊࡅཷࢆᚲせᛂࠊ࡚ࡌ㏣ຍᐇ㦂࣭ㄪᰝࠊ㏣ຍศᯒ➼ࠊ࠸⾜ࢆ

 ࠋࡿࡏࡉᡂࢆ✲◊

⑤ ㏣ຍᐇ㦂࣭ㄪᰝࠊ㏣ຍศᯒ➼ࠊࡣ࡚࠸ࡘᣦᑟᩍဨࡀᣦᑟࠋࡿࡍ 

(8) ಟኈㄽᩥࡢసᡂཬࡢࡑࡧᣦᑟ㸦2ᖺḟ 10᭶㹼1᭶㸧 

① Ꮫ⏕ࠊࡣ୰㛫Ⓨ⾲ࡢ࡛ࡲ◊✲ᡂᯝࠊࡶࢆಟኈㄽᩥࡢసᡂࢆ㛤ጞࠊࡋⓎ⾲࡛ࡢ㉁ࠊ

ᰝཬࡧᰝࡢࡽᣦᑟࡾྲྀࢆ࡞ධࢆ✲◊ࠊࢀᡂࠊࡏࡉಟኈㄽᩥࠋࡿࡵࡲࢆ 

② ᣦᑟᩍဨࠊࡣᏛ⏕ࡢಟኈㄽᩥసᡂࠊ࡚࠸ࡘㄽᩥࡢయᵓᡂࠊ㈨ᩱ࣭ᩚࡢࢱ࣮ࢹ⌮ἲࠊ

ᅗ࣭⾲ࡢసᡂᩥࠊ⊩᳨⣴ࠊ࡞ㄽᩥࢆᡂࡢ࡛ࡲࡿࡍᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

(9) ◊✲Ⓨ⾲㸦2ᖺḟ 1᭶㸧 

① ◊✲⛉ጤဨࠊࡣಟኈㄽᩥಀࡢ✲◊ࡿⓎ⾲ࡢሙࠊ࡚ࡋබ㛤ࡢ◊✲Ⓨ⾲ࢆ㛤ദࠋࡿࡍ

ཧຍ⪅ࡣ୰㛫Ⓨ⾲ࡢሙྜྠᵝ࡛ࠋࡿ࠶ 

② Ꮫ⏕ࠊࡣ୰㛫Ⓨ⾲࡛ࡢၥ㢟Ⅼࡢᑐᛂ➼ࢆ✲◊࡚ࡵྵࢆᡂࠊࡏࡉ◊✲Ⓨ⾲࡚࠸࠾

Ⓨ⾲ࠋࡿࡍ 

③ ᰝཬࡧᰝࠊࡣⓎ⾲ෆᐜ㛵ࡿࡍၥ㢟Ⅼ➼࡚࠸ࡘᣦᑟࠊࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆᣦᑟᩍဨࡣ

ᰝཬࡧᰝࡽᣦࡓࢀࡉၥ㢟Ⅼ➼ࡢゎỴ᪉ἲ➼࡚࠸ࡘᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

④ Ꮫ⏕ࠊࡣᰝཬࡧᰝࠊ୪ࡧᣦᑟᩍဨࡢᣦᑟ࡚ࡅཷࢆၥ㢟Ⅼ➼ࢆゎỴࠊࡋಟኈㄽᩥࢆ

ᡂࠋࡿࡏࡉ 

(10)  ಟኈㄽᩥࡢᥦฟཬ᭱ࡧ⤊ヨ㦂୪ุྰྜࡧᐃ㸦2ᖺḟ 2᭶㹼3᭶㸧 

① Ꮫ⏕ࠊࡣᡂࡓࡏࡉಟኈㄽᩥࢆᡤᐃࡢᮇ᪥㸦2᭶ୖ᪪㸧࡛ࡲᥦฟࠋࡿࡍ 

② ᰝཬࡧᰝࠊࡣᥦฟࡓࢀࡉಟኈㄽᩥࢆᑂᰝࠊ᭱ࡶࡿࡍ ⤊ヨ㦂ࡢࡽࢀࡇࠊ࠸⾜ࢆ
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⤖ᯝࢆ◊✲⛉ጤဨሗ࿌ࠋ᭱ࡿࡍ ⤊ヨ㦂ࠊࡣᥦฟࡓࢀࡉಟኈㄽᩥࡢෆᐜཬࡧᑓ㛛㡿ᇦ

 ࠋ࠺⾜࡚࠸ࡘᏛຊࡿࡍ㛵

③ ◊✲⛉ጤဨࠊࡣᰝཬࡧᰝࡿࡼಟኈㄽᩥࡢᑂᰝཬ᭱ࡧ⤊ヨ㦂ุࡢᐃ⤖ᯝ୪ࡧᙜ

ヱᏛ⏕ࡢ༢ྲྀᚓ≧ἣࡾࡼಟኈㄢ⛬ࡢಟุࢆྰྜ࡚࠸ࡘᐃࠋࡿࡍ 

④ ಟኈㄽᩥࡢᑂᰝᇶ‽㸦㉁ࡢ☜ಖ㸧 

 ࠋࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࢃ㛵ㆤᏛ┳ࡃᗈࡣ࣐࣮ࢸ .1

2. Ꮫ⾡ㄽᩥࡢ࡚ࡋయࠋࡇࡿ࠸࡚ࡗᩚࡀ 

3. ◊✲ෆᐜࡀ⊂ⓗ࡛ࠊ᪂࠸ࡋ▱ぢࡀㄽ⌮ⓗࡢࡑࠊࢀࡉ♧ព⩏ࡀ᫂ࠋࡇࡿ࠶࡛ࡽ 

4. ◊✲⌮ᑂᰝࡢᢎㄆࢆᚓ࡚ࠋࡇࡿ࠸ 

              

(11) ಟኈㄢ⛬ࡢಟཬࡧᏛࡢᤵ㸦2ᖺḟ 3᭶㸧 

① Ꮫ㛗ࠊࡣ◊✲⛉ጤဨุࡢᐃ⤖ᯝᇶ࡙ࠊࡁᏛ⏕ࡢಟኈㄢ⛬ࡢಟࢆㄆᐃࠊࡋಟኈࡢᏛ

ࢆᤵࠋࡿࡍ 

② ᏛࡢᤵࡣᏛグࢆࠋ࠺⾜࡚ࡋ 

 

㈨ᩱ㸫㸶 ᒚಟᣦᑟཬࡧ◊✲ᣦᑟ᪉ἲ࣮ࣗࢪࢣࢫ  ࣝ

    

3333㸧㹁㹌㹑㸧㹁㹌㹑㸧㹁㹌㹑㸧㹁㹌㹑ࡢࡢࡢࡢㄢ㢟ㄢ㢟ㄢ㢟ㄢ㢟ࡢ࡚࠸ࡘࡢ࡚࠸ࡘࡢ࡚࠸ࡘࡢ࡚࠸ࡘᑂᰝཬᑂᰝཬᑂᰝཬᑂᰝཬࡧࡧࡧࡧᩍ⫱◊✲Ỉ‽ᩍ⫱◊✲Ỉ‽ᩍ⫱◊✲Ỉ‽ᩍ⫱◊✲Ỉ‽࡚࠸ࡘ࡚࠸ࡘ࡚࠸ࡘ࡚࠸ࡘ    

ᮏᑓᨷࠊࡕ࠺ࡢ⏕άᨭ┳ㆤᏛ㡿ᇦ៏ࡢᛶ┳ㆤᏛࢆᑓᨷࡿࡍᏛ⏕࡛≉ࠊᙜヱ㡿ᇦࡢ㧗ᗘ࡞ᐇ

㊶⬟ຊࡢಟᚓࢆ┠ᣦࠊࡣࡢࡶࡍᙜ㧁㡿ᇦࡢᐇ⩦ཬࡧ≉ᐃࡢㄢ㢟ࡢ✲◊ࡢ࡚࠸ࡘᑂᰝ࡚ࡗࡶࢆಟ

ኈㄽᩥࡢᑂᰝ௦ࠋࡿࡍࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼ 

ࡇ࠺⾜࡛࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ᪉ἲ࣭࡞࠺ࡼࡢḟࠊࡣᣦᑟ✲◊ࡧᒚಟᣦᑟཬࡿࡍᑐ⏕Ꮫࡢࡽࢀࡇ

 ࠋࡿࡍ㓄៖࠺ࡼࡿࡍಖ☜ࢆ‽ᩍ⫱◊✲Ỉࠊࡋ

(1) ᒚಟ⛉┠ 

ಟኈㄽᩥࢆసᡂࡿࡍᏛ⏕ࠊࡀ┳ㆤᏛ≉ู◊✲ 8༢ࢆᒚಟࡢࡿࡍᑐࠊࡋ┳ㆤᏛᐇ⩦ 6༢ཬ

✲◊ㄢ㢟ࡧ 2༢ࡢィ 8༢ࢆᚲಟࠋࡿࡍ 

(2㸧ㄢ㢟◊✲ࡢ࡚࠸ࡘᣦᑟ 

ಟኈㄽᩥࢆసᡂࡿࡍᏛ⏕ྠᵝࠊᣦᑟᩍဨࢆᐃࡵಶูᣦᑟࠊࡓࡲࠋ࠺⾜ࢆ◊✲ㄢ㢟࠸ࡘ

ࡇࡿࡵ῝ࢆ✲◊ࡽ୰࠺⾜ࢆ⩦ᐇࠊࡋタᐃࢆㄢ㢟ࡿࡍ᭷ࢆ㛵ಀ࡞ᐦ᥋ෆᐜࡢ⩦ㆤᏛᐇ┳ࠊࡣ࡚

 ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆᣦᑟࡽࡀ࡞ࡏࡉ㛵㐃ᐇ⩦ᣦᑟ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ

ᣦᑟᩍဨࡿࡼᣦᑟࠊࡢᰝ 1ྡཬࡧᰝ సࢆಟኈㄽᩥࡶ࡚࠸ࡘ➼ᣦᑟ࣭ᑂᰝࡿࡼ2ྡ

ᡂࡿࡍᏛ⏕ྠᵝࡢయไ࡛ࠋࡿࡓ࠶ 

(3) ㄢ㢟◊✲ࡢᡂᯝࡢⓎ⾲ 

ㄢ㢟◊✲ࡢᡂᯝࠊࡣ࡚࠸ࡘಟኈㄽᩥࢆసᡂࡿࡍᏛ⏕ྠ୰㛫Ⓨ⾲ࠊ◊✲Ⓨ⾲㸦᭱⤊㸧ࢆ

 ࠋࡿࡍࡇࡿࡅཷࢆసᡂᣦᑟࡢㄽᩥ✲◊ࠊࡅཷࢆᣦᑟࡢࡽᰝࡧᰝཬࠊ࠸⾜

(4) ᐇ⩦ᣦᑟ 
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ᐇ⩦ࠊࡣ࡚࠸ࡘᐇ⩦ィ⏬ᚑࠊ࠸ᣦᑟᩍဨཬࡧᐇ⩦タࡢᐇ⩦ᣦᑟ⪅ࡀᐇ㊶ⓗᣦᑟࡇ࠺⾜ࢆ

ࡍࡇࡿࡅཷࢆᣦᑟࡢᣦᑟᩍဨࠊ࡚ࡋసᡂࢆࢺ࣮࣏ࣞࡢᡤせᐇ⩦ᮇ㛫ࡣ⏕Ꮫࡽࡉࠊࡋ

 ࠋࡿ

① ┠ⓗෆᐜ៏ࡣᛶᝈ┳ㆤᏛᐇ⩦ࢫࣂࣛࢩᥖࡓࡆ㏻ࠋࡿࡍࡾ 

② ᐇ⩦ࡢᐇᮇࡣ㸰ᖺḟ๓ᮇ࣭ᚋᮇࠋ࠺⾜ 

③ ᐇ⩦タࡣ࡚࠸ࡘ㹁㹌㹑ࡀᅾ⡠ࡿࡍ┴ෆࠊ⟃ἼᏛᒓ㝔ࠊ⟃Ἴ࣓ࠊ࣮ࢱࣥࢭࣝ࢝ࢹ

៏ᛶᝈ┳ㆤ㹁㹌㹑ࡢᅾ⡠ࡿࡍ㥴Ἑྎ᪥ᮏᏛ㝔ࢆணᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㈨ᩱ㸫㸷 ᐇ⩦タཬཷࡧධࢀᢎㅙ᭩ 

(5) ᣦᑟ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ 

① ㄢ㢟◊✲1ࠊࡣ࡚࠸ࡘ ᖺḟࡢ 4 ᭶ᮎ࡛ࡲᣦᑟᩍဨᏛ⏕ࡀ┦ㄯ࠼࠺ࡢㄢ㢟ࢆỴᐃࠊࡋ

◊✲ィ⏬ࡢ❧ࡢ✲◊ࠊ㐙⾜ಟኈㄽᩥࢆసᡂࡿࡍᏛ⏕ྠᵝ࡛࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ㐍ࠋࡿࡵ 

② ◊✲ㄢ㢟1ࠊࡣᖺḟࡽ 2ᖺḟ࠺⾜࡚ࡅ┳ㆤᏛᐇ⩦ࡢ㛵㐃ࢆ⪃៖࡚ࡋ㑅ᐃࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ✲◊ࢆㄢ㢟࡞ᐇ㊶ⓗࡾࡼࠊࡋ

③ ᣦᑟᩍဨࠊࡣㄢ㢟◊✲㛵ࡿࡍᣦᑟᐇ⩦ᣦᑟࠊࡋࡢࡶ࠺⾜࡚ࡏࢃ࠶ࢆㄢ㢟◊✲ࡘ

᪉ἲ࣭✲◊ࠊࡣ࡚࠸ ᩥ⊩᳨⣴➼ࡢᣦᑟࠊࢆᐇ⩦ࡣ࡚࠸ࡘᐇ⩦タࡢ㑅ᐃ࣭ タࡢㄪᩚࠊ

ᐇ⩦┠ᶆ➼࡚࠸ࡘ 1ᖺḟࢆ୰ᚰࠊ࠸⾜௨ᚋࠊㄢ㢟◊✲ࡢ୰㛫Ⓨ⾲࠺⾜ࢆ 2ᖺḟ 10᭶

సᡂࡢࢺ࣮࣏ㄢ㢟ࣞࠊᐇ㊶ᣦᑟࡢ㝔࡛ࠊᣦᑟࡢᏛෆ࡛ࡿࡼ➼࣮ࢼ࣑ࢭ࡞ᐃᮇⓗ࡛ࡲ

ᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

④ ◊✲ㄢ㢟2ࠊࡣ࡚࠸ࡘ ᖺḟࡢ 10 ᭶୰㛫Ⓨ⾲ࠊ࠸⾜ࢆᰝཬࡧᰝࡢᣦᑟࠊࡅཷࢆ◊

✲ㄽᩥཪࡣᡂᯝࡢሗ࿌᭩ࠋࡿࡵࡲ࡚ࡋᣦᑟᩍဨࠊࡣㄽᩥཪࡣᡂᯝࡢሗ࿌᭩ࡢసᡂᑐ

 ࠋ࠺⾜ࢆᣦᑟࡿࡍ

⑤ Ꮫ⏕ࠊࡣㄽᩥࡢෆᐜ࡚࠸ࡘ 2ᖺḟࡢ 1᭶බ㛤ࡢ◊✲Ⓨ⾲࡚࠸࠾Ⓨ⾲ࠊࡋᰝཬࡧ

ᰝࢀࡇࡣᑐ࡚ࡋၥ㢟Ⅼ➼ࢆᣦࡋᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

㸦2ᖺḟࠋࡿࡍᥦฟࡏࡉᡂࢆㄢ㢟◊✲ㄽᩥࠊ࠸⾜ࢆಟṇࡢㄽᩥࡣ⏕Ꮫࠊࡾࡼᣦᑟࡢࡇ ⑥ 2

᭶㸧 

⑦ ᰝཬࡧᰝࡣㄢ㢟◊✲ㄽᩥࢆᑂᰝ᭱ࠊࡋ⤊ヨ㦂ࡢࡽࢀࡇࠊ࠸⾜ࢆ⤖ᯝࢆ◊✲⛉ጤဨ

ሗ࿌᭱ࠋࡿࡍ⤊ヨ㦂ࠊࡣㄽᩥ㛵㐃ࡓࡋ㡯ཬࡧᑓᨷ㡿ᇦࡢᏛຊࢆホ౯ࡿࡍෆᐜࠋࡿࡍ 

⑧ ◊✲⛉ጤဨࠊࡣᰝཬࡧᰝࡿࡼㄢ㢟◊✲ࡢᑂᰝ⤖ᯝ᭱ࠊ⤊ヨ㦂ࡢ⤖ᯝཬࡧ༢ྲྀᚓ

≧ἣุྰྜࡾࡼᐃࠋ࠺⾜ࢆ 

⑨ ㄢ㢟◊✲ㄽᩥࡢᑂᰝᇶ‽㸦㉁ࡢ☜ಖ㸧 

 ࠋࡇࡿ࠶ᐇ㊶ⓗ࡛ࡾࡼࠊ࡛ࡢࡶࡿࢃ㛵ㆤᏛ┳ࡃᗈࡣ࣐࣮ࢸ .1

2. Ꮫ⾡ㄽᩥࡢ࡚ࡋయࠋࡇࡿ࠸࡚ࡗᩚࡀ 

3. ◊✲ෆᐜࡀᐇ㊶ⓗ࡛ࠊ᪂࠸ࡋ▱ぢࡀㄽ⌮ⓗࠋࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ 

4. ◊✲⌮ᑂᰝࡢᢎㄆࢆᚓ࡚ࠋࡇࡿ࠸ 

 



20 

⑩ Ꮫ㛗ࠊࡣ◊✲⛉ጤဨุࡢᐃ⤖ᯝᇶ࡙ࠊࡁᏛ⏕ࡢಟኈㄢ⛬ࡢಟࢆㄆᐃࠊࡋಟኈࡢᏛ

 ࠋ࠺⾜࡚ࡋࢆᏛグࡣᤵࡢᏛࠋࡿࡍᤵࢆ

 

4444㸧㸧㸧㸧ಟಟಟಟࡢࡢࡢࡢせ௳せ௳せ௳せ௳    

ᮏᑓᨷࡢಟࡢせ௳2ࠊࡣᖺ௨ୖᅾᏛࠊࡋᡤᐃࡢ༢㸦30༢௨ୖࠊ㹁㹌㹑ࡣ࡛ࢫ࣮ࢥ 34༢

௨ୖ㸧ࢆಟᚓࡘࠊᚲせ࡞◊✲ᣦᑟࡅཷࢆಟኈㄽᩥࢆᥦฟࡢࡑࠊࡋᑂᰝཬ᭱ࡧ⤊ヨ㦂ྜ᱁ࡇࡿࡍ

ヨ⤊᭱ࡧᑂᰝཬࡢ࡚࠸ࡘㄢ㢟◊✲ㄽᩥࡢᐃ≉ࡧᐇ⩦ཬࡢᙜ㧁㡿ᇦࠊࡣ࡛ࢫ࣮ࢥ㹁㹌㹑ࠋࡿࡍ

㦂ྜ᱁ࠊࡓࡲࠋࡿࡍࡇࡿࡍ༞ᴗ⏕ࡧࡼ࠾♫ேࡢᑵᏛࠊࡵࡓࡍಁࢆᏛ㝔タ⨨ᇶ‽➨14᮲

ᐃࡿࡵᩍ⫱᪉ἲࡢ≉ಀࡿᤵᴗ㛫㸦ኪ㛫㛤ㅮ㸧ࡢタᐃࠊᅵ᭙᪥ࡢ㛤ㅮࢆࣜࣕ࢟ࠊࡢ⥅⥆

ࢆไᗘࡿࡍ3ᖺࡾࡼධᏛࢆಟᴗᖺ㝈ࠊ࡚ࡋຓ୍ࡢᵓ⠏࣒ࢸࢫࢩ࡞࠺ࡼ࠸ࡍࡸࡋᏛಟࡽࡀ࡞ࡋ

ᐇࡋࡔࡓࠋࡿࡍᅾᏛᮇ㛫㛵ࠊࡣ࡚ࡋಟᴗᖺ㝈㸰ᖺไࡢᏛ⏕ࠊࡾࡼࡶࡣ㸱ᖺไࢆ㑅ᢥࡓࡋᏛ⏕

ࡓࡿ࠶ไᗘ࡛ࡿࡍࡃ࡞ᑡࢆ㈇ᢸࡿㄽᩥసᡂࡸᒚಟ༢ᩘࡢࡾࡓ࠶ᖺ㛫ࡣ㸱ᖺไࠊࡶ࡚࠸࠾

 ࠋࡿࡍ㛗4ᖺ᭱ࠊࡵ

    

11.11.11.11.    タタタタ࣭࣭࣭࣭タഛ➼タഛ➼タഛ➼タഛ➼ᩚࡢࡢࡢࡢഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬    

    

1) 1) 1) 1) ◊✲ᐊ◊✲ᐊ◊✲ᐊ◊✲ᐊ㸦㸦㸦㸦⮬⩦ᐊ⮬⩦ᐊ⮬⩦ᐊ⮬⩦ᐊ㸧㸧㸧㸧➼➼➼➼ᩚࡢࡢࡢࡢഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬    

┳ㆤᏛ◊✲⛉ࡣᮏᏛ㸲ྕ㤋Ꮫ㝔Ჷᩚࢆഛࠊ⏝ࠋࡿࡍᏛ㝔⏕ࡢ◊✲ᐊࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᑓ⏝ࡢ◊

✲ᐊࢆ 3ᐊᩚഛࠋࡿࡍ◊✲ᐊࡣᏛ㝔⏕⏝ࡢᮘ᳔ࠊᏊࠊ᭦⾰ࣟࢆ࣮࢝ࢵேᩘศ⏝ពࠋࡿࡍ 

ᐊྡ ᐊᩘ 1ᐊᙜࡾ㠃✚ ⥲㠃✚ タഛ➼ 

Ꮫ㝔⏕◊✲ᐊ 

㸦⮬⩦ᐊ㸧 
3ᐊ 22.0-34.6੍ 80.9੍ 

1ᐊ 3㹼6ே⏝ 

ᮘ᳔ࠊᏊࠊ㹎㹁➼ 

ㅮ⩏ᐊཬ₇ࡧ⩦ᐊࠊࡣᏛ㝔ᑓ⏝ࢆࡇࡿࡍᇶᮏ₇ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ⩦ᐊ 2ᐊࠊࡣ࡚࠸ࡘᖖ

⏝ྍ⬟࠺ࡼࡿ࡞☜ಖ4ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿࡍ ྕ㤋ฟධཱྀ࣮ࢲ࣮ࣜࢻ࣮࢝᪉ᘧࡿࡼධ㏥㤋⟶

ᐊ✲◊ࠊ࡚ࡵྵࢆ᪥᭙⚃⚍᪥࡛ࡇࡿࡏࡉᦠᖏࢆ࣮ࢲ࣮ࣜࢻ࣮࢝⏕Ꮫ㝔ࠊࡋᑟධࢆ࣒ࢸࢫࢩ⌮

㸦⮬⩦ᐊ㸧ཬ₇ࡧ⩦ᐊࢆᖖ⏝࠺ࡼࡿ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡍᑐᛂࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ᐇ㦂࣭ᐇ⩦ᐊ

Ꮫ㒊ࡶ࡚࠸ࡘ➼ᩍ⫱◊✲⏝ᶵᲔ࣭ჾලࠊࡋࡇࡿࡍ⏝ඹᩍဨ⏝ᐇ㦂ᐊࡧᏛ㒊ཬࠊࡣ࡚࠸ࡘ

Ꮫ⏕ཬࡧᩍဨඹ⏝ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

ᮏᏛ࡛ࠊࡣᏛࡢᩍ⫱࣭◊✲ᨭࠊົࡢຠ⋡ࢆᅗࠊࡵࡓࡿ⥲ྜሗࢆ࣒ࢸࢫࢩࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

ࡿࡁ࡛⏝ࢆ࣒ࢸࢫࢩሗࡢࡇᵝྠ⏕Ꮫ㒊Ꮫࠊࡣ࡚࠸ࡘ⏕Ꮫ㝔ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᵓ⠏࡛ࡍ

 ࠋࡿࡍ࠺ࡼࡿࡁ࡛⏝ࢆࢫࣅ࣮ࢧࡢࡽࢀࡇࡽᐊ✲◊ࠊࡋ⨨タࢆࣥࢥࢯࣃᏛ㝔⏕◊✲ᐊࠊ

 

2) 2) 2) 2) ᅗ᭩➼ᅗ᭩➼ᅗ᭩➼ᅗ᭩➼ࡢࡢࡢࡢ㈨ᩱཬ㈨ᩱཬ㈨ᩱཬ㈨ᩱཬࡧࡧࡧࡧᅗ᭩㤋ᅗ᭩㤋ᅗ᭩㤋ᅗ᭩㤋ᩚࡢࡢࡢࡢഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬ 

⌧ᅾࠊᅗ᭩㤋ࠊࡣ࡚ࡋᇶ♏Ꮫ㒊࡛ࡿ࠶┳ㆤᏛ㒊ࡢᅗ᭩ࠊ࡚࠸ࡘᑓ㛛ᅗ᭩ࡕ࠺ࡢෆᅜ᭩ 8,548

࣭ እᅜ᭩ 1,310ྜࡢィ 9,858ࠊᏛ⾡㞧ㄅࡕ࠺ࡢෆᅜ㞧ㄅ 62 ✀࣭ እᅜ㞧ㄅ ィྜࡢ✀24 ࠊ✀86

ど⫈ぬ㈨ᩱ 469Ⅼࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊ ࡽࡉࠊࡾࡓ࠶᪂タࡢ⛉✲◊ㆤᏛ┳ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋಖ᭷ࢆ✀3
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ᐇࢆᅗ2011ࠊࡵࡓࡿᖺᗘࠊ࡛ࡲእᅜ᭩ 330ࡢ࡚ࡋࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㟁Ꮚࣝࢼ࣮ࣕࢪ ᪂ࢆ✀2

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍഛᩚࡋ㉎ධࡓ

 ┳ㆤ⣔ࡢ㟁Ꮚࠕࠊࡣ࡚ࡋࣝࢼ࣮ࣕࢪ་Ꮫ୰ኸ㞧ㄅ࣭ࠖࠕCINAHL࣭ࠖࠕMEDICAL ONLINEࠖࡢ 3

ᑟࡢMedical FinderࠖࠕࡧMEDLINEࠖཬࠕࡵࡓࡿࡏࡉᐇࡽࡉࠊࡀࡿ࠶࡛ࡳ῭ᑟධ᪤ࡀ✀

ධࢆணᐃࠊࡋᏛ⏕ࡢ◊✲ㄽᩥᣦᑟࡣ༑ศᑐᛂྍ⬟࡛ࠋࡿ࠶ 

➨ࠊࡓࡲ 14 ᮲ࡢ≉ࡿࡼᩍ⫱᪉ἲࢆᐇࠊࡋ♫ேᗈࡃ㛛ᡞࢆ㛤ᨺࠊࡵࡓࡿࡍᤵᴗ㛫

ணࢆࡇࡿࡍ⏝᥇ࢆኪ㛤ㅮไࡿࡺࢃ࠸ࡿࡍ㛤ㅮ㛫ࡢᅵ᭙᪥ࡧࡼ࠾ኪ㛫ࡢ㔠᭙᪥ࡽ᭶᭙᪥ࢆ

ᐃࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᅗ᭩㤋ࡢ㛤㤋㛫ࢆᖹ᪥ࡣ༗๓ 8  30 ศࡽ༗ᚋ 9 ࠊᅵ᭙᪥ࡣ༗๓ 8  30

ศࡽ༗ᚋ 5ࠊࡵࡓࡿࡍᏛ⏕ࡀᅗ᭩㤋ࢆ⏝࡛ࡿࡁ⎔ቃᑐᛂࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

ᅗ᭩㤋ࡣᏛタࠊ࡚ࡋ⥲㠃✚ ᩘ⥲㜀ぴᖍࠊ3,278੍ 378ᖍ࡛ 2010ᖺ 3᭶ᮎⅬ࡚࠸࠾⣙

25ࡢ᭩⡠ ࣐ど⫈ぬ㈨ᩱ㸦CD.࣭VHS࣭DVD࣭CD㸫ROM࣭ࡢ⣙㸯Ⅼ࡚ࡋࡑ㞧ㄅࡢ✀500

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᑟධࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣥࣛࣥ࢜ࡢ✀9ࠊ㸧࡞࣒ࣝࣇࣟࢡ

┤㏆ࡢ༢ᖺᗘ࡛ࠊࡣ⣙ 2,800ࡢᖺ㛫ᅗ᭩㈝ࠊࡾࡼᅗ᭩⣙ 2,700ࠊど⫈ぬ㈨ᩱ⣙ 400Ⅼ࣭㞧

ㄅ⣙  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⌮⟶ᣢ⥔ࠊࡋ㉎ධࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣥࣛࣥ࢜ࡢ✀9࣭✀500

 ᐇࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࡓࡋ⎔ቃࢆᥦ౪ࠊࡾࡼࡇࡿࡍእ㒊ሗ᳨ࡢ⣴ࡶᑐᛂྍ⬟࡛ࠋࡿ࠶OPAC

㸦Online Public Access Catalogue㸧ࡾࡼ㤋ෆ㈨ᩱࡣᙜ↛ࡽࡀ࡞ࡇࡢᏛࡢᡤⶶ㈨ᩱ᳨ࡢ⣴

࡞ࡿࡍ⏬ཧࡶNACSIS㸫ILLࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿሗࡢᅜ❧ሗᏛ◊✲ᡤࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⾜ࡶ

ᅗ᭩ྜ⥲ࡢᏛྜ⥲ࠊࡶࡿࡵດࢆᐇࡢࢫࣅ࣮ࢧ⪅⏝ᮏᏛࡿࡼ࣭┦㈚「⫣ᩥࠊ

㤋ࡢ࡚ࡋ♫ⓗ㈐ົࡶ༑ศᯝࠋࡿ࠸࡚ࡋࡓ 

㈨ᩱ㸫㸯㸮 㸲ྕ㤋Ꮫ㝔Ჷᩚഛィ⏬ 

 

12121212㸬㸬㸬㸬᪤タᏛ㒊᪤タᏛ㒊᪤タᏛ㒊᪤タᏛ㒊ࡢࡢࡢࡢ㛵ಀ㛵ಀ㛵ಀ㛵ಀ    

 

┳ㆤᏛ◊✲⛉ࠊࡣ┳ㆤᏛ㒊┳ㆤᏛ⛉ࢆᇶ♏ࠊࡋᏛ㒊ࡢᩍ⫱ෆᐜࢆ㋃ࠊ࡚࠼ࡲ㧗ᗘ࡞ᑓ㛛⫋ᴗே

ࠋ࠺⾜ࢆ⫱ᩍ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡅࡘ㌟ࢆᇶᮏⓗ⬟ຊࡿ࠺ࡾ࡞⪅✲◊ࡧᩍ⫱⪅ཬࠊࡶࡿࡍ㣴ᡂࢆ

✲◊ᐇ㦂ࡢࡵࡓࡢᐇドࢫࣥࢹࣅ࢚ࡢ⾡ㆤᢏ┳ࠊࡋ⨨タࢆᇶ♏┳ㆤ⛉Ꮫศ㔝࠸࡞ᑡᩘࡣᅜ࡛ࠊ≉

ᛶᝈ┳ㆤ៏ࠊࡁ⨨ࢆ㔜Ⅼ✲◊⫱ᩍࡓࡋ㐃ᦠሙࡢ㊶ㆤᐇ┳ࡢᆅᇦࠊࡓࡲࠋࡃ⨨ࢆタࡿ࠼⾜ࡀ

Ꮫศ㔝࡛ࠊࡣᑓ㛛┳ㆤᖌࡢ࡚ࡋ⬟ຊࢆ㌟ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅࡘᩍ⫱ㄢ⛬ࡏేࢆᣢࠋࡿࡍࡢࡶࡘ 

㈨ᩱ㸫㸯㸯 Ꮫ㒊࣭Ꮫ㝔ᩍ⫱◊✲㡿ᇦ㛵㐃ᅗ 

 

11113.3.3.3.    ධᏛ⪅㑅ᢤධᏛ⪅㑅ᢤධᏛ⪅㑅ᢤධᏛ⪅㑅ᢤࡢࡢࡢࡢᴫせᴫせᴫせᴫせ    

 

1)1)1)1)ධᏛᐃဨධᏛᐃဨධᏛᐃဨධᏛᐃဨ    

 ධᏛᐃဨࠋࡿࡍ6ྡࠊࡣ 
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2222㸧㸧㸧㸧࣮ࢩ࣏ࣜࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࣮ࢩ࣏ࣜࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࣮ࢩ࣏ࣜࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ࣮ࢩ࣏ࣜࣥࣙࢩࢵ࣑ࢻ    

 (1) ┳ㆤᏛࢆ᥈✲ࡿࡍ◊✲ᚰࡽ⮬㐍࡛ࢇᏛ⩦ࡿࡍពḧࡓࡏࢃ࠶ࡕࡶࢆ⪅ 

 (2) ┳ㆤᐇ㊶ୖྥࡢ㈨ࡽࡉࠊࡋ㧗ᗘ࡞ᑓ㛛ⓗ⬟ຊࡢಟᚓࢆ┠ᣦࡍ⪅ 

 (3) ᑓ㛛⫋ᴗே࡚ࡋ㧗࠸⌮ほ㈐௵ᛶࢆ㣴ࡵࡓ࠺⮬ᕫᡂ㛗ࡍࡊࡵࢆ⪅ 

  (4) ᖜᗈ࠸ど㔝ࠊࡕ❧ㄽ⌮ⓗᛮ⪃࡚࠸ࡘ᥈ồࡿࡍពḧࢆᣢࡓࡏࢃྜࡕ⪅ 

    

3333㸧㸧㸧㸧ฟ㢪ฟ㢪ฟ㢪ฟ㢪㈨᱁㈨᱁㈨᱁㈨᱁    

௨ୗࡢ᮲௳ࢆ⪅ࡍࡓ‶ࢆධᏛ⪅㑅ᢤࡢᑐ㇟ࡿࡍ㸬 

(1) ᮏᏛᏛ㝔Ꮫ๎➨ 16᮲㸦Ꮫ㝔Ꮫ๎ཧ↷㸧ࠊࡾࡼᏛ㝔ධᏛ࡛ࡣ⪅ࡿࡁḟ୍ࡢྕྛࡢ

ヱᙜࠋࡿࡍ⪅ࡿࡍ 

  ①Ꮫࢆ༞ᴗࡓࡋ⪅ 

  ②እᅜࠊ࡚࠸࠾Ꮫᰯᩍ⫱16ࡿࡅ࠾ᖺࡢㄢ⛬ࢆಟࡓࡋ⪅ 

    ③ᩥ㒊⛉Ꮫ⮧ࡢᣦᐃࡓࡋ⪅ 

  ④Ꮫ3ᖺ௨ୖᅾᏛࠊࡋᮏᏛ㝔ࠊࡀᡤᐃࡢ༢ࡓࢀࡄࡍࢆᡂ⦼࡚ࡗࡶࢆಟᚓࡓࡋ 

  ㄆࡓࡵ⪅ 

 ⪅ࡓࡵㄆࡿ࠶ࡀᏛຊࡢ௨ୖ➼ྠ⪅ࡓࡋ༞ᴗࢆᏛࠊࡀᮏᏛ㝔ࡢࡑ⑤    

 (2) ಖᖌࠊຓ⏘ᖌࠊ┳そᖌࡢࢀࡎ࠸ࡢ㈨᱁ࢆ᭷ࡿࡍ⪅㸦ྲྀᚓぢ㎸ࡴྵࢆ⪅ࡢࡳ㸧 

    

4444㸧㸧㸧㸧ධᏛ㑅ᢤධᏛ㑅ᢤධᏛ㑅ᢤධᏛ㑅ᢤ 

 ධᏛ㑅ᢤࡢᴫせࡣḟࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 

 ᪉ἲࡢධᏛヨ㦂ࠖ㑅ᢤ⯡୍ࠕ①  

 ࡍㄢࢆ(ࡴྵࢆᇶ♏Ꮫຊุᐃࡢⱥㄒ)ᑠㄽᩥグヨ㦂➹ࡿࡍ㛵㸬ᑓ㛛   

 ࠺⾜ࢆ㸬㠃᥋ᣔ㦂   

 ࡿࡍᐃุ࡚ࡋྜ⥲ࢆᯝ⤖ࡢ㠃᥋ࠊᑠㄽᩥࠊグヨ㦂➹ࡣྰྜ     

 ᪉ἲࡢேධᏛヨ㦂ࠖ㑅ᢤ♫ࠕ②  

 ࡍㄢࢆ(ࡴྵࢆᇶ♏Ꮫຊุᐃࡢⱥㄒ)ᑠㄽᩥグヨ㦂➹ࡿࡍ㛵㸬ᑓ㛛   

 ࠺⾜ࢆ㸬㠃᥋ヨ㦂   

 ࡿࡍᐃุ࡚ࡋྜ⥲ࢆᯝ⤖ࡢ㠃᥋ࠊᑠㄽᩥࠊグヨ㦂➹ࡣྰྜ     

③ ධᏛ㑅ᢤᐇᮇ 

   Ϩᮇϩᮇࡢᖺ 2ᅇࠋࡿࡍ 

    

5555㸧㸧㸧㸧♫ே♫ே♫ே♫ேࡢࡢࡢࡢᐃ⩏ᐃ⩏ᐃ⩏ᐃ⩏ 

 ฟ㢭㈨᱁ᑂᰝⅬ࡛┳ㆤ⫋3ࠊ࡚ࡋᖺ௨ୖࡢົṔࢆ᭷ࡿࡍ⌧᭷⫋⪅ࢆ♫ேࡿࡍ 
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14.14.14.14.    ➨➨➨➨ 14141414 ᮲᮲᮲᮲ࡿࡼࡿࡼࡿࡼࡿࡼᩍ⫱᪉ἲᩍ⫱᪉ἲᩍ⫱᪉ἲᩍ⫱᪉ἲࡢࡢࡢࡢ≉≉≉≉ࡢࡢࡢࡢᐇᐇᐇᐇ    

    

  ኪ㛤ㅮไࢆᑟධࠊ࡚ࡋ┳ㆤࡢ⮫ᗋ⤒㦂ࡿ࠶ࡀ᭷⫋⪅➼ࡓࡵྵࢆከᵝ࡞Ꮫ⏕ࡀ࠸ゐⓎ ࡋ

♫ ࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿࡵດ⌧ᐇࡢタ⨨㊃᪨ࡢ⛉✲◊ᮏࠊࡾࡼࡇࡿࡍព⏝ࢆቃ⎔ࡿࡍ㚼◊࠸ྜ

ேᗈࡃ㛛ᡞࢆ㛤ᨺࠊࡵࡓࡿࡍᒚಟ⪅ࡢ⛉┠㑅ᢥࡢ⮬⏤ᗘࢆ㧗ࠊࡵᤵᴗ㛫ࢆ᭶᭙᪥ࡽ㔠᭙᪥

  ࠋࡿࡍ⏝᥇ࢆኪ㛤ㅮไࡿࡺࢃ࠸ࡿࡍ㛤ㅮ㛫ࡢᅵ᭙᪥ࡧࡼ࠾ኪ㛫ࡢ

ᮏᏛ4ྕ㤋ࠊࡣ࡚࠸ࡘሙྜࡿࡍ⏝ࢆᐊ⩦₇ࡸᐊ㸦⮬⩦ᐊ㸧✲◊ࡀ⏕Ꮫ㝔ࠊࡵࡓࡢࡑ 

タ⨨ࡿࡍィ⏬࡛4ࠊࡾ࠶ ྕ㤋ฟධཱྀ࣮ࢲ࣮ࣜࢻ࣮࢝᪉ᘧࡿࡼධ㏥㤋⟶⌮ࢆ࣒ࢸࢫࢩᑟධࡿࡍ

ࠊࡾ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍᑐᛂ࠺ࡼࡿ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡍ⏝ᖖࢆᐊ⩦₇ࡧᐊ㸦⮬⩦ᐊ㸧ཬ✲◊ࠊ࡛ࡇ

ᅗ᭩㤋ࢆ⏝ࡿࡍሙྜࠊࡣ࡚࠸ࡘ㛤㤋㛫ࢆᖹ᪥ࡣ༗๓ 8 30 ศࡽ༗ᚋ 9 ࠊᅵ᭙᪥ࡣ

༗๓ 8 30ศࡽ༗ᚋ 5ࠊࡋᏛ⏕ࡀᅗ᭩㤋ࢆ⏝࠺ࡼ࠸ࡍࡸࡋᑐᛂࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

    

15.15.15.15.    ⟶⌮㐠Ⴀ⟶⌮㐠Ⴀ⟶⌮㐠Ⴀ⟶⌮㐠Ⴀ    

    

 Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᏛ㝔Ꮫ๎ࡢ⛉✲◊ࠊ࠺ࡼࡿ࠶⟶⌮㐠Ⴀࠊࡣ࡚࠸ࡘ◊✲⛉ጤဨࠋ࠺⾜ࡀ

◊✲⛉ጤဨࡢ⛉✲◊ࠊࡣᑓ௵ᩍဨࡀᵓᡂဨࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ 

◊✲⛉ጤဨࠊࡣ①ᩍ⫱ࡧࡼ࠾◊✲⯡㛵ࡿࡍ㡯ࠊ②ධᏛࠊ㌿Ꮫࠊ␃ᏛࠊఇᏛࠊ㏥Ꮫཬࡧ㝖

⡠ࡢㄆᐃࠊ③⫈ㅮ⏕ࠊ⛉┠➼ᒚಟ⏕ࡢ⏕✲◊ࠊㄆᐃチྍࠊ④Ꮫ⏕ᣦᑟࡧࡼ࠾㈹⨩㛵ࡿࡍ㡯ࠊ⑤

ཌ⏕⿵ᑟࡢࡑࡧࡼ࠾㌟ศ㛵ࡿࡍ㡯ࠊ⑥ேࠊ⑦චチ⏦ㄳࡢㄆᐃࠊ⑧ㄢ⛬ࡢಟཬࡧᏛࡢᤵ

ջ⌮ࠊ㡯ࡿࡍ㛵㐃⤡ㄪᩚࡢᏛෆᶵ㛵┦⑩ࠊ㡯ࡿࡍ㛵ᨵᗫࠊไᐃࡢㅖつᐃ⑨ࠊㄆᐃࡢ

 ࠋࡿࡍᑂ㆟ࢆ㡯ࡿࡍ㛵⯡㐠Ⴀࡢࡑսࠊ㡯ࡿࡍ㛵⟭ռணࠊ㡯ࡓࢀࡉㅎၥࡾࡼ

    

11116666....    ⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨࣭࣭࣭࣭ホ౯ホ౯ホ౯ホ౯    

    

 ᮏ◊✲⛉ࡣタ⨨ᚋ┤ࠊࡕᖜᗈ࠸㡯┠ࡿࡓࢃ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆ⤖ᯝࢆබ⾲ࡿࡍணᐃ࡛

 ࠋࡿ࠶

 ᮏᏛ࡛ࡣ 2006 ᖺᏛ࡚ࡋㄆドホ౯ࠊࡀࡿ࠶࡛ࢁࡇࡓࡅཷࢆᮏ◊✲⛉ࡢᇶ♏ࡿ࡞┳ㆤᏛ

㒊2004ࠊࡣ࡚࠸࠾ᖺ᪂Ꮫ㒊࡚ࡋタ⨨ࡎࢃ࡚ࢀࡉ 2ᖺࡋ⤒㐣ࠊࡾ࠶ࡶࡇࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋ

ホ౯2005ࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓࡗ࡞ࡽ⮳ࡣࡿࡅཷࢆᖺࡣFD◊ಟ◊✲ࠊࡆୖࡕ❧ࢆᩍ⫱ຊୖྥࡢ

ດ2007ࠊࡓࡲࠊࡵᖺࡣ┳ㆤᏛ㒊ᩍ⫱◊✲άືሗ࿌㞟ࢆࠖࡳࡺ࠶ࠕⓎหࡣࡽࡉࠊࡋ 2009ᖺᗘ

ࡶ࡚ࡋᏛࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡓࡁ࡚ࡵດࡶຊྥୖ✲◊ࡢᩍဨࠊࡋหࢆㆤᏛ㒊◊✲⣖せࠖ┳ࠕࡣ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢᇶᮏⓗᯟ⤌᳨࡚࠸ࡘࡳウࠊࡋᩍ⫱άືࠊ◊✲άືࠊᏛ⏕⏕άࡧࡼ࠾⟶⌮㐠Ⴀ㛵

ྥࡢ‽ᩍ⫱◊✲Ỉࡢࡑࡶ⛉✲◊ᮏࠋࡿ࠸࡚ࡡ㔜ࢆጤဨ࡛୰㛗ᮇⓗ᳨ウࡢࠎྛࠊ࡚࠸ࡘ㡯ࡿࡍ

 ࠋࡿࡍᐇࢆᕫⅬ᳨ホ౯⮬ࡓࡋᣦ┠ࢆୖ
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1111㸧㸧㸧㸧┳ㆤᏛ◊✲⛉┳ㆤᏛ◊✲⛉┳ㆤᏛ◊✲⛉┳ㆤᏛ◊✲⛉ࠕࠕࠕࠕ⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨࣭࣭࣭࣭ホ౯ィ⏬ホ౯ィ⏬ホ౯ィ⏬ホ౯ィ⏬ࠖࠖࠖࠖ    

 ᮏ◊✲⛉ᡤᒓᩍဨࡧࡼ࠾Ꮫ㝔⏕ࢆᑐ㇟ẖᖺᗘᮎᐇࠊࡋ⤖ᯝᩘࢆᖺࡈබ⾲ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ

⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢᅾࡾ᪉࡚࠸ࡘẖᖺᗘ᳨ウࠋࡃ࠸࡚ࡋ 

ᐇయไࡣ◊✲⛉㛗ࡧࡼ࠾ ࡋ࠸࡞1 ┠㡯ࡢୗグࠊࡿࡍᵓᡂࢆᕫⅬ᳨ホ౯ጤဨ⮬ࡿࡼጤဨࡢ2ྡ

 ࠋࡿࡍᐃ≉ࢆ┠㔜Ⅼ㡯ࡢᖺᗘẖ≉ࠊ୰ᚰࢆ

①Ꮫ㝔◊✲⛉ࡢࡧࡼ࠾┠ⓗ 

②ᩍ⫱◊✲⤌⧊ 

③ᩍ⫱ෆᐜ     㸨ᩍ⫱┠ᶆ࣭ෆᐜ࣭᪉ἲ࣭ホ౯࡚࠸ࡘ 

          㸨Ꮫᤵ࣭ㄢ⛬ಟࡢㄆᐃ 

④ᩍ⫱◊✲άື   㸨ᩍဨࡢ㈨㉁ྥୖࠊFDィ⏬ 

⑤ᩍ⫱◊✲⎔ቃ   㸨タ࣭タഛࠊᅗ᭩㤋࣭ሗࠊࢫࣅ࣮ࢧIT⎔ቃ➼ 

⑥Ꮫ⩦ᨭ     㸨Ꮫ⩦ᨭయไ࣭ࢫࣂࣛࢩࠊᒚಟࠊࢫࣥࢲ࢞ᩍ⫱◊✲ᣦᑟࠊ 

           ♫ேཷࡅධࢀᣦᑟ➼ 

⑦Ꮫ⏕ࡅཷࡢධࢀ  㸨Ꮫ⏕ເ㞟㑅⪃᪉ἲ 

          㸨♫ேࡅཷࡢධࢀ 

          㸨ᐃဨ⟶⌮ 

⑧♫㈉⊩࣭㐃ᦠ  㸨බ㛤࣮ࢼ࣑ࢭ 

          㸨ᗣ┦ㄯᴗ 

          㸨ಖ་⒪タࡢ㐃ᦠ 

⑨Ꮫ⏕⏕άࡢ㓄៖ 㸨⤒῭ⓗᨭయไ 

          㸨⏕ά┦ㄯ 

          㸨ᑵ⫋ᣦᑟ 

⑩⟶⌮㐠Ⴀ     ◊✲⛉ጤဨࡢᑂ㆟㡯 

          㸨◊✲⛉ࡢᩍ⫱✲◊ࡧࡼ࠾㛵ࡿࡍ㡯                                                          

          㸨ධᏛࠊ㏥ᏛࠊఇᏛࡧࡼ࠾㝖⡠➼㛵ࡿࡍ㡯 

          㸨༢ㄆᐃヨ㦂㛵ࡿࡍ㡯 

          㸨Ꮫㄽᩥᑂᰝ㛵ࡿࡍ㡯 

          㸨Ꮫ⏕ࡢᣦᑟࡧࡼ࠾㈹⨩㛵ࡿࡍ㡯 

          㸨ࡢࡑࡢᩍ⫱◊✲ୖ㔜せ࡞㡯 

          㸨ᮏᏛ㝔ࡢᩍ⫱࣭◊✲⯡㛵ࡿࡍ㔜せ㡯 

          㸨ㅖつᐃࡢไᐃ࣭ᨵᗫ㛵ࡿࡍ㡯 

          㸨ᮏᏛ㝔Ꮫ⏕ࡢཌ⏕⿵ᑟࡢࡑࡧࡼ࠾㌟ศ㛵ࡿࡍ㡯 

          㸨Ꮫෆᶵ㛵┦㛫ࡢ㐃⤡ㄪᩚ㛵ࡿࡍ㡯                                             

          㸨⌮ࡾࡼㅎၥࡓࢀࡉ㡯 

          㸨ࡢࡑᮏᏛ㝔ࡢ㐠Ⴀ⯡㛵ࡿࡍ㡯 

ջົ⤌⧊     㸨Ꮫ㝔ࡢᐇᑗ᮶ᒎᮃಀࡿົᒁࡢ⏬ᶵ⬟ 
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          㸨ண⟬ᢡ⾪ಀࡿᙺ 

          㸨ᩍ⫱◊✲ࡢᨭ 

ռሗබ㛤࣭ㄝ᫂㈐௵ 㸨㈈ᨻබ㛤 

          㸨⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ࡢᏛእⓎಙ 

          㸨ᩍ⫱ෆᐜ࣭ᣦᑟయไ࡞Ꮫ⏕ࡢබ㛤 

 ⤖ᯝࡢά⏝ࠊࡣ࡚࠸ࡘጤဨࡣ⮬ᕫⅬ᳨ࡧࡼ࠾ホ౯ࢆᐇࠊࡋಶࡢࠎᩍဨ㛵ࡘࢱ࣮ࢹࡿࡍ

࡚ࡵ⧳ࢆⅬࡁࡍᨵၿホ౯ࡢయࠊࡶࡿࡍࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇᩍဨࡿ࠶࡛⪅ᙜࡢࡑࡣ࡚࠸

ᩍ⫱◊✲άືࡧࡼ࠾⟶⌮㐠Ⴀࡢᨵၿᙺ❧࡚ࠋࡿ 

 ᮏ◊✲⛉ࡢ⮬ᕫⅬ᳨ࡧࡼ࠾ホ౯⤖ᯝ㛵ࡿࡍᗈሗࡧࡼ࠾ሗᥦ౪ࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛయࡢ᪉㔪

ᚑࠋࡿࡍࡇ࠺ 

    

17.17.17.17.    ሗሗሗሗࡢࡢࡢࡢᥦ౪ᥦ౪ᥦ౪ᥦ౪    

    

 ᅇ⏦ㄳࡢ┳ㆤᏛ◊✲⛉ࠊࡶ࡚࠸࠾᪤ᏑࡢᏛ㒊ྠᵝࡢሗᥦ౪ࢆᐇࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ᮏᏛ࡛

ධᏛࠕࠊ㹇㹁㸫㹓㹌㹇㹎㸿ࠖࠕࠊࠖࢪ࣮࣒࣮࣌࣍Ꮫࠕࡣ࡚࠸ࡘሗ࡞ⓗ⯡୍ࠊࡣሗᥦ౪ࠊࡣ

ෆࠖࠊࠖ∧ࢬ࣮ࢼࢠࣅ࣭ࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕࠊࠖࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕࠊ㺀ᤵᴗᴫせ㺁ࠕࠊᒚಟせぴࠖࠊ

Ꮫᗈሗ⣬ࢆ࡞ࠖࡢࡾࡳࠕ㏻ࠊ࡚ࡌ◊✲ᴗ⦼ࠕࡣ࡚࠸ࡘᏛ⣖せࠖྛࡧࡼ࠾◊✲ᡤࠕࡢ◊✲⣖

せ ࠶ᡤᏑ࡛ࡃ࠸࡚ࡅࡀᚰࢆሗබ㛤࡞ᑀࡘ㏿㎿ࠊᵝྠ࡛ࡲࢀࡇࡶᚋࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜࡚ࡌ㏻ࠖࢆ

 ࠋࡿ

࣒࣮࣌࣍ࡣ࡚࠸ࡘタ⨨ィ⏬ᒚ⾜≧ἣሗ࿌᭩ࠊタ⨨ㄆྍ⏦ㄳ᭩ࡢ⛉✲◊ㆤᏛ┳ࡿࡍᅇ⏦ㄳࠊࡓࡲ 

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ⾲බୖࢪ࣮

 

18181818㸬㸬㸬㸬ᩍဨᩍဨᩍဨᩍဨࡢࡢࡢࡢ㈨㉁㈨㉁㈨㉁㈨㉁ࡢࡢࡢࡢ⥔ᣢྥୖ⥔ᣢྥୖ⥔ᣢྥୖ⥔ᣢྥୖ    

    

ᩍဨᩍဨᩍဨᩍဨࡢࡢࡢࡢ㈨㉁㈨㉁㈨㉁㈨㉁ࡢࡢࡢࡢ᥎ᣢྥୖ᥎ᣢྥୖ᥎ᣢྥୖ᥎ᣢྥୖࡢࡢࡢࡢ᪉⟇᪉⟇᪉⟇᪉⟇㸦㸦㸦㸦FDFDFDFD㸹㸹㸹㸹Faculty Faculty Faculty Faculty DevelopmentDevelopmentDevelopmentDevelopment    㸧㸧㸧㸧    

ᮏ◊✲⛉ࡣタ⨨ࡢ㊃᪨ࠊࡁ࡙ࡶ┳ㆤᏛࢆᇶ┙ࡢࡑ࡚ࡋᑓ㛛ศ㔝ࡿࡅ࠾㧗ᗘ࡞▱㆑ᐇ㊶

⬟ຊࡧࡼ࠾◊✲⬟ຊࢆ᭷ࡓࡋᑓ㛛⫋ᴗேࡢ㣴ᡂࢆ┠ⓗࠊ≉ࠋࡿࡍ㧗࠸⌮ほࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢿ࣐

⬟ຊࠊᩍ⫱ⓗ⬟ຊࠊ◊✲⬟ຊࢆㄢ㢟ࢣ࣐࣮ࣥࣗࣄࠊࡘࠊࡋồ࡞㇏ࡿࢀࡽࡵே㛫ᛶୖࡢ

ᐇ㊶ࡓࢀྲྀࡢࢫࣥࣛࣂࡢ✲◊ேᮦࢆ㣴ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ⓗࢆࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋᐇ⌧ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ

ᮏ◊✲⛉ࡢタ⨨ࡢ㊃᪨ྛࡓ࠸࡙ࡶᩍဨࡢᩍ⫱◊✲άືࡀಖドࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀࡉ 

ᮏᏛ࡛ࠊ࡛ࡍࡣᤵᴗᨵၿጤဨࡸ◊✲ᨭጤဨࢆタ⨨ࠊࡋᏛ㛗௨ୗࠊᏛⓗᩍ⫱◊✲ࡢ㈨

㉁ྥୖࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀFD άືୖࠊࡣ࡚࠸ࡘグࡢᤵᴗᨵၿάືࢆ୰ᚰࡢࢀࡒࢀࡑࠊᏛ⛉࡛

ࠊウ㆟ࡢၥ㢟Ⅼࡸᤵᴗሗ࿌ࠊࡕࡶࢆྜࡢࡵࡓࡢFDࠊᗘᩘᖺࡶ࡛⛉Ꮫࡢࢀࡎ࠸ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ

እ㒊ㅮᖌࢆᣍࡢ࡚࠸ㅮ₇ࢆ࡞㛤ദ࡚ࡋၨⓎດ2010ࠋࡿ࠸࡚ࡵᖺᗘண⟬࡛ࠊࡶ₶ἑ࠼࠸ࡣ

య࡛⣙ࡽ୰ࡢ⟭ண࠸࡞ 300ࡢண⟬ࠊࡳ⤌ࢆᩍဨࡢFDάືࢆᚋࡶ㠃ⓗᨭࡿࡍጼ

ໃࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆලయⓗ࡞ᩍဨ◊ಟ࠺⾜ࢆሙྜ1981ࠊᖺไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᩍ⫱⫋
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ဨ◊ಟつ⛬ࠖࠊࡾࡼᑓ௵ᩍဨࡣᅜእ◊ಟࡧࡼ࠾ᅜෆ◊ಟࢆᅾ⫋ࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀࡇࡿࡅཷࡲࡲࡢ

ᅜእ࣭ᅜෆࡶࢀࡎ࠸▷ᮇ㛗ᮇࡢ 2✀㢮ࠊࡾ࠶ࡀ▷ᮇࡣ ᭶௨ୖ࢝3 ࡣ㛗ᮇࠊ‶᭶ᮍ࢝6 ᭶௨ୖ6

1ᖺ௨ෆ࡛ࠊᅜෆ࣭ᅜእࢀࡒࢀࡑẖᖺᗘ  ࠋࡿ࡞⿵ೃࡀ1ྡ

 

1)1)1)1)ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ࡢࡢࡢࡢᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ࡿ࡞ࡿ࡞ࡿ࡞ࡿ࡞┳ㆤᏛ㒊┳ㆤᏛ㒊┳ㆤᏛ㒊┳ㆤᏛ㒊ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾㹄㹂㹄㹂㹄㹂㹄㹂ࡳࡳࡳࡳ⤌⤌⤌⤌ࡾࡾࡾࡾྀྀྲྲྀྲྲྀࡢࡢࡢࡢ    

①┳ㆤᏛ⛉FDጤဨࡀ୰ᚰࡾ࡞ィ⏬ⓗᤵᴗࡢ㉁ྥୖࢆᅗ2009ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗᖺᗘࡶᖺ3ᅇ

 ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆウ᳨ࡢᤵᴗ᪉ἲ࣭ᩍ⫱ホ౯ࠊࡋᐇࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ㅮ₇ࡢ

࢝᪂ࠊࡾࡼඹྠసᴗࡢᏛ⛉ᩍົጤဨFDጤဨࡣ2009ᖺᗘࠊ࡚࠼ࡲ㋃ࡶウ᳨ࡢࡽࢀࡑ②

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆウ᳨ࢫࣂࣛࢩࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ

③ᩍဨࡢ◊✲άືࢆୖྥࡢᮇࡢ࡚ࡋㅮ⩦ࠊࡶᏛෆእࡢㅮᖌࡢ༠ຊࢆᚓ࡚2009ᖺᗘ2ࡣᗘᐇࡋ

 ࠋࡓ

 

 2)2)2)2)ྛ✀ຓᡂྛ✀ຓᡂྛ✀ຓᡂྛ✀ຓᡂ    

ୖグࡢᤵᴗᨵၿࡧࡼ࠾ FDάືࠊࡢᩍဨࡢ㈨㉁ࠊࡵࡓࡿࡏࡉୖྥࢆᮏᏛ࡛ࡣ௨ୗࡢ᪉⟇ࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

① ◊✲ຓᡂ㔠 

1994ᖺ 2᭶ไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ◊✲ຓᡂ㔠つ⛬ࠖࠊࡤࢀࡼᑓ௵ᩍဨ 

ಶேࡿࡼࣉ࣮ࣝࢢࡢࡑࡣࡓࡲᩍ⫱◊✲άືᑐ୍ࠊࡋᐃࡢ㑅⪃᭱ࡁࡘ௳୍࡚⤒ࢆ 50 

㸦⥲㢠࡛ 100࡛ࡲ㸧ࡀຓᡂࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࢀࡉ 

② ฟ∧ຓᡂ㔠 

ᮏᏛ࡛ࠊࡣᩍ⫱◊✲ࡢ⯆ࠊࡵࡓࡢᑓ௵ᩍဨࡢ◊✲ᴗ⦼ࡢฟ∧ࢆຓᡂ1993ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ 11

᭶ไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ◊✲ᴗ⦼ฟ∧ຓᡂつ⛬࡛ࠖ᭱ࡁࡘ௳1ࠊࡣ㧗 100ࡢ

ຓᡂࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅཷࢆ 

③ ᩍဨ◊ಟ㈝ 

Ꮫࡽ◊ಟ⪅ᨭ⤥ࡿࢀࡉ⿵ຓ㔠ࠊࡣ㛗ᮇᅜእ◊ಟ 200ࠊ▷ᮇᅜእ◊ಟ 120ࠊ㛗ᮇ

ᅜෆ◊ಟ 120ࠊ▷ᮇᅜෆ◊ಟ 80࡛ࠋࡿ࠶ 

④ ᾏእฟᙇ᪑㈝ࡢຓᡂ 

ᮏᏛ࡛ࠊࡣᑓ௵ᩍဨࡀᾏእ࡛ࡢᏛฟᙇࡿࡍሙྜࡶ᪑㈝㸦㐠㈤㸧ࢆຓᡂ1995ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᖺ 4᭶ไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᾏእᏛฟᙇ㛵ࡿࡍ᪑㈝つ⛬ࠖࠊࡤࢀࡼᖺ㛫 4ྡ

⛬ᗘୖࢆ㝈ࠊ࡚ࡋ㸯௳᭱ࡁࡘ࡛ 25ࡀᨭ⤥ࠋࡿࢀࡉ 

 

 3)3)3)3)    ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ᮏ◊✲⛉ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾㹄㹂㹄㹂㹄㹂㹄㹂ࡳࡳࡳࡳ⤌⤌⤌⤌ࡾࡾࡾࡾྀྀྲྲྀྲྲྀࡢࡢࡢࡢ    

ᮏ◊✲ᩳࠊࡶ࡚࠸࠾Ꮫࡢ FD᪉㔪‽ᣐࡢ⮬⊃ࡘࠊࡋㄢ㢟ࠊࡃࡴ⤌ࡾྲྀ◊✲⛉ᩍဨ

Ꮫ㝔ࠕࡿࡼ FD᳨ウጤဨࠖࢆタ⨨ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ጤဨࠊࡣᮏ◊✲⛉ಀࡿୗグࡢ㡯┠㛵

ࡿࡍ FDィ⏬ࢆసᡂࠊࡋᑓ௵ᩍဨࡢ㈨㉁ࡢ⥔ᣢྥୖᙺ❧࡚ࡿணᐃ࡛ࠋࡿ࠶௨ୗࠊ㈨㉁ࡢ⥔ᣢྥୖ

  ࠋࡿ㏙࡚࠸ࡘᇶᮏ᪉㔪ࡢࡵࡓࡢ
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㸦1㸧ᩍ⫱⤌⧊ࡢ⟶⌮࣭㐠Ⴀࡢᨵၿ 

 ᩍ⫱┠ᶆ㐩ᡂ࠺࠸ほⅬࡽୗグࡢ㡯࡚࠸ࡘホ౯ࡋᮏ◊✲⛉ࡢᩍ⫱⤌⧊ࡢ⟶⌮࣭㐠Ⴀ 

 ࠋࡿࡍẖᖺᗘᮎࡣᐇᮇࡢ㡯ྛࠋࡿ࡚❧ᙺୖྥࡢ

①�  ᩍ⫱ㄢ⛬㸦࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㸧ࡧࡼ࠾ᩍ⫱ࡢᖺ㛫ィ⏬ࡢ㐺ษᛶࠊᩍ⫱⤌⧊㐠Ⴀࡢᅾࡾ᪉ 

  ᒚಟ⏕ࡢ༢ಟᚓ≧ἣࠊ㑅ᢥ⛉┠ᒚಟ≧ἣࠊಟኈㄽᩥࡧࡼ࠾࣐࣮ࢸෆᐜࠊಟᚋࡢ㐍㊰➼ࢆㄪ

ᰝࠊࡋᮏ◊✲⛉ࡧࡼ࠾࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡅ࠾ᩍ⫱ࡢᖺ㛫ィ⏬ࡢ㐺ษᛶࠊᩍ⫱⤌⧊㐠Ⴀࡢᅾࡾ᪉

 㸬ࡿࡍ㈨ᨵၿࡢዧ⌮࣭㐠Ⴀࡢ⧊⤌⫱ᩍࠊࡋウ᳨ࢆ

 ② ᩍ⫱⎔ቃࡢᨵၿᛶ 

  ᑓ௵ᩍဨࡧࡼ࠾ᒚಟ⏕ࡿ࡞ࡽ᠓ぶࢆᐇࠊࡋᩍ⫱⎔ቃࡢᨵၿ㈨ࠋࡿࡍ 

③ ධᏛヨ㦂ࡢᅾࡾ᪉ 
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資料－１ 

茨城キリスト教大学看護学部 大学院進学希望に関するニーズ調査 

 

調査概要 

１．対象者の属性：居住地，年齢，立場（職位等），最終学歴，大学院受験資格審査制度 

２．大学院への進学希望状況：１）大学院および茨城キリスト教大学大学院修士課程看護学専攻 

 への進学希望の有無，２）大学院で希望する研究領域，３）専門看護師（CNS）コースの履修希 

 望と希望する分野 

３．茨城キリスト教大学大学院修士課程看護学専攻（以下，本学大学院とする）の進学希望状況： 

１）居住地と進学希望者との関係,２）本学大学院進学時に活用したい制度,３）本学大学院へ

の進学に関する要望事項 

   送付先施設および送付数 

送付先施設区分 施設数 送付数 

一般科病院 ６ 180 

精神科病院 ６ 26 

老年看護・在宅看護関係施設 12 12 

茨城県内 

実習協力施設 

地域看護学関係 18 18 

一般科病院 7 125 

精神科病院 1 15 

茨城県内施設 

看護専門学校 14 14 

福島県いわき市内 一般科病院 ２ 35 

卒業生   75 

     計  66 500 

 
調査結果 

１．対象者の属性 

 500 部を送付した．2部が宛先不明で，13 部は該当者無しとして看護部責任者から返送された 

 ため，送付対象者は 485 名である．郵送先は，県内の実習施設を中心に看護学校を加えた計 66 

 施設である（表１）．回答数は 308 部で，回収率は 64％であった． 

 １）居住地  

図１　回答者の居住地の内訳
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２）年齢  

対象者の平均年齢は，36.4 歳          

 2 

（S.D. 10.7）で，20 代，30 代が多い．   

 

年代／人数 人数 % 

20 代 100 32.8  

30 代 83 27.2  

40 代 71 23.3  

50 代以上 51 16.7  

 
 
 
３）立場（職位） 

スタッフが 141（46.5%）と最も多く，課長（師長）など看護単位における責任者 54 名と 

主任（副師長）53 名，スタッフで実習指導の担当者 28 名，看護教員 9名等であった． 

４）最終学歴 

  回答者の最終学歴は専門専修学校卒業が 209 名で約 70％と多い．大卒は 78 名で 25％を占 

 めている．その他は大学在籍中，修士課程修了者であった． 

 大卒者は 78 名である．職位別の最終学歴によれば，大卒スタッフは 54 名であり，20 代の 

 大卒者は 46 名である．この 46 名中に本学卒業生が含まれることが推察される． 

  ５）資格審査制度について 

 回答者 308 名中で「良く知っている」と答えた者は 34 名（12.4％）のみであった． 

２．進学希望状況について 

  １）大学院へ進学を「現在希望している」者は 9名で，「今後希望する可能性がある」 

  133 名を含めると，対象者の半数近くが希望の意思を表明している．さらに，本学大学 

  院への進学については，「現在希望している」者が 4名に減少するものの，「今後希望 

  する可能性がある」117 名で，計 121 名である．本学大学院への進学希望は多いものと 

  解釈できる．  

  ２）大学院で希望する研究領域 

大学院での研究希望領域 

希望研究分野 希望人数 ％
がん看護 29 14.5%
看護管理　※１ 22 11.0%
看護教育　※２ 22 11.0%
成人看護急性期 21 10.5%
母性看護 18 9.0%
成人看護慢性期 13 6.5%
精神看護 13 6.5%
その他 12 6.0%
基盤実証看護学 11 5.5%
小児看護 11 5.5%
地域看護 11 5.5%
老年看護 9 4.5%
在宅看護 8 4.0%

計（複数回答） 200 その他：脳外・感染看護学・心理学 

  ３）大学院での専門看護師（CNS）コースの履修希望 

  ＣＮＳコースの履修希望は 83 名で，希望しないが 61 名であった．がん看護の希望者が多い．

また現在 10 名程度しか輩出していない母性看護の希望者も多い．調査に回答した者の 50％近く

がスッタフだったためか，研究遂行よりも実践的な能力を高めたいという期待が示されている． 
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３．本学大学院進学希望者の実態 

  １）居住地との関係 

「現在希望している」は水戸近隣 2 名と県南 2 名の計 4 名で，「将来希望する可能性がある」

は 117 名である． 

 
図８　居住地と当大学進学希望との関係
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なお，居住地別にみた返送数の割合では，地域による特徴がみられた．水戸近隣の返送数 119

名中の 45 名（37.8％），県北 76 名中 28 名（36.8％），県南 61 名中 19 名（31.1％）に対して，

福島県いわき市在住の 35 名は 16 名（45.7％）が今後進学する可能性があると回答しており，需

要の高い地域といえる． 

２）当大学院進学時に活用したい制度 

休職制度が最も多く，学業に専念する時間を確保したいという思いが強い．また，奨学金，授

業料減免，病院からの補助等，費用に関する制度の活用希望が多かった． 

項目 人数 ％
休職制度 64 27.2%
奨学金 60 25.5%
授業料減額 58 24.7%
病院からの補助 32 13.6%
週末勤務して平日休む勤務 17 7.2%
その他 4 1.7%  
 ３）本学大学院への進学に関する要望事項 

 図書館の利用を含めて，授業時間を平日の夜間や土日を利用するなど，勤務との両立を可能に

するために授業の調整が必須となる．また，サテライトやＥラーニングなどより学習しやすい環

境整備，仕事との両立を可能にする修学期間の延長を求めている．託児所の半額での利用は，大

卒者は 20 代，おそらく本学の卒業生である未婚者が多いことから，現在は，専門学校卒業の者が

多い状況である．数年後には，この状況は変化し，大卒者が子育てと仕事を両立させながら進学

を目指す時期にかかってくることが予想される．今回の調査で大卒者の進学希望は半数を占めて

おり，進学への意欲は高いことが考えられること，助手や助教などの教員を継続的に輩出してい

くためにも，育児をしながらの学業時間の確保が課題である．今後，大学側が提供できる時間的

な配慮や託児所の利用などの整備が，長期的な進学者確保に重要なカギとなる． 

 要望することがら 

項目 回答数（人） ％ 

土曜日，日曜日，夜間に授業を開講してほしい 86 31.9 

 3 
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土曜日，日曜日，夜間帯に大学の図書館を利用したい 52 19.3 

サテライトキャンパスがほしい 50 18.5 

Ｅ－ラーニングをしてほしい 34 12.6 

就学期間の延長をしてほしい 34 12.6 

大学付属の託児所（アンネローゼ）を半額で利用させてほしい  ※５ 13 4.8 

その他 1 0.4 

サテライト希望地区：水戸，東京，つくば，いわき，いわき～高萩，  
 

まとめ 

本学大学院への進学を，現時点，実際に考えているものが 4名，将来希望する可能性がある者 117

名で回答者の半数程度が進学に肯定的な意見を持っている．希望者は，水戸近隣，県北，県南に

広く居住しているが，いわき市からの希望者も多いことが明らかになった． 

また，今後進学する可能性があると回答した者は，職位には関係なく，それぞれ 40％程度が希

望している．学歴別でみると，大卒者が半数近くは進学を希望しており，しかも本学希望者であ

った．この結果には，本学の卒業生が多いことが影響していると推測できるものの，将来的に進

学を考えている大卒者が多く，潜在的なニーズは高いことが判明した． 

しかし，経済的問題や学業のための時間の確保について，進学の際に危惧されることとしてい

る回答者が多い．したがって，学費の補助，開講時間の配慮，育児のための託児所の利用，交通

の不便さを補うためのサテライトキャンパスの設置や就学期間の延長など，仕事と両立を可能に

するための方策として，期限延長，学費の分割や減額等，大学院進学の支援体制を整備する必要

がある． 
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大学院修了者採用の意向に関するアンケート 

 
 
茨城県内にある病床数 80 床以上の 133 病院の看護職人事に携わる看護部長などの管理職を対象に，

無記名・郵送法により大学院修了者採用の意向に関するアンケート調査を行った。調査内容は，大学院

（修士課程）修了者の採用の有無，採用する場合に論文コースと慢性看護 CNS コースのいずれを望む

か，また大学院（修士課程）修了者にどのような能力を期待するかである。加えて，大学院（修士課程）

修了者の進路について，自由に意見を記載してもらった。その結果，72病院から返信され（回収率54.1％），

その内 71 病院から有効な回答が得られた（有効回答率 98.6％）。 

 

大学院修了者の採用

採用しない
15.5%

採用したい
36.6%

どちらとも
言えない
47.9%

計　84.5%

 

 
1. 大学院（修士課程）修了者の採用（n=71） 

項目 人数 (％ ) 
採用したい 
どちらとも言えない 

26 (36.6 ) 
34 (47.9 ) 

小計 
 
採用しない 

60 (84.5 ) 
 
11 (15.5 ) 

 
 
 
2. 大学院（修士課程）修了者を採用する場合の希望するコース（n=59＊） 

＊ 大学院修了者の採用について，「採用したい」あるいは「どちらとも言えない」と答えた者 
 

項目 人数 (％ ) 
論文コース 
慢性看護 CNS コース 
いずれも考えている 
まだ決めていない 

4 ( 6.7 ) 
25 (41.7 ) 
14 (23.3 ) 
17 (28.3 ) 

採用の場合の希望コース

まだ決めて
いない
28.3%

論文コース
6.7%

いずれも
考えている

23.3%

慢性看護
CNSコース

41.7%
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3. 大学院（修士課程）修了者に期待する能力〈複数回答〉（n=71） 
項目 人数 (％ ) 
教育指導力 
専門的知識 
企画力 
リーダーシップ 
研究能力 
専門的技術 
コーディネーション能力 
コンサルテーション能力 
援助技術開発力 
その他＊

54 (76.1 ) 
41 (57.7 ) 
34 (47.9 ) 
31 (43.7 ) 
31 (43.7 ) 
30 (42.3 ) 
30 (42.3 ) 
26 (36.6 ) 
20 (28.2 ) 
8 (11.3 ) 

（人）

＊ 看護実践力，実行力，組織コミットメント能力 

 
 
 
4. 大学院（修士課程）修了者の進路についての意見 
• 県内の看護の質の向上に貢献して欲しい。 
• 中小の病院では，採用が難しい現状があり，大学院修了者の働く場の現状についても考えて欲しい。 

- 看護師不足で，大学院修了者の採用まで考えることが難しい。 
- ほとんどが専門学校の卒業者などで，これらの看護師との格差が懸念される。 

• 臨床経験を有し，学修したことを実践に活かすことのできる人を希望する。 
• 大卒者が増加している現状において，これらのスタッフを教育・指導できる，人間性を兼ね備えた

人を希望する。 
• CNS には，地域との連携に役立って欲しい。 
• 診療報酬の改定により，CNS の採用は病院の収入につながるので，採用を希望する病院が増加する

だろう。 
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茨城キリスト教大学教職員任用規程 

 

第１条 この規程は茨城キリスト教大学（以下「本学」という。）教職員任用規程という。 

第２条 教職員は、教育職員（以下「教員」という。）、事務職員および技術職員とする。 

第３条 教員は次のとおりとする。 

（１）専任教員 

・専任教員（A） 本学就業規則に基づき専任として任用される教員 

・専任教員（B） 専任教員（A）を定年退職し、継続して再雇用された65歳を超え

る専任教員、または65歳を超えて新たに雇用された専任教員 

・専任教員（C）  専任教員（A）を定年退職し、継続して再雇用された65 歳を超え

る専任教員 

（２）特別契約専任教員 

（３）教職課程特任教員 

（４）兼任教員 

第４条 専任教員（A）の任免・異動並びに職務は、本学就業規則による。 

２ 専任教員（A）の担当時間数は1週12時間を原則とする。 

第５条 専任教員（B）および専任教員（C）の任用については別にこれを定める。 

第６条 特別契約専任教員の任用については別にこれを定める。 

第７条 教職課程特任教員の任用については別にこれを定める。 

第８条 兼任教員の任用については別にこれを定める。 

第９条 事務職員および技術職員の任用については、本学就業規則による。 

第10条 この規程の改訂は、合同教授会の議を経て行うものとする。 

 

附則 

１ この規程は、昭和４８年４月１日より施行する。 

２ この規程は、１９９９年７月２２日より施行する。 

３ この規程は、２００４年４月１日より施行する。 

４ この規程は、２００５年４月１日より施行する。 

５ この規程は、２００８年４月１日より施行する。 
６ この規程は、２０１０年４月１日より施行する。 
 
 
 

1



1

茨城キリスト教大学専任教員（Ｂ）任用規程

第１条 本学教職員任用規程第５条の規定によりこの規程を定める。

第２条 学長は教育上必要と認めたときこの任用を決定する。

第３条 前条にいう教員は教授であることとする。

２ 任免に伴う手続きは本学就業規則を準用する。

３ 専任教員（Ｂ）は、原則として１週当り８時間（４コマ）以上の授業を担

当しなければならない。ただし、その他の職務については専任教員（Ａ）に

準ずる。

４ 専任教員（Ｂ）が必要に応じて５コマ以上７コマを限度として授業を担当

する場合には、兼任講師給の最低額を支給する。

第４条 専任教員（Ｂ）の待遇は次のとおりとする。

（１） 基本給は本学の給与規則による。

（２） 諸手当は本学の給与規則に準ずる。

第５条 専任教員（Ｂ）の契約期間は満６８歳に達する年度末までとし、その

時点で教育上支障がないと認められる場合は、さらに２年間（満７０歳に達

する年度末まで）更新することができる。

２ 専任教員（Ｂ）が大学の規程による選挙において被選挙権を持つのは、満

６８歳に達する年度末までとする。

３ 学長が教育課程上特に必要と認めた場合に限り、７１歳以後３ケ年を限度

として１年ごとに契約を更新することができる。（特別契約専任教員（Ｂ））

第６条 この規程の改訂は、大学教授会の議を経て行うものとする。

附 則

１ この規程は、昭和４８年４月１日より施行する。

２ この規程は、昭和５５年４月１日より施行する。

３ この規程は、昭和６０年４月１日より施行する。

４ この規程は、１９９９年４月１日より施行する。１９９８年度に既に専任

教員（Ｂ）であった者については、この規程は２００１年４月１日より適用

する。ただし、１９９８年度に既に専任教員（Ｂ）であった者で、２００１

年４月１日現在満７０歳未満の者については、満70歳に達する年度末まで、

この規程は適用しない。

５ この規程は、２００１年４月１日より施行する。



1

茨城キリスト教大学専任教員（Ｃ）任用規程

第１条 本学教職員任用規程第５条の規定によりこの規程を定める。

第２条 本学の教員は、６５歳に達した後教育上支障がない場合は、専任教員

（Ｃ）として任用される。

第３条 前条にいう教員は教授であることとする。

２ 任免に伴う手続きは本学就業規則を準用する。

３ 専任教員（Ｃ）は、原則として１週当り８時間（４コマ）以上の授業を担

当しなければならない。

４ 専任教員（Ｃ）が必要に応じて５コマ以上６コマを限度として授業を担当

する場合には、兼任講師給の最低額を支給する。

第４条 専任教員（Ｃ）の待遇は次のとおりとする。

（１） 基本給は本学の給与規則による。

（２） 諸手当は本学の給与規則に準ずる。

第５条 専任教員（Ｃ）の契約期間は満６８歳に達する年度末までとし、その

時点で教育上支障がないと認められる場合は、さらに２年間（満７０歳に達

する年度末まで）更新することができる。

２ 専任教員（Ｃ）が大学の規程による選挙において被選挙権を持つのは、満

６８歳に達する年度末までとする。

第６条 この規程の改訂は、大学教授会の議を経て行うものとする。

附 則

１ この規程は、１９９９年７月２２日より施行する。



資料－５ 

履修モデル① 
基礎看護科学分野（修士論文コースを志す者の履修モデル） 
 

履修年次・単位数 
履修科目 

1 年次 2 年次 合計 
[専門共通科目] 
看護研究方法特論 
看護理論特論 
看護倫理特論 
看護形態機能学 
 
[専門科目] 
看護生体情報学特論 
看護生体情報学演習 
応用看護技術学 
応用看護技術学演習 
 
[共通選択科目] 
保健統計学特論 
教育法法学特論 
栄養生理学特論 
 
[特別研究・課題研究・実習] 
看護学特別研究（基盤実証看護学） 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
 
 

8 
合計 22 8 30 
 
 
【基礎看護科学分野】 

看護学に有用な実験的研究手法について看護形態機能学を学び、看護技術の科学的な裏づけを得

るための実証的研究や、看護技術の安全性に関する実験的研究を行う。さらに、あらゆる看護現象

の科学的解明を研究テーマとして、実証的な研究に基づいた新たな看護技術の開発研究を行う。 
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資料－５ 

履修モデル② 
実践看護学分野：生活支援看護学領域‐1（修士論文コースを志す者の履修モデル） 
 

履修年次・単位数 
履修科目 

1 年次 2 年次 合計 
[専門共通科目] 
看護研究方法特論 
看護理論特論 
看護倫理特論 
コンサルテーション特論 
 
[専門科目] 
慢性疾患看護学特論 
慢性疾患看護学援助特論 
成人･老年看護学特論 
成人･老年看護学演習 
 
[共通選択科目] 
保健統計学特論 
教育法法学特論 
栄養生理学特論 
 
[特別研究・課題研究・実習] 
看護学特別研究（生活支援看護学） 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
 
 

8 
合計 22 8 30 
 
 
【実践看護学分野（生活支援看護学領域‐1）】 

地域での生活を支える医療は、さまざまな形態があり、看護のニーズは多様化している。複雑な

背景、多様なニーズをもつ対象者の心身の健康問題を探求し、解決に導くことができる研究的能力

を養う能力を育成する。また、それに伴った専門的な知識・技術を基礎とした看護実践能力を開発

し、習得する。 
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資料－５ 

履修モデル③ 
実践看護学分野生活支援看護学領域‐2（修士論文コースを志す者の履修モデル） 
 

履修年次・単位数 
履修科目 

1 年次 2 年次 合計 
[専門共通科目] 
看護研究方法特論 
看護理論特論 
看護倫理特論 
ヘルスプロモーション特論 
 
[専門科目] 
地域看護学‐地域組織活動論 
地域ヘルスケア演習 
慢性疾患看護学特論 
成人･老年看護学特論 
 
[共通選択科目] 
保健統計学特論 
教育法法学特論 
カウンセリング特論 
 
[特別研究・課題研究・実習] 
看護学特別研究（生活支援看護学） 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 

2 
2 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 

2 
2 
2 
 
 

8 

合計 22 8 30 
 
 
【実践看護学分野（生活支援看護学領域‐2）】 
地域に住む人々や集団を対象とした地域看護領域の看護専門職として、効果的な地域看護活動に

向け必要となる主要な概念や介入方法、および QOL 向上を目指した看護資源の開発を探求すると

ともに、地域看護領域における課題を研究する能力を修得する。 
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資料－５ 

履修モデル④ 
実践看護学分野（慢性疾患看護学CNSコースを志す者の履修モデル） 
 

履修年次・単位数 
履修科目 

1 年次 2 年次 合計 
[専門共通科目] 
看護理論特論 
看護倫理特論 
看護管理学特論 
看護研究方法特論 
 
[専門科目] 
慢性疾患看護学特論 
慢性疾患看護学援助特論Ⅰ 
慢性疾患看護学演習Ⅰ 
慢性疾患看護学援助特論Ⅱ 
慢性疾患看護学演習Ⅱ 
 
[共通選択科目] 
保健統計学特論 
教育法法学特論 
カウンセリング特論 
 
[特別研究・課題研究・実習] 
慢性看護学実習 
課題研究（慢性看護学 CNS コース） 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
 

2 
 
 
 

2 
2 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
 

3 
 
 
 
 
 
 
 

6 
2 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
3 
2 
3 
 
 

2 
2 
2 
 
 

6 
2 

合計 20 14 34 
 
 
【実践看護学分野（慢性看護学 CNS コース）】 

多様化・複雑化する看護機能に的確に対応できる高度な看護実践実現のための専門的な知識や技

術を修得する。また、看護実践上の諸問題の実態把握や構造分析を通して、科学的かつ論理的に課

題解決に取り組むことのできる研究的能力を育成する。さらに複雑で長期化する問題を抱えている

慢性疾患患者への看護の実践と実践方法の開発を目指す。 
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資料－５ 

履修モデル⑤ 
実践看護学分野：発達支援看護学領域（修士論文コースを志す者の履修モデル） 
 

履修年次・単位数 
履修科目 

1 年次 2 年次 合計 
[専門共通科目] 
看護理論特論 
看護倫理特論 
看護研究方法特論 
看護管理学特論 
 
[専門科目] 
発達支援看護学特論Ⅰ 
発達支援看護学特論Ⅱ 
ペリネイタルケア特論 
発達支援看護学演習Ⅰ（小児） 
 
[共通選択科目] 
保健統計学特論 
教育法法学特論 
発達心理学特論 
 
[特別研究・課題研究・実習] 
看護学特別研究（発達支援看護学） 

 
2 
2 
2 
2 
 

2 
2 
2 
2 
 
 
 

2 
2 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
 
 

8 
合計 22 8 30 
 
 
【実践看護学分野（発達支援看護学領域）】 

小児看護の専門性を深め，多様な健康ニーズを持つ子どもと母親，家族の発達を生涯にわたり支

援できる能力を育成するため，発達心理学や教育方法論，看護倫理、看護管理学について学習する。

また，さまざまな看護学研究法を学び，小児看護学における今日的課題の解決や新たな看護の開発

を目指して，自らが探求したテーマに基づいて研究を実践する。 
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資料－５ 

履修モデル⑥ 
実践看護学分野：精神看護学領域（修士論文コースを志す者の履修モデル） 
 

履修年次・単位数 
履修科目 

1 年次 2 年次 合計 
[専門共通科目] 
看護理論特論 
看護倫理特論 
看護研究方法特論 
コンサルテーション特論 
 
[専門科目] 
慢性看護学特論 
精神保健学特論 
臨床精神看護学特論 
精神看護学演習 
 
[共通選択科目] 
発達心理学特論 
カウンセリング特論 
障害者支援特論 
 
[特別研究・課題研究・実習] 
看護学特別研究（精神看護学） 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 

 
2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
2 
 
 

2 
2 
2 
 
 

8 
合計 22 8 30 
 
 
【実践看護学分野（精神看護学領域）】 
 精神看護学の基盤となる人間関係理論，コンサルテーション理論等の理解を深め，専門的なケアが

できる能力開発を目指す。さらに，メンタルヘルスの問題を抱える人々とその家族へのケア，ケア提

供者自身の対人関係のあり方，当該領域の看護介入の方法等に関するテーマを設定し，課題解決に必

要とされる研究的能力を養う。 
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時間割　【1年次】 

【前期】

時限 時間 月 火 水 木 金

1
8:40-
10:10

2
10:20-
11:50

3
12:40-
14:10

発達支援看護学特論
Ⅰ

看護理論特論 慢性疾患看護学特論
地域看護学特論
－地域組織活動論－

精神保健学特論

4
14:20-
15:50

ウィメンズヘルスケア
特論

慢性疾患看護学援助
特論Ⅰ

地域ヘルスケア演習 看護倫理特論

5
16:00-
17:30

看護研究法特論 看護形態機能学 発達心理学特論
成人･老年看護学特
論

6
17:40-
19:10

保健統計学特論 教育方法学特論 カウンセリング特論 栄養生理学特論 障害者支援特論

【後期】

時限 月 火 水 木 金

1
8:40-
10:10

2
10:20-
11:50

3
12:40-
14:10

発達支援看護学特論
Ⅱ

発達支援看護学演習
Ⅰ（小児）

ヘルスプロモーション
特論

臨床精神看護学特論
コンサルテーション特
論

4
14:20-
15:50

ペリネイタルケア特論
発達支援看護学演習
Ⅱ（母性）

看護生体情報学特論 精神看護学演習
慢性疾患看護学援助
特論Ⅱ

5
16:00-
17:30

地域ヘルスケア演習 看護生体情報学演習 応用看護技術学
成人・老年看護学演
習

6
17:40-
19:10

看護管理学特論 応用看護技術学演習

7



時間割　【1年次】 （14条特例）

【前期】

時限 時間 月 火 水 木 金 土

1
8:40-
10:10

発達支援看護学
特論Ⅰ

2
10:20-
11:50

ウィメンズヘルス
ケア特論

3
12:40-
14:10

地域看護学特論
－地域組織活動
論－

4
14:20-
15:50

看護理論特論

5
16:00-
17:30

慢性疾患看護学
特論

6
17:40-
19:10

保健統計学特論 教育方法学特論
カウンセリング特
論

栄養生理学特論 障害者支援特論
慢性疾患看護学
援助特論Ⅰ

7
19:15-
20:45

看護研究法特論 発達心理学特論 精神保健学特論 看護形態機能学 看護倫理特論
成人･老年看護学
特論

【後期】

時限 月 火 水 木 金 土

1
8:40-
10:10

応用看護技術学

2
10:20-
11:50

応用看護技術学
演習

3
12:40-
14:10

発達支援看護学
演習Ⅰ（小児）

4
14:20-
15:50

発達支援看護学
演習Ⅱ（母性）

5
16:00-
17:30

コンサルテーショ
ン特論

6
17:40-
19:10

発達支援看護学
特論Ⅱ

看護管理学特論
看護生体情報学
特論

臨床精神看護学
特論

慢性疾患看護学
援助特論Ⅱ

地域ヘルスケア
演習

7
19:15-
20:45

ペリネイタルケア
特論

ヘルスプロモー
ション特論

看護生体情報学
演習

精神看護学演習
成人・老年看護
学演習

8



時間割　【2年次】

【前期】

時限 時間 月 火 水 木 金

1
8:40-
10:10

2
10:20-
11:50

慢性疾患看護学演習
Ⅰ

3
12:40-
14:10

慢性疾患看護学演習
Ⅰ

慢性疾患看護学演習
Ⅱ

4
14:20-
15:50

慢性疾患看護学演習
Ⅰ

慢性疾患看護学演習
Ⅱ

5
16:00-
17:30

6
17:40-
19:10

【後期】

時限 月 火 水 木 金

1
8:40-
10:10

2
10:20-
11:50

3
12:40-
14:10

4
14:20-
15:50

5
16:00-
17:30

6
17:40-
19:10

慢性疾患看護学演習
Ⅱ

9



時間割　【2年次】 （14条特例）

【前期】

時限 時間 月 火 水 木 金 土

1
8:40-
10:10

2
10:20-
11:50

慢性疾患看護学
演習Ⅰ

3
12:40-
14:10

慢性疾患看護学
演習Ⅰ

4
14:20-
15:50

慢性疾患看護学
演習Ⅰ

5
16:00-
17:30

6
17:40-
19:10

慢性疾患看護学
演習Ⅱ

7
19:15-
20:45

慢性疾患看護学
演習Ⅱ

【後期】

時限 月 火 水 木 金 土

1
8:40-
10:10

2
10:20-
11:50

3
12:40-
14:10

4
14:20-
15:50

5
16:00-
17:30

6
17:40-
19:10

慢性疾患看護学
演習Ⅱ

7
19:15-
20:45
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資料－６ 

茨城キリスト教大学研究倫理指針 

 

(目的) 

第１条 茨城キリスト教大学（以下「本学」という。）は、本学の学術研究の信頼性と公正性を

確保することを目的とし、研究を遂行する上で求められる研究者および研究に関与する事務

職員の行動、態度の倫理的指針をここに定める。 

 
（研究の基本） 

第２条 研究者は、良心と信念に従って、自らの責任で研究を遂行し、不当な圧力により研究成

果の客観性を歪めることがあってはならない。 

２ 研究者は、生命の尊厳を重んじ、個人のプライバシーに配慮し、基本的人権を尊重しなけれ

ばならない。 

３ 研究者は、国際的に認められた規範、規約および条約等、国内の法令、告示等および本学の

諸規程を遵守しなければならない。 

 
（定義） 

第３条 「研究者」は、次の者とする。 

（１）本学教職員任用規程第３条（１）および（２）に定める者 

（２）前（１）と共同で研究を行う全ての者 

２ 「研究」とは、研究計画の立案、計画の実施、成果の発表、評価にいたる全ての過程におけ

る行為、決定およびそれに付随する全ての事項をいう。 

３ 「発表」とは、自己の研究に係る新たな知見、発見または専門的知見を公表する全ての行為

をいう。 

４ 「研究に関与する事務職員」とは、本学の研究に対する事務、管理等（以下「研究事務等」

という。）に携わる専任事務職員、嘱託員、臨時職員、およびアルバイト職員をはじめとする

全ての研究事務等に従事する者をいう。 

 

（研究者の態度） 

第４条 研究者は、自己の専門研究が及ぶ範囲を自覚し、他分野の専門研究を尊重するとともに、

自己研鑚に努めなければならない。 

２ 研究者は、他の国、地域、組織等の研究活動における、文化、慣習、規律の理解に努めなけ

ればならない。 

３ 研究者は、他の研究者と共同で研究活動を行う場合は、相互の学問的立場を尊重しなければ

ならない。 

４ 研究者は、研究協力者、研究支援者等に対しては、謝意をもって接しなければならない。 

５ 研究者は、学生が共に研究活動に関わる場合は、学生が不利益を蒙らないよう十分な配慮を

しなければならない。 

６ 研究者は、自己の研究計画について、分かりやすく、明瞭に説明できるよう努めなければな

らない。 

７ 研究者は、研究遂行中において、計画進捗状況の自己点検を行い、適切な時期に途中経過の

報告ができるよう努めなければならない。 
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資料－６ 

 
（研究のための情報、データ等の収集） 

第５条 研究者は、科学的かつ一般的に妥当な方法、手段で、研究のための資料、情報、データ

等を収集しなければならない。 

２ 研究者が、研究のために資料、情報、データ等を収集する場合は、その目的に適う必要な範

囲において収集するよう努めなければならない。 

 
（インフォームド・コンセント） 

第６条 研究者が、人の行動、環境、心身等に関する個人の情報、データ等の提供を受けて研究

を行う場合は、提供者に対してその目的、収集方法等について分かり易く説明し、提供者の明

確な同意を得なければならない。 

２ 組織、団体等から、当該組織、団体等に関する資料、情報、データ等の提供を受ける場合も

前項に準じるものとする。 

 
（個人情報の保護） 

第７条 研究者は、プライバシー保護の重要性に鑑み、研究のために収集した資料、情報、デー

タ等で、個人を特定できるものは、これを他に洩らしてはならない。 

 
（実験ノート、情報、データ等の利用および管理） 

第８条 研究者は、実験ノート、研究のために収集または生成した資料、情報、データ等の滅失、

漏洩、改ざん等を防ぐために適切な措置を講じなければならない。 

２ 研究者は、実験ノート、研究のために収集または生成した資料、情報、データ等を適切な期

間保存しなければならない。ただし、法令または規程等に保存期間の定めのある場合はそれに遵

うものとする。 

 
（機器、薬品・材料等の安全管理） 

第９条 研究者が、研究実験において研究装置・機器等および薬品・材料等を用いるときは、関

係取扱規程、要領等を遵守し、その安全管理に努めなければならない。 

２ 研究者は、研究の過程で生じた残渣物、使用済みの薬品・材料等について、責任をもってそ

の最終処理をしなければならない。 

 
（研究成果の発表） 

第１０条 研究者は、研究の成果を広く社会に還元するため、公表しなければならない。ただし、

産業財産権等の取得およびその他合理的理由のため公表に制約のある場合は、その合理的期間

内において公表しないものとすることができる。 

２ 研究成果は、学問的誠実性と論理的忠実性によって導かれた、新たな知見、発見であること

に鑑み、研究者は、他者の成果を自己の成果として発表してはならない。 

３ 研究者は、研究成果の発表に際しては、先行研究を精査し尊重するとともに、他者の知的財

産を侵害してはならない。 

４ 研究者は、研究成果発表における不正な行為は、本学および研究者に対する社会の信頼性を

喪失する行為であることを自覚し、次に掲げる不正な行為は、絶対にこれをしてはならない。 
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（１）捏造（存在しないデータの作成） 

（２）改ざん（データの変造、偽造） 

（３）盗用（他人のデータや研究成果等を適切な引用なしで使用） 

 

５ 研究者は、研究発表における不適切な引用、引用の不備、誇大な表現、都合のよい誤解をさ

せる表現等は、不正行為とみなされる恐れがあることを自覚し、適切な引用、誤解のない完全

な引用、そして真摯な表現をしなければならない。 

 
（オーサーシップ） 

第１１条 研究者は、研究活動に実質的な関与をし、研究内容に責任を有し、研究成果の創意性

に十分な貢献をしたと認められる場合に、適切なオーサーシップを認められる。 

 
（研究費の取扱い） 
第１２条 研究者および研究に関与する事務職員は、研究費の源泉が、学生納付金、国・地方公

共団体等からの補助金、財団、企業等からの助成金、受託・共同研究費、寄附金等によって賄

われていることを常に留意し、研究費の適正な使用および管理に努め、その負託に応えなけれ

ばならない。 

２ 研究者は、交付された研究費を当該研究に必要な経費のみに使用しなければならない。 

３ 研究者および研究に関与する事務職員は、研究費の使用および管理に当たっては、法令、本

学の諸規程、当該研究費の使用規定等を遵守しなければならない。 

４ 研究者および研究に関与する事務職員は、証憑書類等を適切に管理し、実績報告においては、

研究遂行の真実を明瞭に記載しなければならない。 

 
（他者の業績評価） 

第１３条 研究者が、レフリー、論文査読、審査委員等の委嘱を受けて、他者の研究業績の評価

に関わるときは、被評価者に対して予断を持つことなく、評価基準、審査要綱等に従い、自己

の信念に基づき評価しなければならない。 

２ 研究者は、他者の業績評価に関わり知り得た情報を不正に利用してはならない。当該業績に

関する秘密は、これを保持しなければならない。 

 
（本学の責務） 

第１４条 本学は、研究者の研究倫理意識を高揚するために、必要な啓発、倫理教育の計画を策

定し、実施するものとする。 

２ 本学は、この指針の運用を実効あるものにするため、研究者の研究倫理に反する行為および

研究に関与する事務職員の研究倫理に反する行為に加担する行為に対しては適切な措置を講じ

るものとする。 

３ 本学は、研究に関して、不当または不公正な扱いを受けた者からの苦情、相談等に対応する

ものとする。 

４ 前３項に関する事項は別に定める。 
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（改廃） 

第１５条 この指針の改廃は、研究支援委員会および大学運営会議の議を経て、合同教授会の承

認を得るものとする。 

 
附則 

この指針は、２０１０年４月１日から施行する。 
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茨城キリスト教大学倫理審査規程

（目的）

第１条 この規程は、茨城キリスト教大学（以下「本学」という。）において行

われる人およびその他の生物体を対象とする研究に関し、国が提示する倫理

指針に基づき研究が適正に行われるよう、必要な事項を定める。

２ 前項の倫理指針は、「大学における動物実験について」（昭和 62 年 5 月 25

日、文部省通知）、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」（平成 13

年 3 月 29 日、文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示、平成 16 年 12 月 28

日改正・告示）、「疫学研究に関する倫理指針」（平成 14 年 6 月 17 日、文部科

学省・厚生労働省告示）、および「臨床研究に関する倫理指針」（平成 16 年 12

月 28 日、厚生労働省告示）を指す。

（審査）

第２条 前条に言う研究を行おうとする者は、研究計画書および倫理審査申請

書（別紙様式第 1 号）を学長に提出し、研究の計画および実施の適否につい

て倫理上の審査（以下「審査」という。）を受けることができる。

２ 前項の研究計画書および倫理審査申請書が提出された場合、学長は次条に

規定される委員会に対し、倫理的、科学的観点から審査するよう諮問しなけ

ればならない。

（委員会の設置）

第３条 前条に規定される審査を行うため、学長は本学に倫理審査委員会（以

下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会の運営については、別に定める。

（委員会の構成）

第４条 委員会は、本学の教員および学外学識経験者若干名をもって組織する。

２ 委員会の構成員は、次の第（1）号～第（3）号の委員を含むものとする。

(1) 自然科学分野の者

(2) 保健・医療・福祉・教育活動に従事する者

(3) 人文・社会科学分野の者

(4) その他学長が必要と認める者

３ 前項の委員は、学長が委嘱するものとする。

４ 委員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。

５ 任期途中で委員会に欠員が生じ、それを補う必要がある場合には、学長が

新たに委員を委嘱し、その委員の任期は前任者の残任期間とする。

（委員長および副委員長）

第５条 委員会に委員長および副委員長を置き、学長が指名する。

２ 委員長は委員会を招集し、その議長となる。

３ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるときには、その職務を代

行する。

（臨時委員）
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第６条 委員会が特に必要と認める場合、高度な専門知識を有する者を臨時委

員として審査に参加させることができる。

２ 前項の臨時委員は、委員会の議を経て、学長が任期を定めて委嘱するもの

とする。

（委員会の職務）

第７条 委員会は、学長の諮問があった場合、研究の計画および実施の適否に

ついて、倫理的観点から審査を行うものとする。

２ 委員会は、研究等に関する倫理上の重要事項について調査・審議する。

３ 委員会は、研究等に関する倫理上の重要事項について学長に建議すること

ができる。

４ 委員会は、審査を経た研究に関わる論文の雑誌掲載等に際し、必要な倫理

審査の証明を行うことができる。

（議事）

第８条 委員長は、委員の 2 分の 1 以上の出席がなければ委員会を開くことが

できない。

２ 委員が申請者となった場合、その審査に加わることはできない。

３ 委員長は、申請者に委員会への出席を求め、申請内容等に関する説明およ

び意見を聴取することができる。

４ 委員長は、申請者以外の者に委員会への出席を求め、意見を聴取すること

ができる。

（審査の判定）

第９条 審査の判定は、出席委員全員の合意を原則とし、次の各号に掲げる表

示のいずれかによるものとする。

(1) 承認

(2) 条件付承認

(3) 変更勧告

(4) 不承認

(5) 非該当

２ 審査の判定基準については、以下のとおりとする。

(1) 承認：倫理上の問題がないもの。

(2) 条件付承認：倫理指針に基本的に反しないが、実施に際して配慮を必

要とするもの。

(3) 変更勧告：倫理指針に抵触する恐れがあるもの。

(4) 不承認：倫理指針に明らかに反するもの。

(5) 非該当：審査対象に該当しないもの。

３ 前項第（2）号および第（3）号に該当する場合、研究計画を修正、補充、

または変更した部分について委員会の審査を受けるものとする。

（審査記録およびその公開）

第 10 条 審査経過および判定結果の記録は 5 年間保存しなければならない。

２ 委員会が特に必要と認め、申請者および研究の対象者の同意が得られた場
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合には、学長は審査経過および判定結果を公表することができる。

（審議の公開）

第 11 条 委員会が必要と認め、申請者および研究の対象者の同意が得られた場

合には、委員長は審議を公開することができる。

（判定の通知）

第 12条 委員長は、審査終了後速やかにその判定結果を倫理審査結果報告書（別

紙様式第 2 号）により学長に答申しなければならない。

２ 委員長は、審査の判定結果が第９条第 1 項の第（2）号から第（5）号のい

ずれかに該当する場合、前項の報告書にその理由等を明記しなければならな

い。

３ 学長は、本条第 1 項の答申を受けた後、その判定結果を倫理審査結果通知

書（別紙様式第 3 号）により、申請者に通知しなければならない。

４ 学長は、審査の判定結果が第９条第 1 項の第（2）号から第（5）号のいず

れかに該当する場合、委員長をもって前項の通知書にその理由等を明記させ

るものとする。

（再審査）

第 13 条 申請者は、前条第 3 項の通知書に示される審査結果に対し異議のある

場合は、同一研究につき 1 回に限り再審査を申請することができる。

２ 前項の再審査を申請しようとする者は、倫理審査結果通知書を受領した日

の翌日から起算して 2 週間以内に、再審査申請書（別紙様式第 4 号）を学長

に提出しなければならない。

３ 前項の再審査申請書が提出された場合、学長は第 2 条第 2 項に規定される

ものと同様の手続きを取るものとし、以降も同様とする。

（研究等の実施計画の変更）

第 14条 倫理審査申請書または再審査申請書を提出した後に研究等の実施計画

を変更しなければならない場合は、速やかに、変更内容および変更の理由を

明記した書類を学長に届け出なければならない。

２ 前項の届出があった場合、学長は改めて審査の手続きを取るものとする。

（研究者の責務）

第 15 条 研究者は、第 2 条に規定される研究計画書の作成にあたって、試料等

の提供者等に予想される影響および危険性に鑑み、提供者等への不利益を防

止するため、研究の必要性等を十分考慮しなければならない。

２ 研究者は、試料等の提供者の人権が守られるよう、事前に十分な説明を行

い、提供者の自由意志に基づくものであることを確認できる文書による同意

を得た上で、試料等の提供を受けるものとする。

３ 研究者は、研究期間中、委員会の指定する回数および間隔で研究の進捗状

況に関する報告書を作成し、学長に報告しなければならない。

（遵守義務）

第 16 条 委員会の委員および研究者は、職務上知り得た個人情報を正当な理由

なく、他者に漏らしてはならない。研究が終了した後、または研究を中止し
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た後も同様とする。

（倫理審査証明）

第 17 条 第 7 条第 4 項に規定される証明は、審査を受けた研究計画と当該研究

の同一性が認定されるものについて行う。

（事務業務）

第 18 条 委員会の業務に関わる事務は、事務部長の下で、申請者の所属する学

部の庶務課が行う。

（雑則）

第 19 条 この規程に定めるものの他、倫理審査の実施にあたり必要な事項は、

委員会が別に定め、学長の承認を得るものとする。

（規程の改定）

第 20 条 この規程を改定しようとするときは、委員会の発議により、合同教授

会の承認を得なければならない。

附 則

１ この規程は、2006 年 4 月 1 日から施行する。

２ この規程は、2006 年 10 月 1 日から施行する。
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学生 指導教員 研究科委員会

4月 4月

5月 5月

6月 6月

7月 7月

8月 8月

9月 9月

10月 10月

11月 11月

12月 12月

1月 1月

2月 2月

3月 3月

4月 4月

5月 5月

6月 6月

7月 7月

8月 8月

9月 9月

10月 10月

11月 11月

12月 12月

1月 1月

2月 2月

3月 3月

2
年
次

前
期

後
期

履修指導及び研究指導の方法・スケジュール

時期

1
年
次

前
期

後
期

入学

研究領域及び指導教員の希望 指導教員の決定

研究計画の立案

履修指導・研究課題の決定

研究計画の指導

研究計画書の作成

倫理審査申請　／　承認

研究の遂行状況確認

主査1名，副査2名の決定

中間発表 中間公開発表会の開催

中間発表での課題解決の指導

修士論文の作成 論文作成指導

研究公開発表 研究公開発表会の開催

主査・副査による審査会

最終試験

合否判定

修了の認定（学位の授与）修了(学位記の交付）

指導教員との面談

研究の遂行

倫理審査委員会申請指導

修士論文の完成 ／ 提出

研究の遂行状況確認

中間発表での課題の解決

公開発表での課題の解決 公開発表での課題解決の指導

1
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実習施設承諾書一覧 

 

No． 施設名称 住所 

１ 筑波大学附属病院 茨城県つくば市天久保２－１－１ 

２ 財団法人筑波メディカルセンター 茨城県つくば市天久保１－３－１ 

３ 駿河台日本大学病院 東京都千代田区神田駿河台１－８－１３ 

 

 

 1
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4 号館[看護学研究科]レイアウト（構想） 
1 階  4101 教室（実験室１） 

 

 

 
柱  柱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

32 

90 

183 

642 

30 30 

シンク付き長机 

エルゴメータ 

ティルトテーブル 

ベッド（実習室より） 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

収納スペース（希望） 

モニタ・監視装置 

61 

642 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ有) 
LAN 
長机の上に
移動が必要 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 
ﾃﾚﾋﾞ 

590 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 
200V 電源に

変更が必要 

635 75 

1 階 4101 教室（実験室１）について 
 

 実験機材としてエルゴメータ 1 台、ティルトテーブル 1 台、生体監視装置、生体モニタを設置

する必要がある。また、200V の電源が必要な機器があるため、1 か所の電圧を変更する必要が

ある。 
 精密機器を使用するため、コンセントはアースがあるものに変更が必要である。また、実験機材

の電源を確保するため、教室中央部の床 3 か所にコンセントを設置する必要がある。 
 8 号館実験室の黒板前に設置されているシンク付き実験テーブルを移設する必要がある。その際、

コンセントと LAN のモジュラーがテーブルの陰になってしまうため、テーブル上部などに移設

する必要がある。 
 作業スペースを確保するため、8 号館実験室に設置されている学生実験用テーブル 2 個を移動す

る必要がある。 
 さまざまな測定に必要なベッドがないため、8 号館 3 階実習室よりベッドを 1 台移動させる必要

がある。 
 収納スペースが全くないため、収納スペースを設置する必要がある。 
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1 階  4102 教室（実験室 2・看護院生研究室） 
 
 
 

柱  

 
 
 
 
  

  

 
 
 
 

柱  

 

 
 
 

546 
28 

44 

643 733 

188 

294 

294 

272 

275 

61 ﾛｯｶｰ ﾛｯｶｰ ﾛｯｶｰ 

机 机 机 
44 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ有) 
LAN 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 
ﾃﾚﾋﾞ 

28 
576 

 
1 階 4102 教室（実験室 2）について 
 

 精密機器を使用するため、コンセントはアースがあるものに変更が必要である。また、実験機材

の電源を確保するため、教室中央部の床 2 か所にコンセントを設置する必要がある。 
 8 号館実験室に設置されているシンクと、W270・D90・H80（コンセント 2 口付き）実験テー

ブルを移設する必要がある。 
 作業スペースを確保するため、8 号館実験室に設置されている学生実験用テーブル 2 個を移動す

る必要がある。 
 
 
1 階 4102 教室（院生室）について 
 

 院生が使用する机 3 台とロッカー3 台を新設する必要がある。 
 精密機器を使用するため、コンセントはアースがあるものに変更が必要である。 
 8 号館実験室に設置されているシンクと、W180・D90・H80（ガス栓 2 口、コンセント 2 口付

き）実験テーブルを移設する必要がある。 
 4102 教室を 2 つに区切ってしまうため、院生室に LAN のモジュラーを新設する必要がある。 
 4101 教室を 2 つに区切ることにより、院生室のコンセントが 1 つになってしまうため、院生の

机下の床 3 か所にコンセントの増設が必要となる。 
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1 階  4104 教室 

 
 
 

柱  柱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柱  
 
 
 

148 289 

35 

28 

28 
437 

645 

28 

37 

机 

机 
机 机 

机 

机 

ﾛｯｶｰ ﾛｯｶｰ 

ﾛｯｶｰ 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 
ﾃﾚﾋﾞ 296 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 

ﾛｯｶｰ ﾛｯｶｰ 

ﾛｯｶｰ 

675 
ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ有) 
LAN 

 
 
 

1 階  4104 教室（院生室）について 

 
 院生が使用する机 6 台とロッカー6 台を新設する必要がある。 
 精密機器を使用するため、コンセントはアースがあるものに変更が必要である。 
 8 号館実験室に設置されているシンクと、W180・D90・H80 実験テーブルを移設する必要があ

る。その際、コンセントがテーブルの陰になってしまうため、テーブル上部などに移設する必要

がある。また、机上の電源を確保するため、教室中央部の床 3 か所にコンセントを設置する必

要がある。 
 

 



資料－１０ 

 4

 

2 階  4204 教室 

 
 

柱  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柱  

 
 

425 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 
ﾃﾚﾋﾞ 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 
ﾃﾚﾋﾞ 

29 

92 248 

65 

29 

机 

机 

机 

ﾛｯｶｰ 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ無) 
194 

床から 
98 

ｺﾝｾﾝﾄ(ｱｰｽ有) 
LAN 

ﾛｯｶｰ ﾛｯｶｰ 

115 

426 

517 

 

2 階  4204 教室（院生室）について 

 
 院生が使用する机 3 台とロッカー3 台を新設する必要がある。 
 精密機器を使用するため、コンセントはアースがあるものに変更が必要である。 
 8 号館実験室に設置されている、W180・D90・H80 実験テーブルを移設する必要がある。 
 水周りを確保するため、シンクを購入する必要がある。 
 机上の電源を確保するため、教室中央部の床 3 か所にコンセントを設置する必要がある。 
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学部と大学院の教育研究領域の関係図

看護学部

基礎科目

　専門基礎科目

　母性看護学

　小児看護学

　基礎看護学

　精神看護学

　成人看護学

　地域看護学

　老年看護学看
護
学
科

看護学研究科

基
礎
看
護
科
学
分
野

　基盤実証看護学領域

実
践
看
護
学
分
野

　生活支援看護学領域

　発達支援看護学領域

　精神看護学領域
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